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はじめに 

 

早稲田大学プロッフェッショナルズ・ワークショップは、早稲田大学が『企業（社会人）

と大学が共通する１つの目的をもってプロジェクトに遂行する』という目的を持ち、2007

年 8月より始まった産学連携の新しい形を目指した取り組みです。大学の資産（学生・校友

ネットワーク・研究活動等）を企業活動に取り込みながら、学生と企業のプロフェッショナ

ルたち両者でワークショップを立ち上げ、グループワークを行いながらプロジェクトを遂行

していきます。 

このプロジェクトにおいて、JAXA（宇宙航空研究開発機構）と早稲田大学の取り組みは

2010年度より開始し、今年度で 4年目を迎えました。今年度は、「ビッグデータを活用した

斬新な企画を提案し、宇宙開発利用に役立てよう！」をテーマとし、学生は様々な角度から

グループワークに取り組みました。この「宇宙開発利用」とは、広く国民の賛同を得て推進

していくことが求められますが、では「世の中の声」とは具体的にどのようなものなのか、

今回のワークショップではその点に主眼を置き、SPSS（Statistical Package for Social 

Science）等を活用しながら国民の意識や認識の全体像把握に努めました。しかし、プロッ

フェッショナルズ・ワークショップではこれをゴールとせず、分析結果から、学生ならでは

の視点で JAXAに斬新な提案をすることまでを行いました。提案の詳細につきましては、本

報告書をご高覧頂ければ幸いです。 

今回、参加学生は企業が抱える問題を肌で感じ、その解決に向けてグループワークに取り

組みましたが、今後社会に出てからは、日常的にこうした課題に直面していくことになるで

しょう。その際、今回のプロッフェッショナルズ・ワークショップでの経験を活かし、組織

の中でも主体的に行動していける人材になってくれることを信じて止みません。 

末筆ながら、JAXAの益々のご発展をお祈り申し上げると共に、今回参加した学生諸君の

これからの人生が豊かなものになりますことを祈念致します。 

 

2014年１月 22日 

 

 

早稲田大学 

プロフェッショナルズ・ワークショップ事務局 

平井 悠介 

尾﨑 悠一 
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× プロフェッショナルズ・ワークショップ

「ビッグデータを活用した斬新な企画を提案し、宇宙開発に役立てよう！」

実施体制

 
 

 
早稲田大学

学生： 
田中 美幸（政治経済学部 4 年） 小石 隆也（政治経済学部 3 年） 
小林 彩子（法学部 2 年）  山脇 穂高（教育学部 2 年） 
真鍋 駿（商学部 1 年）  林 誠一郎（社会科学部 2 年） 
青柳 裕（社会科学部 1 年）  前田 梓（文化構想学部 1 年） 
齋藤 眞徳（文学部 4 年）  三橋 怜（先進理工学部 4 年） 
芝野 杏奈（先進理工学部 3 年） 矢口 徹磨（先進理工学部 2 年） 
礒山 智美（大学院政治学研究科 1 年）小松崎紀子（大学院政治学研究科 1 年） 
叶 セイ韵（大学院商学研究科 1 年）  

職員： 
平井悠介（メディアネットワークセンター）★ 
尾﨑悠一（文学学術院事務所） 

教員： 
尾関美喜（人間科学学術院） 

★チームリーダー 
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（宇宙航空研究開発機構）

金田賢伊知 菊池優太 柳川孝二（以上 情報システム部） 
百合田真樹人（情報システム部客員研究員、島根大学） 
清水順一郎（有人宇宙ミッション本部宇宙環境利用センター） 
松山卓靖 小林祐也（以上 総務部） 
下村裕司（広報部） 
岡本太陽（調査国際部） 

全体スケジュール

日付 活動 場所 内容 

5/8 事前打ち合わせ 早稲田大学 テーマ検討 

6/4,6 学生募集説明会 早稲田大学  

6/17-20 学生面接 早稲田大学  

7/6 共通プログラム 早稲田大学  

7/19 事前打ち合わせ 早稲田大学 実施内容詳細検討 

8/6 キックオフ JAXA＠筑波 施設見学 

キックオフ講義 

8/9 事前講義 JAXA＠東京 顧客(JAXA)要求の確認 

分析手法についての講義 

8/20 グループワーク、関連講義 早稲田大学 進捗状況報告とそれに対するコメント 

分析手法についての講義 

8/27 グループワーク 早稲田大学 進捗状況報告とそれに対するコメント 

9/3 グループワーク、関連講義 IBM 東京基礎研究所 IBM による関連講義 

進捗状況報告とそれに対するコメント

9/10 中間報告会 早稲田大学 進捗状況報告とそれに対するコメント 

9/17 グループワーク 早稲田大学 進捗状況報告とそれに対するコメント 

9/24 グループワーク 早稲田大学 進捗状況報告とそれに対するコメント 

9/27 最終報告会 JAXA＠東京 学生の成果報告発表 

質疑応答・全体講評 

10/18 反省会 早稲田大学 反省会 

継続活動に向けて 

11/19 継続活動キックオフ 早稲田大学 テーマ設定 

11/29 継続活動グループワーク JAXA＠東京 進捗状況とそれに対するコメント 

12/4 継続活動グループワーク JAXA＠東京 進捗状況とそれに対するコメント 

12/18 継続活動グループワーク JAXA＠東京 進捗状況とそれに対するコメント 

1/7 継続活動グループワーク JAXA＠東京 進捗状況とそれに対するコメント 

1/22 継続活動報告会 JAXA＠東京 学生の成果報告 
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3JAXA × WASEDA プロフェッショナルズ・ワークショップ 2013 ビッグデータを活用した
斬新な企画を提案し、宇宙開発に役立てよう！ 成果報告書

ま ず 、 は じ め に ・ ・ ・ 

本ワークショップに 
参加してくれてありがとう！ 

そして、ようこそ宇宙のステージへ。 
 

今日から君たち学生と私たちJAXAメンバー、 
大学スタッフ、お世話になる先生方は、 

皆同じミッションにチャレンジするクルーです！ 
 

力を合わせて、ミッションを成功させましょう！ 2 

平成25年7月6日 
宇宙航空研究開発機構（JAXA) 

情報システム部 

 
WASEDA×JAXA 
プロフェッショナルズ・ワークショップ2013 
（全体概要編） 

1 
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4 宇宙航空研究開発機構特別資料  JAXA-SP-13-019

国民意識の調査や分析について 

【１】現状のJAXAにおける課題 
a.ＪＡＸＡ内の部門毎の独立的な調査・評価・解析
となりがち 

b.イベント参加者など、宇宙分野に興味を有する
人や宇宙開発肯定派からの情報源に偏りがち 

c. 状況の把握程度の１次解析で終えてしまうこと
が多く、政策や新たな活動へ反映されることが
少ない 

 

本 テ ー マ の 背 景 

4 

JAXAの主なステークホルダー 

本 テ ー マ の 背 景 

ＪＡＸＡ 研究機関 宇宙関連
企業 

政府・国 大学 
教育機関 

一般国民 産業界 海外機関 
3 
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5JAXA × WASEDA プロフェッショナルズ・ワークショップ 2013 ビッグデータを活用した
斬新な企画を提案し、宇宙開発に役立てよう！ 成果報告書

ワ ー ク シ ョ ッ プ で の 実 施 内 容 

ワークショップでの検討手順は、下記３ステップ（想定） 
 

6 

①既存データに 
基づく分析 

• 既存の収集データ
や既存ツールを活
用したデータ分析 

②新たなデータ
収集と分析 

• 主にインターネット等の公
開データやアンケート調査
等を通じた新たな情報収
集とデータ分析 

③データを活用
した新たな企画

立案 

• ①②での分析結
果を踏まえ、ビッ
グデータを活用し
た新たな企画の
立案 6 

国民意識の調査や分析について 

【２】今後の方向性 
a.情報源の多様化 
 －サンプルをランダム抽出とし、バイアスの無い見解を収集 
 －情報源を一般人/知識人で分類し、個別に解析 
 －メディア情報を、一般記事/解説/論説/読者投稿に分類/解析 
 －情報源を、メディア/政府/一般人、海外の宇宙機関/メディアに分類/解析 

b.「情報の収集/解析」のPDCAサイクル 
 －情報のタイムリーな収集・解析 
 －継続的な解析を行い、評価のトレンドを把握 
 －解析結果を評価者に周知し、理解度の向上や評価の飽和を促進する 

c.戦略的発信の実施 
 －様々な情報分析を統合し、JAXA全体の解析に供する 
 －「Re-act/見える化」から「Pro-act/予見化」へ 

本 テ ー マ の 背 景 

5 
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6 宇宙航空研究開発機構特別資料  JAXA-SP-13-019

オリエンテーション(7/6)【本日】 
キックオフ(8/6)＠筑波 

フィールドワーク（8/7～9）＠御茶ノ水 

JAXA施設の視察・意見交換 
－筑波宇宙センター（8/6) 

アンケート調査・市場調査・ネット
調査等による情報収集と分析 

ミーティング（週に1回程度） 
（講義・グループワーク・ディスカッション） 

ポータルサイト等による 
意見交換 

質疑応答 
アドバイス サポート、アドバイス 

資料作成やプレゼン指導等 

 
 

8 

中間報告 
(9/10)＠早大 

最終報告 
(9/27＠JAXA筑波、 10/18＠早稲田） 

筑波宇宙センター 早稲田大学 

ワ ー ク シ ョ ッ プ 全 体 の 流 れ 

8 

分析・収集データ候補と期待する新規企画例 

＜分析・収集データ（候補）＞ 

• ＪＡＸＡイベントの参加者、寄付者の声（アンケート結果） 

• 一般窓口、公開ホームページ等へ日々寄せられる国民の声 
• 国民の意識調査結果 

• ホームページ、ツイッター、フェイスブック 

 （国民の声、政策決定に関与する者の見解、海外宇宙機関ページ） 

• 国会議事録 

• メディア情報（国内・海外） 

 

＜期待する新規企画＞ ※下記テーマに合わせて３グループを構成 

・国民の声を政策に反映するための新たな仕組み（宇宙戦略） 

・対象に応じた新たな情報発信企画（広報戦略） 

・海外に向けた戦略的広報活動（海外戦略） 

ワ ー ク シ ョ ッ プ で の 実 施 内 容 

7 
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7JAXA × WASEDA プロフェッショナルズ・ワークショップ 2013 ビッグデータを活用した
斬新な企画を提案し、宇宙開発に役立てよう！ 成果報告書

（次回（8／６）までの宿題） 

①WBS（Work Brakedown ）,スケジュールを作成する 
②推薦図書を１冊以上、読んでくる 
③宇宙関連のホームページ、SNS等、今回のワークショップに
有益なウェブサイト等を探してリストアップしてくる 

④分析ソフトが利用できるPCルームを確認しておく 
 （別途、大学スタッフより場所の展開あり） 
 
 

10 

お わ り に 

宇宙開発の未来のために、 
早大生の斬新且つチャレンジングな 

アイデアに期待しています！ 
9 
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9JAXA × WASEDA プロフェッショナルズ・ワークショップ 2013 ビッグデータを活用した
斬新な企画を提案し、宇宙開発に役立てよう！ 成果報告書

自己紹介 

 出生：1951、東京 
 

 学習： 実験物理（Ⅲ−Ⅴ族化合物半導体） 
     理論物理（強誘電体BaTiO3） 
 
 仕事：1977、宇宙開発事業団入社 
       ロケットエンジンLE-5の開発 
       宇宙実験 
       有人宇宙活動 
    2010、情報システム 
 
 趣味：映画鑑賞、ランニング、鉄道ジオラマ、帆船模型 

2 

JAXA×早稲田 
プロフェッショナルズ・ワークショップ 

 
ビッグデータを活用した斬新な企画を 
提案し宇宙開発利用に役立てよう！ 

 
-プロジェクト管理篇- 

2013.7.6 
宇宙航空研究開発機構 

柳川 孝二 

1 
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10 宇宙航空研究開発機構特別資料  JAXA-SP-13-019

プロジェクト管理の要諦 

①  コスト 
 最優先 
 直材/人工/試験 

 
②  スケジュール 
 コストアップの最大要因 
 コストでリカバー 

 
③  パフォーマンス 
 大事だけれど調整の対象 

アベノミクスの「三本の矢」と似て
いるが 

4 

開発中のLE-5エンジンの前で 

H-1ロケット初号機(1987) 

3 
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11JAXA × WASEDA プロフェッショナルズ・ワークショップ 2013 ビッグデータを活用した
斬新な企画を提案し、宇宙開発に役立てよう！ 成果報告書

情報収集  分析 

国民（市民）の意識  
何を期待しているのか、何にか 

国民の意識構築に影響をも
つメディアの論調は？ 
JAXAの発信の一貫性はある

のか？ッセージは伝わってい
JAXAの事業の意義や必要性
の位置づけ？ 

オーダーメード型
情報発信の探索 

JAXA窓口、ホームページへ
日々寄せられる国民の声 

JAXAをめぐるメディアの論調 

モニター制度で得たコメント 

国民の意識調査 

タウンミーティング参加者から
のコメント 

JAXA活動に関心を持つ方のコ
メント 
参加後に何を感じているのか 
メッセージは伝わっているか 

検討の方向性と可能性（国民/メディアG） 

6 

• 政策決定者の見解 宇宙政策立案 

• 国民の意識 
• メディアの論調 国民/メディア 

• 海外宇宙機関 
• 海外市民 海外の動向 

JAXAのステークホルダは！ 

三つの課題に設定！ 
5 

This document is provided by JAXA.



12 宇宙航空研究開発機構特別資料  JAXA-SP-13-019

PLAN 
• 情報ソース 
• 収集方法 
• 解析方法 

DO 
• 情報収集 

CHECK 
• 解析 
• 効果測定 

ACT 
• 情報ソース修正 
• 解析手法改良 

 
 

PDCA サイクルを廻す（海外の動向G） 

これが出来たら諸君も

プロの仲間入り！ 
8 

宇宙政策立案 

プロジェクト管理 

対外調整 

市場調査 

情報分析 

成果取纏 

作業区分構成 （宇宙政策立案G） 
(Work Breakdown Structure) 

• ブログ、ホームページ 
• 国会議員 
• 宇宙政策委員会 

• JAXA総務部 
• 国会議事録 
• 宇宙政策委員会議事録 

• JAXA 
• 国会議員 
• 宇宙政策委員会 

• コスト 
• スケジュール 
• パフォーマンス 

• 中間報告 
• 成果報告＠JAXA 
• 報告＠早稲田 7 
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コスト 

 直材費 
 既存のインフラ利用 
 文献：各自負担 

 人工費 
 早稲田学生：自己研鑽 
 早稲田職員：定常業務 
 JAXA職員：定常業務 

 試験費 
 定常業務の範囲 

 
プロジェクト資金は無し 
学生と関係者の熱意で賄う 

10 

スケジュール 

宇宙政策立案G 

9 
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依頼 

 モットー 
 全てを楽しむ！ 
 自分の言葉で理解する！ 
 成功体験を！ 
 熱い夏を！ 

 
 宿題 

 WBSの作製 
 スケジュールの作製 

 
 参考文献 
  「統計学が最強の学問である」 

         （西内啓 ダイヤモンド社) 
  「史上最強 図解 これならわかる統計学」 

           （涌井貞美 ナツメ社） 

11 
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平成２５年７月６日 

於：早稲田大学 

百合田真樹人 

 

平成２５年度プロフェッショナルズ・ワークショップ 

合同オリエンテーション 

 

早稲田大学・宇宙航空研究開発機構 
 

 

１．問題分析を目的とした指標について 
 

 社会の諸課題の克服を図るためには、その社会の諸事象をとらえ、そこにある問題を分析することが必要

です。言い換えれば、表象（事象）として問題をとらえるのではなく、その問題をめぐる諸事象を構造的に

とらえることによって、問題解決に最適な具体的道筋を発見することが欠かせません。意識調査などの様々

な社会調査は、社会における様々な事象を理解するための指標を得ることを目的におこなわれます。 

 社会調査では、定量的な指標を得ることを目的とした調査の手法がとられることが一般的です。定量的な

指標とは、値を数値化してとらえることができる指標です。調査対象者の年齢や収入、新聞記事の文字数や

特定の出来事を取りあげた記事の件数、さらに視聴率などは数値で表される指標ですので、これらを定量的

指標と言います。 

ある物事について、ＹＥＳかＮＯかで回答した結果を集めたデータも定量的指標にな

ります。ＹＥＳかＮＯかの二択であれば、それぞれの回答をし 

た人数や割合を計測することが出来ます。また、ＹＥＳとＮＯとをそれぞれ１と０と

で置き換えて、他の定量的指標と合わせて数量的な分析をおこなうことが可能です。 

 

 定性的指標は、定量的指標が客観的な数値で表すことの出来る指標であるのに対して、値を数値化するこ

とが出来ない（≒量として示すことの出来ない）指標です。特定の企業や出来事への印象や、ある政党や政

策へのイメージなどの主観をともなう情報は、基本的に数値とすることが難しいものです。こうした情報を

定性的指標と言います。こうした定性的指標を評価（客観的評価）に用いることは難しく、多くの場合に於

いて定性的指標を定量的指標の参考に用いるか、（強引なものも多くみられますが）定量的指標に置き換える

ことが一般的です。 

例えば、印象をめぐる指標を得るさいに、「大いに賛成する」〜「全く賛成できない」

などの段階に区切った選択肢を用意して、その選択結果を集めることで、定性的指標

を定量的指標に置き換えています。 

 

 このプロフェッショナルズ･ワークショップは、定性的指標を定量的指標に置き換えた質問を用意しておこ

なう社会調査とは別に、社会空間にある様々な定性的な情報を指標として活用することに取り組みます。新

聞記事やブログやツイッターの発信、ＳＮＳなどでの会話など、人々が日々発信し、社会空間に蓄積され続

けている様々な情報を、特定の目的のもとに的確に抽出することが、このプロフェッショナルズ･ワークショ

ップの課題です。そして、ここで収集した情報をさらに整理･解析し、社会をとらえる新しい指標として活用

する手法を具体化することを目的としています。 

This document is provided by JAXA.
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３．事例 

 言説解析による自然言語情報の構造化と定量的指標の獲得の有効性を示す事例として、１９８７〜２０１

３年に発行された某全国紙の社説を対象にした分析とその結果について紹介します。 

※ 期間中に宇宙に言及した社説を全て抽出：116件 

※ 抽出した社説の総文字数：121,000字超（社説１件あたり 1,000字強） 

 ここに示した程度にまで膨大な量のテキスト（自然言語情報）を対象に分析をおこなう場合、従来の内容

分析などの定性的指標を得ることは現実的な方法とは言えません。そこで、テキストマイニングソフトを用

いて形態素解析をおこない、116件の社説の全文を品詞単位に分解し、分析をおこないます： 

 

頻度を用いた分析： 

 

コスト、成功、失敗について社説で言及された頻度の経年変化をしめしたグラフ 

  

 このグラフの縦軸は、任意のキーワード（コスト、成功、失敗）に言及した社説の件数を示します。また

円の大きさは、その年に出された社説のなかで任意のキーワードに言及した段落の数を示しています。つま

り、その年の社説で 1 度だけ言及され、その社説の 1 段落のみで言及されている場合は、その年と縦軸１の

交点を中心にした直径 1の円が描かれています。その年の社説に 1度だけ言及されたが、その社説の 10段落

で繰り返し言及された（中心的な話題となった）場合には、直径 10の円が描かれています。 

 さて、ここで示された分析の結果を見ると、2000年以降から失敗への言及が顕著に増えていることがうか

がえます。成功についての言及は 2004年頃に若干多くみられますが、年ごとの差がそれほど大きくはみられ

ません。またコスト（費用など）についても、1993年頃から増加し、2004年頃から顕著な増加がみられます。

このように、言及頻度を用いることで、記事が示す傾向をつかむことが可能になります。 

２．言説解析とは 

 日常のコミュニケーションで用いられる意思伝達手段としての言葉で書かれたテキストを自然言語と言い

ます。そしてこの自然言語を情報として認識する場合、これを自然言語情報と言います。一般に新聞やブロ

グ･ツイッターなどのインターネットで交換される様々な情報は、自然言語情報の形をとります。こうした構

造化されていない情報（非構造化データ）は、一般に少数のサンプルを対象にした内容分析などの対象とさ

れ、その全体が分析の対象とされてきませんでした。このプロフェッショナルズ･ワークショップでは、非構

造化データを構造化し、膨大な自然言語情報から定量的指標を取り出すことに取り組みます。 

 

資料１：New York Times Online (Sep. 6, 2012) 

 

 資料１は先の米国大統領選挙において各党の党大会でおこなわれた演説を書き起こしたものをデータに、

言説解析をおこない、その結果を表示したものです。青色が民主党の党大会での言及を示し、赤色が共和党

の党大会での言及を示しています。選挙の主要課題を代表する語句について、党大会の演説 25,000語あたり

の言及度数を各党で色分けをして表示しており、それぞれの党が何を主要課題としているのか、また各党に

共有されている主要課題は何かを一目で把握することが可能になっています。 

 資料１は、各党の党大会での演説原稿の全てを元データとして用いています。次にそのデータを構成する

自然言語情報に発言者および発言者の政党のタグをつけたうえで形態素解析をおこない、品詞単位に分割し

ます。品詞単位に分割されたなかから、主要政策課題をしめす語句への言及頻度を計測し、演説で用いられ

た語数を 25,000 に調整した上で、25,000 語あたりの言及度数をそれぞれの政党について示しています。中

産階級や医療保険、健康や女性といったキーワードは民主党（青色）に多く、ビジネスや信仰、政府といっ

たキーワードが共和党（赤色）に多いことが分かります。これらはそれぞれの政党が代表する政策や利益と

一致しています。こうしたことからも、非構造化データである自然言語情報を構造化することで定量的指標

を得ることに取り組む言説解析の方法がもつ可能性と有効性をうかがえます。 
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３．事例 

 言説解析による自然言語情報の構造化と定量的指標の獲得の有効性を示す事例として、１９８７〜２０１

３年に発行された某全国紙の社説を対象にした分析とその結果について紹介します。 

※ 期間中に宇宙に言及した社説を全て抽出：116件 

※ 抽出した社説の総文字数：121,000字超（社説１件あたり 1,000字強） 

 ここに示した程度にまで膨大な量のテキスト（自然言語情報）を対象に分析をおこなう場合、従来の内容

分析などの定性的指標を得ることは現実的な方法とは言えません。そこで、テキストマイニングソフトを用

いて形態素解析をおこない、116件の社説の全文を品詞単位に分解し、分析をおこないます： 

 

頻度を用いた分析： 

 

コスト、成功、失敗について社説で言及された頻度の経年変化をしめしたグラフ 

  

 このグラフの縦軸は、任意のキーワード（コスト、成功、失敗）に言及した社説の件数を示します。また

円の大きさは、その年に出された社説のなかで任意のキーワードに言及した段落の数を示しています。つま

り、その年の社説で 1 度だけ言及され、その社説の 1 段落のみで言及されている場合は、その年と縦軸１の

交点を中心にした直径 1の円が描かれています。その年の社説に 1度だけ言及されたが、その社説の 10段落

で繰り返し言及された（中心的な話題となった）場合には、直径 10の円が描かれています。 

 さて、ここで示された分析の結果を見ると、2000年以降から失敗への言及が顕著に増えていることがうか

がえます。成功についての言及は 2004年頃に若干多くみられますが、年ごとの差がそれほど大きくはみられ

ません。またコスト（費用など）についても、1993年頃から増加し、2004年頃から顕著な増加がみられます。

このように、言及頻度を用いることで、記事が示す傾向をつかむことが可能になります。 
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コスト、投資、産業について社説で言及された頻度の経年変化をしめしたグラフ 

 

 また、宇宙活動の投資効果や産業についての言及傾向を検討するために、コスト、投資、産業についての

言及頻度の経年変化をしめしたグラフを見ると、投資や産業に関係する言及が非常に少ないことがうかがえ

ます。さらに各種の宇宙活動についての言及頻度をみたグラフでは、開発に傾倒した言及傾向がみられます。 

 

宇宙活動各種について社説で言及された頻度の経年変化をしめしたグラフ 

 

 このように、自然言語情報を対象にした言説解析の結果から認識の変化や傾向を探索的につかむことがで

きます。この他にも、語句の関係を示す共起関係やその頻度をもちいた分析などが可能です。 

This document is provided by JAXA.
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目 次

１．数量化理論とは何か

２．数量化の理論体系

３．参考文献

４．現象を予測する－数量化Ⅰ類

５．現象を判断・予測する－数量化Ⅱ類

６．現象を分析する－数量化Ⅲ類

1

JAXA×早稲田
プロフェッショナルズ・ワークショップ

解析プロトコル

－数量化の概要－

2013.7.6
宇宙航空研究開発機構

清水順一郎
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２．数量化の理論体系

外的基準外的基準外的基準外的基準

（目的変数）（目的変数）（目的変数）（目的変数）

ありありありあり

なしなしなしなし

外的基準が量的に（数量外的基準が量的に（数量外的基準が量的に（数量外的基準が量的に（数量

として）観察される場合として）観察される場合として）観察される場合として）観察される場合

外的基準が質的に（分類外的基準が質的に（分類外的基準が質的に（分類外的基準が質的に（分類

として）観察される場合として）観察される場合として）観察される場合として）観察される場合

ある属性についてのある属性についてのある属性についてのある属性についての

調査対象の応答パターン調査対象の応答パターン調査対象の応答パターン調査対象の応答パターン

（分類）（分類）（分類）（分類）がある場合がある場合がある場合がある場合

調査対象のペア間の調査対象のペア間の調査対象のペア間の調査対象のペア間の

類似性（関係）が質的類似性（関係）が質的類似性（関係）が質的類似性（関係）が質的

に観察される場合に観察される場合に観察される場合に観察される場合

数量化数量化数量化数量化ⅠⅠⅠⅠ類類類類

（相関係数を最大化）（相関係数を最大化）（相関係数を最大化）（相関係数を最大化）

数量化数量化数量化数量化ⅡⅡⅡⅡ類類類類

（相関比を最大化）（相関比を最大化）（相関比を最大化）（相関比を最大化）

数量化数量化数量化数量化ⅢⅢⅢⅢ類類類類

（調査対象とカテゴリー（調査対象とカテゴリー（調査対象とカテゴリー（調査対象とカテゴリー

の相関係数を最大化）の相関係数を最大化）の相関係数を最大化）の相関係数を最大化）

数量化数量化数量化数量化ⅣⅣⅣⅣ類類類類

（目的関数を最大化）（目的関数を最大化）（目的関数を最大化）（目的関数を最大化）

本概要説明は、PCソフト（エクセル・アドオンソフト）へのアクセスが容易な
「数量化」のⅠ類からⅢ類の導入的解説の資料とする。

3

１．数量化理論とは何か

1. 数量化理論（Hayashi’s quantification methods）とは、1940年代後半から

1950年代中頃にかけて、日本の戦後復興期の社会的課題を把握するため

の社会調査を科学的に行うために、林知己夫（1918－2002統計数理研究

所元所長）が開発した、一連の「多変量データ解析（または、多次元データ

解析）」に関する理論。

2. 「感情」や「意識」など、もともと数量になっていない「質的データ」にいかに

数量を与えて現象解析を行うか、または、数量で与えられているものであっ

ても、目的に応じて数量を与え直していかに現象解析を行うかなど、統計

的な考え方の基礎のもとに、これを定式化したもの。

2
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  ⋅⋅⋅  1 2 ⋅⋅⋅  1 2 ⋅⋅⋅  ⋅⋅⋅ 1 2 ⋅⋅⋅ 
1 〇 〇 〇 932 〇 〇 〇 1003 71⋅⋅⋅ 〇 〇 〇 75

①①①①

②②②②

③③③③

４．現象を予測する－数量化Ⅰ類

4.1 数量化Ⅰ類のデータ形式

「数量化「数量化「数量化「数量化ⅠⅠⅠⅠ類」とは、「説明変数」（独立変数）が数値では表現できない「質的変数」で、「目的変数」類」とは、「説明変数」（独立変数）が数値では表現できない「質的変数」で、「目的変数」類」とは、「説明変数」（独立変数）が数値では表現できない「質的変数」で、「目的変数」類」とは、「説明変数」（独立変数）が数値では表現できない「質的変数」で、「目的変数」

（外的基準：従属変数）が「量的変数」のとき、「説明変数」を使って「目的変数」を“予測”または“説明”（外的基準：従属変数）が「量的変数」のとき、「説明変数」を使って「目的変数」を“予測”または“説明”（外的基準：従属変数）が「量的変数」のとき、「説明変数」を使って「目的変数」を“予測”または“説明”（外的基準：従属変数）が「量的変数」のとき、「説明変数」を使って「目的変数」を“予測”または“説明”

するときに使う手法。（通常、次の用語が使われる。）するときに使う手法。（通常、次の用語が使われる。）するときに使う手法。（通常、次の用語が使われる。）するときに使う手法。（通常、次の用語が使われる。）

1.1.1.1. 量的変数量的変数量的変数量的変数：：：： 「身長」のように観測値自体「身長」のように観測値自体「身長」のように観測値自体「身長」のように観測値自体が数量とが数量とが数量とが数量として意味のある場合して意味のある場合して意味のある場合して意味のある場合

2.2.2.2. 質的変数質的変数質的変数質的変数：：：： 「血液型」や「性別」の「血液型」や「性別」の「血液型」や「性別」の「血液型」や「性別」のようにようにようにように変数変数変数変数が分類をが分類をが分類をが分類を表す場合表す場合表す場合表す場合 （血液型（血液型（血液型（血液型｢｢｢｢4444値値値値｣｣｣｣変数、性別変数、性別変数、性別変数、性別｢｢｢｢2222値値値値｣｣｣｣変数）変数）変数）変数）

3.3.3.3. アイテムアイテムアイテムアイテム：：：： 「質問」と同義「質問」と同義「質問」と同義「質問」と同義 （（（（ ⋅⋅⋅ からなるからなるからなるからなる個のアイテム）個のアイテム）個のアイテム）個のアイテム）①①①①

4.4.4.4. カテゴリーカテゴリーカテゴリーカテゴリー：：：： 質問に対する「回答選択肢」（選択肢の「質問に対する「回答選択肢」（選択肢の「質問に対する「回答選択肢」（選択肢の「質問に対する「回答選択肢」（選択肢の「1111つ」を必ず選択）つ」を必ず選択）つ」を必ず選択）つ」を必ず選択） （アイテム（アイテム（アイテム（アイテムのののの 個のカ個のカ個のカ個のカ

テゴリー）（〇印がテゴリー）（〇印がテゴリー）（〇印がテゴリー）（〇印が選択結果の例選択結果の例選択結果の例選択結果の例））））②②②②

5.5.5.5. サンプルサンプルサンプルサンプル：：：： 「標本」「標本」「標本」「標本」 （抽出された（抽出された（抽出された（抽出された個の標本）個の標本）個の標本）個の標本）③③③③

6.6.6.6. 外的基準外的基準外的基準外的基準：：：： 評価対象となる「目的変数」評価対象となる「目的変数」評価対象となる「目的変数」評価対象となる「目的変数」 ④④④④

④④④④
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1. 上藤一郎・森本栄一・常包昌宏：「調査と分析のための統計」
－社会・経済のデータサイエンス－丸善出版（2006）

2. 柳井晴夫[編]：「行動計量学への招待」朝倉書店（2011）
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「1」：本導入的解説のまとめに際して参考にした本
「3」：数量化の計算例が与えられている本の例
「4」：「社会調査」の基本になる考え方がコンパクトに述べられている良書
「5」：数量化理論の開発者である「林知己夫」自らの著書
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４．現象を予測する－数量化Ⅰ類

4.3 数量化Ⅰ類 カテゴリーに数値（スコア）を与える

1.1.1.1. 「目的変数（量的変数）」と「説明変数（質的変数）」の間に“適切（最適）”な関数関係を導入する「目的変数（量的変数）」と「説明変数（質的変数）」の間に“適切（最適）”な関数関係を導入する「目的変数（量的変数）」と「説明変数（質的変数）」の間に“適切（最適）”な関数関係を導入する「目的変数（量的変数）」と「説明変数（質的変数）」の間に“適切（最適）”な関数関係を導入する

ために、質的な説明変数の全て（ために、質的な説明変数の全て（ために、質的な説明変数の全て（ために、質的な説明変数の全て（. . カテゴリーの全て）に、仮想的に数値を対応させ、これをカテゴリーの全て）に、仮想的に数値を対応させ、これをカテゴリーの全て）に、仮想的に数値を対応させ、これをカテゴリーの全て）に、仮想的に数値を対応させ、これを  = 1,⋅⋅⋅, ;  = 1,⋅⋅⋅,  とする。とする。とする。とする。

2.2.2.2. 行列行列行列行列要素が「要素が「要素が「要素が「1111」の個所に、対応するカテゴリーに与えた数値を付与する。（仮想的な得点（スコ」の個所に、対応するカテゴリーに与えた数値を付与する。（仮想的な得点（スコ」の個所に、対応するカテゴリーに与えた数値を付与する。（仮想的な得点（スコ」の個所に、対応するカテゴリーに与えた数値を付与する。（仮想的な得点（スコ

ア）を与える。）ア）を与える。）ア）を与える。）ア）を与える。） . . 行列の各行列の各行列の各行列の各行（行（行（行（番目のサンプル）の番目のサンプル）の番目のサンプル）の番目のサンプル）の ,  番目の要素に番目の要素に番目の要素に番目の要素に	 ( なる得なる得なる得なる得

点（スコア）を与える。点（スコア）を与える。点（スコア）を与える。点（スコア）を与える。

3.3.3.3. 「「「「番目のサンプル番目のサンプル番目のサンプル番目のサンプル」」」」の得点の得点の得点の得点 	（（（（行行行行の得点の合計）の得点の合計）の得点の合計）の得点の合計）は、次の関係で与えられる。は、次の関係で与えられる。は、次の関係で与えられる。は、次の関係で与えられる。

 =   (
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４．現象を予測する－数量化Ⅰ類

4.2 数量化Ⅰ類 ダミー変数への変換

1.1.1.1. ダミー変数ダミー変数ダミー変数ダミー変数：：：：2222値の「質的変数」の場合、その値を「値の「質的変数」の場合、その値を「値の「質的変数」の場合、その値を「値の「質的変数」の場合、その値を「0000」と「」と「」と「」と「1111」でコード化することが多い。この」でコード化することが多い。この」でコード化することが多い。この」でコード化することが多い。この

コード化された「質的変数」を「ダミー変数」と呼ぶ。コード化された「質的変数」を「ダミー変数」と呼ぶ。コード化された「質的変数」を「ダミー変数」と呼ぶ。コード化された「質的変数」を「ダミー変数」と呼ぶ。

2.2.2.2. 表の「表の「表の「表の「01010101」パターンの領域（“空色の領域”（行列）は、「選択されたカテゴリー（〇印）を」パターンの領域（“空色の領域”（行列）は、「選択されたカテゴリー（〇印）を」パターンの領域（“空色の領域”（行列）は、「選択されたカテゴリー（〇印）を」パターンの領域（“空色の領域”（行列）は、「選択されたカテゴリー（〇印）を1111」に」に」に」に、選、選、選、選

択択択択されなかったされなかったされなかったされなかったカテゴリー（〇印なし）カテゴリー（〇印なし）カテゴリー（〇印なし）カテゴリー（〇印なし）をををを0000」として」として」として」として得られる「得られる「得られる「得られる「行行行行列列列列（（（（ × ）」の行列で、次のダ）」の行列で、次のダ）」の行列で、次のダ）」の行列で、次のダ

ミー変数ミー変数ミー変数ミー変数	( でこの行列要素を表現でこの行列要素を表現でこの行列要素を表現でこの行列要素を表現できる。できる。できる。できる。

　　( = : 		番目のサンプルが		アイテムの		カテゴリーに該当したとき: 	該当しないとき　　　　　　　　　　　　					　　　　　　　　　　　　　　　
6
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  ⋅⋅⋅  1 2 ⋅⋅⋅  1 2 ⋅⋅⋅  ⋅⋅⋅ 1 2 ⋅⋅⋅ 1 〇 〇 〇 12 〇 〇 〇 23 1⋅⋅⋅ 〇 〇 〇 2

①①①①

②②②②

③③③③

５．現象を判断・予測する－数量化Ⅱ類

5.1 数量化Ⅱ類のデータ形式

「数量化「数量化「数量化「数量化ⅡⅡⅡⅡ類類類類」とは、「説明変数」とは、「説明変数」とは、「説明変数」とは、「説明変数」が」が」が」が数値では表現できない「質的変数」で、「目的変数」（外的数値では表現できない「質的変数」で、「目的変数」（外的数値では表現できない「質的変数」で、「目的変数」（外的数値では表現できない「質的変数」で、「目的変数」（外的基準）も基準）も基準）も基準）も

「質的変数」の「質的変数」の「質的変数」の「質的変数」のとき、「説明変数」を使って「目的変数とき、「説明変数」を使って「目的変数とき、「説明変数」を使って「目的変数とき、「説明変数」を使って「目的変数」を“判別”または“説明”する」を“判別”または“説明”する」を“判別”または“説明”する」を“判別”または“説明”するときに使う手法。ときに使う手法。ときに使う手法。ときに使う手法。（使（使（使（使

われる基本的な用語は、数量化われる基本的な用語は、数量化われる基本的な用語は、数量化われる基本的な用語は、数量化ⅠⅠⅠⅠ類の場合と同じ。類の場合と同じ。類の場合と同じ。類の場合と同じ。））））

1.1.1.1. アイテムアイテムアイテムアイテム：：：： 「質問」と同義「質問」と同義「質問」と同義「質問」と同義 （（（（ ⋅⋅⋅ からなるからなるからなるからなる個のアイテム）個のアイテム）個のアイテム）個のアイテム）①①①①

2.2.2.2. カテゴリーカテゴリーカテゴリーカテゴリー：：：： 質問に対する「回答選択肢」（選択肢の「質問に対する「回答選択肢」（選択肢の「質問に対する「回答選択肢」（選択肢の「質問に対する「回答選択肢」（選択肢の「1111つ」を必ず選択）つ」を必ず選択）つ」を必ず選択）つ」を必ず選択） （アイテム（アイテム（アイテム（アイテムのののの 個のカ個のカ個のカ個のカ

テゴリー）（〇印がテゴリー）（〇印がテゴリー）（〇印がテゴリー）（〇印が選択結果の例選択結果の例選択結果の例選択結果の例））））②②②②

3.3.3.3. サンプルサンプルサンプルサンプル：：：： 「標本」「標本」「標本」「標本」 （抽出された（抽出された（抽出された（抽出された個の標本）個の標本）個の標本）個の標本）③③③③

4.4.4.4. 外的基準外的基準外的基準外的基準：：：： 「分類」（サンプルが属する「グループ」）「分類」（サンプルが属する「グループ」）「分類」（サンプルが属する「グループ」）「分類」（サンプルが属する「グループ」） （例では、分類が（例では、分類が（例では、分類が（例では、分類がととととの“の“の“の“2222つ”の場合を扱っつ”の場合を扱っつ”の場合を扱っつ”の場合を扱っ

ている。分類ている。分類ている。分類ている。分類からのサンプル抽出を「からのサンプル抽出を「からのサンプル抽出を「からのサンプル抽出を「1111」、分類」、分類」、分類」、分類からのサンプル抽出を「からのサンプル抽出を「からのサンプル抽出を「からのサンプル抽出を「2222」と表記している」と表記している」と表記している」と表記している。。。。）））） ④④④④

④④④④

9

  ⋅⋅⋅  
得点得点得点得点

1
2

⋅⋅⋅⋅⋅⋅ 
1

2
⋅⋅⋅⋅⋅⋅ 

⋅⋅⋅⋅⋅⋅ 1
2

⋅⋅⋅⋅⋅⋅ 1  0 ⋅⋅⋅ 0 0 0 ⋅⋅⋅  ⋅⋅⋅ 0  ⋅⋅⋅ 0 932 0 0 ⋅⋅⋅   0 ⋅⋅⋅ 0 ⋅⋅⋅  0 ⋅⋅⋅ 0 1003 0 0 ⋅⋅⋅ 0 0 0 ⋅⋅⋅ 0 ⋅⋅⋅ 0 0 ⋅⋅⋅ 0 71⋅⋅⋅
⋅⋅⋅

⋅⋅⋅
⋅⋅⋅

⋅⋅⋅
⋅⋅⋅

⋅⋅⋅
⋅⋅⋅

⋅⋅⋅
⋅⋅⋅

⋅⋅⋅
⋅⋅⋅

⋅⋅⋅
⋅⋅⋅

⋅⋅⋅ 0  ⋅⋅⋅ 0 0  ⋅⋅⋅ 0 ⋅⋅⋅ 0 0 ⋅⋅⋅  75

４．現象を予測する－数量化Ⅰ類

4.4 数量化Ⅰ類 予測方程式を導く

1.1.1.1. 観測観測観測観測したしたしたした行行行行の（の（の（の（ 「「「「番目のサンプル」番目のサンプル」番目のサンプル」番目のサンプル」 の）合計の）合計の）合計の）合計得点を得点を得点を得点を	 ととととして、して、して、して、  −   →  というというというという

考え方で考え方で考え方で考え方で   = ,⋅⋅⋅, ;  = ,⋅⋅⋅,  を決定する。（「回帰分析」と同じ考え方。）を決定する。（「回帰分析」と同じ考え方。）を決定する。（「回帰分析」と同じ考え方。）を決定する。（「回帰分析」と同じ考え方。）

2.2.2.2. このようにして得られた関係はこのようにして得られた関係はこのようにして得られた関係はこのようにして得られた関係は、「、「、「、「  ⋅⋅⋅ からなるからなるからなるからなる個の個の個の個のアイテム、各アイテムアイテム、各アイテムアイテム、各アイテムアイテム、各アイテムのののの 個の個の個の個の
カテゴリーという新なカテゴリーという新なカテゴリーという新なカテゴリーという新な調査」に調査」に調査」に調査」に対して、対して、対して、対して、  =   (





の関係で「得点予測」を行うことの関係で「得点予測」を行うことの関係で「得点予測」を行うことの関係で「得点予測」を行うこと

を可能にするを可能にするを可能にするを可能にする。（。（。（。（ 	(はははは(と同様のと同様のと同様のと同様の定義定義定義定義 ））））

8
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５．現象を判断・予測する－数量化Ⅱ類

5.3 「相関比」が最大になるように に数値を与えること
1.1.1.1. 「相関比」については、＜補題＞を参照。「相関比」については、＜補題＞を参照。「相関比」については、＜補題＞を参照。「相関比」については、＜補題＞を参照。

2.2.2.2. 今、今、今、今、2222つのつのつのつの集団集団集団集団ととととを最も分離するようを最も分離するようを最も分離するようを最も分離するように、カテゴリーの得点（スコア）に、カテゴリーの得点（スコア）に、カテゴリーの得点（スコア）に、カテゴリーの得点（スコア） を与えること、を与えること、を与えること、を与えること、. .集集集集
団内のバラツキ（内分散）を小さく、集団間のバラツキ（外分散）を大きくするようにカテゴリーの団内のバラツキ（内分散）を小さく、集団間のバラツキ（外分散）を大きくするようにカテゴリーの団内のバラツキ（内分散）を小さく、集団間のバラツキ（外分散）を大きくするようにカテゴリーの団内のバラツキ（内分散）を小さく、集団間のバラツキ（外分散）を大きくするようにカテゴリーの

得点（スコア）得点（スコア）得点（スコア）得点（スコア） をををを与えれば、与えれば、与えれば、与えれば、 2222つのつのつのつの集団集団集団集団ととととを分離することができる。を分離することができる。を分離することができる。を分離することができる。

3.3.3.3. 分離の最大化は、分散比分離の最大化は、分散比分離の最大化は、分散比分離の最大化は、分散比  →  で実現できる。で実現できる。で実現できる。で実現できる。 このこのこのこの関係を関係を関係を関係を満たす満たす満たす満たす は、次の方程式は、次の方程式は、次の方程式は、次の方程式

を解くことで求められる。を解くことで求められる。を解くことで求められる。を解くことで求められる。 
 = 　  = ,⋅⋅⋅, ;  = ,⋅⋅⋅, 

4.4.4.4. 新な「調査対象」に対し新な「調査対象」に対し新な「調査対象」に対し新な「調査対象」に対し  =    
=


=

でででで「得点予測」「得点予測」「得点予測」「得点予測」を行えば、「調査対象」を行えば、「調査対象」を行えば、「調査対象」を行えば、「調査対象」

がががが, どちらの集団に属するか判別ができることになる。どちらの集団に属するか判別ができることになる。どちらの集団に属するか判別ができることになる。どちらの集団に属するか判別ができることになる。（（（（ 	(はははは(と同様と同様と同様と同様の定義の定義の定義の定義 ））））
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５．現象を判断・予測する－数量化Ⅱ類

5.2 「ダミー変数への変換」から「番目のサンプル」に得点を与えるまで

「ダミー変数への変換」から「ダミー変数への変換」から「ダミー変数への変換」から「ダミー変数への変換」から「「「「番目のサンプル」に得点を与える番目のサンプル」に得点を与える番目のサンプル」に得点を与える番目のサンプル」に得点を与えるまでのプロセスは、「数量化までのプロセスは、「数量化までのプロセスは、「数量化までのプロセスは、「数量化ⅠⅠⅠⅠ類」の類」の類」の類」の

場合と全く同じである。場合と全く同じである。場合と全く同じである。場合と全く同じである。 . .
1.1.1.1. 行列の各行列の各行列の各行列の各行（行（行（行（番目のサンプル）の番目のサンプル）の番目のサンプル）の番目のサンプル）の ,  番目の要素に番目の要素に番目の要素に番目の要素に	 ( なる得点（スコア）を与える。なる得点（スコア）を与える。なる得点（スコア）を与える。なる得点（スコア）を与える。

2.2.2.2. 「「「「番目のサンプル」の得点番目のサンプル」の得点番目のサンプル」の得点番目のサンプル」の得点 	（（（（行の得点の合計）は、次の関係で与えられる。行の得点の合計）は、次の関係で与えられる。行の得点の合計）は、次の関係で与えられる。行の得点の合計）は、次の関係で与えられる。

 =   (
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６．現象を分析する－数量化Ⅲ類

6.1 数量化Ⅲ類のデータ形式

1.1.1.1. 「数量化「数量化「数量化「数量化ⅢⅢⅢⅢ類」は、数値では表現できない「質的データ」を要約するための手法。類」は、数値では表現できない「質的データ」を要約するための手法。類」は、数値では表現できない「質的データ」を要約するための手法。類」は、数値では表現できない「質的データ」を要約するための手法。

2. 「「「「というもの」の、というもの」の、というもの」の、というもの」の、個のアイテム・カテゴリーへの「反応パターン」としてデータが与えられている個のアイテム・カテゴリーへの「反応パターン」としてデータが与えられている個のアイテム・カテゴリーへの「反応パターン」としてデータが与えられている個のアイテム・カテゴリーへの「反応パターン」としてデータが与えられている

とする。（反応したアイテム・カテゴリーには「〇印」が付してある。）とする。（反応したアイテム・カテゴリーには「〇印」が付してある。）とする。（反応したアイテム・カテゴリーには「〇印」が付してある。）とする。（反応したアイテム・カテゴリーには「〇印」が付してある。）

3.3.3.3. 今、「今、「今、「今、「という人」にはという人」にはという人」にはという人」には  という数値を与え、という数値を与え、という数値を与え、という数値を与え、「「「「 番目のアイテム・カテゴリー番目のアイテム・カテゴリー番目のアイテム・カテゴリー番目のアイテム・カテゴリー(((( という特性という特性という特性という特性))))」には」には」には」には という数値を与えて、特性で同じような反応パターンを示す人同士は近い値という数値を与えて、特性で同じような反応パターンを示す人同士は近い値という数値を与えて、特性で同じような反応パターンを示す人同士は近い値という数値を与えて、特性で同じような反応パターンを示す人同士は近い値  を、より離を、より離を、より離を、より離

れた反応パターンを示す人同士は離れたれた反応パターンを示す人同士は離れたれた反応パターンを示す人同士は離れたれた反応パターンを示す人同士は離れた値値値値  を取ると同時に、同じような人から選ばれる特を取ると同時に、同じような人から選ばれる特を取ると同時に、同じような人から選ばれる特を取ると同時に、同じような人から選ばれる特

性どうしは近い値性どうしは近い値性どうしは近い値性どうしは近い値  を、より離れた人から選ばれる特性どうしは離れたを、より離れた人から選ばれる特性どうしは離れたを、より離れた人から選ばれる特性どうしは離れたを、より離れた人から選ばれる特性どうしは離れた値値値値  を取るように、を取るように、を取るように、を取るように、,  を解くというモデル。を解くというモデル。を解くというモデル。を解くというモデル。

4.4.4.4. このことはこのことはこのことはこのことは  とととと の相関係数の相関係数の相関係数の相関係数  が最大になるよう「人」と「特性」に数値を与えることに等しい。が最大になるよう「人」と「特性」に数値を与えることに等しい。が最大になるよう「人」と「特性」に数値を与えることに等しい。が最大になるよう「人」と「特性」に数値を与えることに等しい。

カテゴリーカテゴリーカテゴリーカテゴリー

サンプルサンプルサンプルサンプル

1 1 2 2 3 3 ⋅⋅⋅  
1 1 〇 〇

2 2 〇 〇

3 3⋅⋅⋅  〇 〇 〇
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５．現象を判断・予測する－数量化Ⅱ類

5.4 ＜補題＞「相関比」が最大になるように に数値を与えること
個の異なる集団の組を考え、個の異なる集団の組を考え、個の異なる集団の組を考え、個の異なる集団の組を考え、番目の集団から番目の集団から番目の集団から番目の集団から  個個個個の標本を抽出、その標本平均と標本分散の標本を抽出、その標本平均と標本分散の標本を抽出、その標本平均と標本分散の標本を抽出、その標本平均と標本分散

の組をの組をの組をの組を ,  とする。とする。とする。とする。  = ,⋅⋅⋅,  +⋅⋅⋅ + =  及び及び及び及び  =  とし、とし、とし、とし、個の全抽出標本に対し、その標本平均と標本分散を個の全抽出標本に対し、その標本平均と標本分散を個の全抽出標本に対し、その標本平均と標本分散を個の全抽出標本に対し、その標本平均と標本分散を, 
とする。このとき、次の関係が成立する。とする。このとき、次の関係が成立する。とする。このとき、次の関係が成立する。とする。このとき、次の関係が成立する。

 =  

=

 =  
= +    −  

=
ここで、次の関係を定義する。ここで、次の関係を定義する。ここで、次の関係を定義する。ここで、次の関係を定義する。

 =  
= ：：：： 各各各各集団の内部の標本分散の和という意味で「内分散集団の内部の標本分散の和という意味で「内分散集団の内部の標本分散の和という意味で「内分散集団の内部の標本分散の和という意味で「内分散」」」」

 =    −  
=

：：：： 集団の間の分散を表しているという意味で「外分散」集団の間の分散を表しているという意味で「外分散」集団の間の分散を表しているという意味で「外分散」集団の間の分散を表しているという意味で「外分散」

 =  +  の関係が成立している。の関係が成立している。の関係が成立している。の関係が成立している。 このとき、次の関係で定義されるこのとき、次の関係で定義されるこのとき、次の関係で定義されるこのとき、次の関係で定義される 
を「相関比」という。を「相関比」という。を「相関比」という。を「相関比」という。

 =  =  − 
定義から、各集団の「内分散」が小さい程（定義から、各集団の「内分散」が小さい程（定義から、各集団の「内分散」が小さい程（定義から、各集団の「内分散」が小さい程（2

がががが1111に近い程）、各集団の分布は互いに離れている。に近い程）、各集団の分布は互いに離れている。に近い程）、各集団の分布は互いに離れている。に近い程）、各集団の分布は互いに離れている。
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６．現象を分析する－数量化Ⅲ類

6.2 数量化Ⅲ類によるサンプルとカテゴリーの並び替え（例示）
カテゴリーカテゴリーカテゴリーカテゴリー

サンプルサンプルサンプルサンプル

1 2 3 ⋅⋅⋅ 
1 〇 〇2 〇 〇3⋅⋅⋅ 〇 〇 〇

カテゴリーカテゴリーカテゴリーカテゴリー

サンプルサンプルサンプルサンプル

1′ 2′ 3′ ⋅⋅⋅ ′
1′

〇 〇

2′
〇 〇

3′
〇 〇 〇⋅⋅⋅ 〇 〇

′
〇

並び並び並び並び替え替え替え替え
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プロジェクト管理の要諦 

①  コスト 
 最優先 
 直材/人工/試験 

 
②  スケジュール 
 コストアップの最大要因 
 コストでリカバー 

 
③  パフォーマンス 
 大事だけれど調整の対象 

アベノミクスの「三本の矢」と似て
いるが 

JAXA×早稲田 
プロフェッショナルズ・ワークショップ２０１３ 

 
ビッグデータを活用した斬新な企画を 
提案し宇宙開発利用に役立てよう！ 

 
-プロジェクト管理篇Ⅱ- 

2013.8.6 
宇宙航空研究開発機構 

柳川 孝二 

JW-KO-資料2 
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V字型開発プロセス 

6 

システム 
設計 

サブシステム 
設計 

コンポーネント 
設計 

ハードウエア 
設計・製作 

ソフトウエア 
要求分析 

ソフトウエア 
基本設計 

ソフトウエア 
詳細設計 

製作 
/単体テスト 

ソフトウエア 
統合試験 

組合せ試験 
（コンポ単体） 

サブシステム 
総合試験 

システム 
総合試験 

地上ｼｽﾃﾑ 
統合試験 

システムPDR 
▲ 

ソフトウエア要求審査 
▲ 

ソフトウエア 
基本設計審査▲ 

テスト後審査 
▲ 

ソフトウエア 
詳細設計審査▲ 

ミッション 
要求 

運用 
コンセプト 

ロジック設計 

システム・ハードウエア 
開発フロー 

ソフトウエア開発フロー 

ソフトウエアエンジニアリングプロセス 

システムエンジニアリングプロセス 

ハードウェアとソフトウエアの開発フェーズと審査 

ソフトウエア開発 

ソフトウエア 
要求定義 

ソフトウエア 
基本設計 

ソフトウエア 
詳細設計 

製造 統合 
試験 

ソフトウエア 
要求審査 
SSR 

ソフトウエア 
基本設計審査 
SPDR 

ソフトウエア 
詳細設計審査 
SCDR 

ソフトウエア 
試験後審査 
STR 

ﾌﾟﾘﾌｪｰｽﾞA ﾌｪｰｽﾞA ﾌｪｰｽﾞB ﾌｪｰｽﾞC ﾌｪｰｽﾞD ﾌｪｰｽﾞE ﾌｪｰｽﾞE ﾌｪｰｽﾞF 

概念検討 概念設計 計画決定 基本設計 詳細設計 製作・試験 射場 
整備 

初期 
運用 

定常運用 後期利用 
（廃棄を含む） 

 

プロジェクト準備
審査 

プロジェクト移行 
審査 打ち上げ 

ミッション定義 
審査 
（MDR) 

ｼｽﾃﾑ要求 
審査 
（SRR) 

ｼｽﾃﾑ定義 
審査 
（SDR) 

基本設計 
審査 
（PDR) 

詳細設計 
審査 
(CDR) 

開発完了 
審査 

打上げ準備完了 
審査 
（LPR) 

定常運用移行 
審査 

定常運用終了 
審査 
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情報収集  分析 

 
国民(シンパ、アンチ）の意識  
何を期待しているのか、 
何にか 

国民の意識構築に影響をも
つメディアの論調は？ 
JAXAの発信の一貫性はある

のか？ッセージは伝わってい
JAXAの事業の意義や必要性
の位置づけ？ 

オーダーメード型
情報発信の探索 

JAXA窓口、ホームページへ
日々寄せられる国民の声 

JAXAをめぐるメディアの論調 

モニター制度で得たコメント 

国民の意識調査 

タウンミーティング参加者から
のコメント 

JAXA活動に関心を持つ方の
コメント 
参加後に何を感じているの
か 
メッセージは伝わっているか 

課題１ 日本の宇宙活動をめぐる国民意識調査 

• 国民の意識 
• メディアの論調 国民/メディア 

• 政策決定者の見解 宇宙政策立案 

• 海外宇宙機関 
• 海外メディア 海外の動向 

JAXAのステークホルダは！ 

三つの課題に設定！ 

This document is provided by JAXA.



33JAXA × WASEDA プロフェッショナルズ・ワークショップ 2013 ビッグデータを活用した
斬新な企画を提案し、宇宙開発に役立てよう！ 成果報告書

経団連は何を言っているか！ 

出典： 
日本経済新聞 
電子版 

南日本新聞は何を言っているか！ 

出典： 
南日本新聞 
インターネット版 
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課題２ 宇宙政策立案に係る動向調査 

情 報 源 

プロジェクト寄付者からのコメント 

政策決定に関与する者の見解 
（ホームページ、ツイッター） 

情 報 分 析 

 身銭を切る篤志家の見解を収集・分析 
 
何についての支援なのか、何を期待して
いるのか、何に意味や意義を見いだして
いるのか 

JAXAの活動に関心をもち政策決定に関
与した方々の見解を収集･分析 
 

新規事業計画及び、 
広報活動の展開に 
向けた情報の提供 

特に段階的広報活動
（Outreach）の展開と、
広報効果評価に展開 

12 

国会議事録、内閣府宇宙政策委員会＊１ 

＊１）http://www8.cao.go.jp/space/index.html 

分析結果 
（既存） 

JAXAでは定期的に国民意識調査を実施しており、調査
結果をレポートとしてまとめている。 
また、窓口に寄せられる声の集積もおこなっている。 

既存 

質問票 
調査 

窓口に寄
せられた
意見など 

分析し切れていないデータはあるか？ 

分析し切れていないデータの分析･活
用方法にはどのようなものがあるか？ 

既存データを活かすために、必要な
(追加)データにはどのようなものがあ
るか？ 

新しい 
調査項目 
(新指標) 

新指標に必要な(追加)データをどう効
率的に回収･分析するか 

検討の方向性と可能性 
（日本の宇宙活動をめぐる国民意識調査） 

新規 
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宇宙政策委員会 開催状況 

出典： 
内閣府 
ホームページ 

内閣府/宇宙政策委員会は何を言っているか！ 

出典： 
内閣府 
ホームページ 
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質問票 
調査 

窓口に寄
せられた意
見など 

JAXA調査情報
Database 

Media 
(Internet) 

SNS 
(Internet) 

いわゆるオフィシャルな
データ収集 

オンライン上にある雑多なデータを
効率的に収集･利用する 

ツイッターからどのように情報を集積するか 
 
※ 有用な情報を集積する活用方法 
※ よびかけ、ハッシュダグを用いた特定情報の
回収･集積 
※ 特定の事件や出来事をめぐる発信数の変化
を調査する…など 
 
活用の可能性とその実現に向けた方法の検討、
および実験 

国会議事録などからの情報集積 
 
※ 有用な情報ソースとしてどのようなものがあ
るか 
※ そうした有用な情報ソースからどのように情
報を回収するのか 
※ どういった情報が回収できるのか 
 
活用の可能性とその実現に向けた方法の検討、
および実験 

既存 新規 

検討の方向性と可能性 
（宇宙政策立案に係る動向調査） 

出典： 
内閣府 
ホームページ 
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NASAは何を言っているか！ 

出典： 
産経ニュース 
インターネット版 

情 報 源 

海外宇宙機関 
（ホームページ、ツイッター） 

情 報 分 析 

 海外宇宙活動情報を集積し、統計処理
を施し、世界レベルや国毎の動向解析を
行う 

JAXAの活動に関する、海外宇宙機関や
海外メディアの理解度を把握する 
 
JJAXA活動の客観的評価の一助とする 

新規事業計画及び、 
広報活動の展開に 
向けた情報の提供 

特に段階的広報活動
（Outreach）の展開と、
広報効果評価に展開 

17 

海外メディア 

課題３ 世界の宇宙開発利用の動向 
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PLAN 
• 情報ソース 
• 収集方法 
• 解析方法 

DO 
• 情報収集 

CHECK 
• 解析 
• 効果測定 

ACT 
• 情報ソース修正 
• 解析手法改良 

 
 

PDCA サイクルを廻す 

JAXA調査情報 

国外の報道やPR
情報 

必要情報を
レポート化 

データベース化された情報に対して、知見、経験、
ノウハウをベースに人的に、付加価値を付けた
調査・分析作業を行い、レポート化して提供。 

海外のニュース･ソースから、知見、経験、ノウハ
ウをベースに人的に、ニュースバリューが高い情
報を探索・抽出。 

現状 

その他情報 

スクリーニング 

調査・分析 

必要情報を
レポート化 

必要情報を
レポート化 

• いずれも、定性的に人に蓄積された知見、経
験、ノウハウに基づき作業が行われているた
め、客観的な指標による評価が難しい。 

• 場合によっては、間違った判断や好ましくない
偏りが生じていても修正が難しい 

調査国際部における情報収集フローと課題 

19 
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スケジュール 

宇宙政策立案G 

To  be ‘a Sexiest Data Scientist’ 

プロジェクト管理 
• 顧客との対話 
• 市場調査 
• 課題設定 

解析力 
• モデル化 
• 統計解析 

IT スキル 
• データ収集 
• 解析ソフトの操作 

www.slideshare.net/takashijozaki1/21-21583073  

This document is provided by JAXA.
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依頼 

 モットー 
 全てを楽しむ！ 
 自分の言葉で理解する！ 
 成功体験を！ 
 熱い夏を！ 

 
 参考文献 
  「統計学が最強の学問である」 

         （西内啓 ダイヤモンド社) 
  「史上最強 図解 これならわかる統計学」 

           （涌井貞美 ナツメ社） 
 

 「SPSSによるテキストマイニング入門 
（内田治 オーム社） 

 「BIG DATA ビッグデータの正体」 
（V.M.ショーンベルガー 講談社） 

コスト 

 直材費 
 既存のインフラ利用 
 文献：各自負担 

 人工費 
 早稲田学生：自己研鑽 
 早稲田職員：定常業務 
 JAXA職員：定常業務 

 試験費 
 定常業務の範囲 

 
プロジェクト資金は無く、学生と関係者の
熱意で賄う 

This document is provided by JAXA.
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お題 

• 世の中はビッグデータ！ 

• なぜビッグデータが熱いのか！？ 

• ビッグデータビジネスが抱える課題 

2 

ビッグデータ活用に 
関するトレンド 

平成２５年８月６日 
宇宙航空研究開発機構（ＪＡＸＡ） 

JAXA × WASEDA
プロフェッショナルズ・ワークショップ2013

JW-KO-資料3 

1 
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ビッグデータって何？ 

事業に役立つ知見を導出するためのデータ 

ビッグデータビジネスって何？ 
ビッグデータを用いて社会・経済の
問題解決や、業務の付加価値向上を
行う、あるいは支援する事業 

4 

3 

This document is provided by JAXA.
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資料：「Yahoo!検索」データ、参院選結果データ 

6 

（出典）情報通信審議会ICT基本戦略ボード「ビッグデータの活用に関するアドホックグループ」資料 5 
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将来、国内では 
データサイエンティストが 

約25万人不足する 

8 

（出典：ガートナー） 7 
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9
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３．事前講義 

（2013年 8月 9日） 
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• 宇宙基本法制定（2008.8.27施行） 
• 宇宙基本計画（2009.6.2宇宙開発戦略本部
決定） 

• 事業仕分け（2009.11、2010.4、2010.11）、
提言型政策仕分け（2011.11） 

• 独立行政法人の制度及び組織の見直しの基
本方針（2012.1.20閣議決定） 

• 内閣府設置法等の一部を改正する法律 
          （2012.6.20成立、同7.12施行） 

 
2 

ＪＡＸＡを取り巻く最近の動向 

1 

JAXAを取り巻く関係者（ステークホルダー）  
◎国民 

◎政策決定者（国会、内閣（特に主務省）） 

◎事業推進上の関係者 

 －関係企業（例：機器開発産業、利用産業等） 

  ＊：宇宙機器産業の従事者は7,377名（平成23年度）*日本航空宇宙工業会調べ 

 －共同研究者（例：大学、関連の研究所等）、学生 

 －利用者（例：気象庁・環境省などの中央官庁、NTT･NHKなど 
   の関係機関、風洞試験設備や観測データの利用者） 

 －その他の利害関係者 

◎マスメディア 

◎国際パートナー （協調と競争） 
  ：国際宇宙ステーション計画はレーガン元米国大統領がサミットで提唱 

JAXA総務部 
2013.8.9 
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4 

宇宙開発利用の戦略的な推進体制 

内閣府HPより 

宇宙基本法（骨子） 

3 

（宇宙開発戦略本部HPより） 
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5 

独立行政法人 
宇宙航空研究開発機構（ＪＡＸＡ） 

気象庁 

（独）情報通信研究機構（NICT) 

科学技術・学術審議会 

内 

閣 

総合科学技術会議（ＣＳＴＰ） 

内
閣
官
房 

宇宙開発戦略本部 

（独）新エネルギー・産業技術総合開発機構（NEDO) 

（宇宙基本計画） 

（科学技術基本計画） 

（航空科学技術に関する 
研究開発の推進方策） 

（中期目標） 
（中期計画） 

（独）国立環境研究所 

内
閣
府 

総    務    省 

経済産業省 

国土交通省 

環    境    省 

農林水産省 

外    務    省 

文部科学省 

警察庁 

防    衛    省 

宇宙政策委員会 （宇宙基本計画 
見直しに係る検討） 

行政機関内でのJAXAの位置付け 
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ＪＡＸＡの情報発信ツール 

2 

「日本の宇宙活動に関する国民
の意識」解析に期待する点 

 
ＪＡＸＡ広報部 

2013.08.09 
1 
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２．これまでの調査概要 
  
① 国民の意識調査（調査会社に委託：宇宙に対する興味有無に関係無く調査）⇒ 
 
   調査項目：ＪＡＸＡの認知度、宇宙に関する関心・態度、ＪＡＸＡの活動に対する認 
   知度、ＪＡＸＡの広報活動への要望、ＪＡＸＡの活動・宇宙活動への評価 
  
 
② モニター調査（全て広報部で実施。Ｗｅｂを利用した調査。応募者は、 
   ＪＡＸＡ応援者が中心） 
   調査項目： 
      
 
③ メールや電話による国民の声の収集 
   不特定多数の方々から、さまざまな意見を頂ける貴重な窓口 
 
 

4 

 
１．これまでＪＡＸＡが実施している調査手段 
 
    ① 国民の意識調査 
    ② モニター調査 
    ③ メールや電話による国民の声の収集 
 
       
 
        
 
    ④ タウンミーティング後のアンケート調査（公開情報） 
 
       
 
        
        
        
 

3 
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４．期待する点 
 
□ 課題を解決すべく、 
     新たな客観的かつ定量的評価手法を検討し、 
   ＪＡＸＡが（世の中で）どう見られているのか？ 
   何を期待されているのか？ 
   等について、 
    
   新聞記事ＤＢ、メディア、ＳＮＳ、２チャンネル・・・・など、  
   世の中に出回っている情報（ＩＴ）を活用し、情報発信および 
   情報収集を行い、提言してほしい。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

6 

 
３．課題 
 
□ より多くの世論の声を反映したいが・・・・・ 
   より多くの世論の声（意見）を収集・把握・分析したいが、現状の｢国民の意識調査｣ 
     や｢モニター調査｣では限界がある。（アンケート、聞き取り・・・・） 
 
□ 果たして、質問内容が的確に伝わっているのか？  
   現状、定形的な設問と選択式回答が中心（自由記述欄も若干あるが・・・・）。 
   果たして、こちらの質問の意図・内容が的確（正確）に伝っているのか？     
    
   例） 前回の｢国民の意識調査｣で、「今後の宇宙開発についてどう思うか？」という 
        選択式設問で、「縮小すべき」より 「現状維持」が多かった。 
      しかし、 「現状維持」を選択した理由に 「よく分からず判断できないから、取り 
      合えず現状維持を選択」した人が多数いたのでは？  
 
□ 調査・分析結果は正確？ 
   収集した情報の調査・分析方法を変えることにより、実は全く違う結果や＋αの 
   調査結果が得られるのでは？ 
 
 
 
 
 
 
 
 

5 
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http://fanfun.jaxa.jp/countdown/epsilon/epsilon_live.html 

イプシロンロケット、8月27日（火）13時45分～14時30分（日本標準時）打上げ予定 

7 
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2

調査国際部の体制 

調査国際部長 

調査分析課長 

ワシントン 

パリ 

バンコク 

ヒューストン 

モスクワ 

駐在員事務所 

NASA、ESAを始めとする欧米主要国・機関、加等 欧米  ： 

東南アジア、韓、印、中、新興国(中近東、アフリカ、南米) アジア： 

部内管理、駐在員事務所運営、その他 一般  ： 

国際協力の推進 

内外動向調査、情報ポータル運用 調査  ： 

情報収集・調査分析 

国際課長 

調査国際部の業務と 
言語解析に期待する点 

調査国際部 調査分析課 
2013.8.9
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産業振興 外 交 安全保障 

宇宙航空及びそれに 
関連した科学技術 

情報収集・分析の範囲・対象の拡大 

4

©GWU ©ESPI

調査国際部（調査分析課）のあるべき姿
（ステークホルダと果たすべき役割） 

海外研究機関との連携 

内閣府等 

Webやメーリングリスト等 

国内有識者とのネットワーク化 

海外コンサルの確保 

アニュアルレポート等の定期的な発行 

1. 情報収集分析の支援 

3.情報発信機能の強化 

4. JAXA内の情報収集分析機能の強化 

2.
外
部
機
関
と
の
連
携 

3
情報の収集・分析力が全て業務の根幹を支えている 
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JAXA調査情報 

国外の報道やPR
情報 

必要情報を
レポート化 

データベース化された情報に対して、知見、経験
、ノウハウをベースに人的に、付加価値を付けた
調査・分析作業を行い、レポート化して提供。 

海外のニュース･ソースから、知見、経験、ノウハ
ウをベースに人的に、ニュースバリューが高い情
報を探索・抽出。 

現状 

その他情報 

スクリーニング 

調査・分析 

必要情報を
レポート化 

必要情報を
レポート化 

• いずれも、定性的に人に蓄積された知見、経
験、ノウハウに基づき作業が行われているた
め、客観的な指標による評価が難しい。 

• 場合によっては、間違った判断や好ましくない
偏りが生じていても修正が難しい 

調査国際部における情報収集フローと課題

6

 他国の宇宙開発に関する関心事項、動向の傾向の正しい理解 

他国動向の情報収集における重要な観点

（国際競争の観点） 
 他国に関する正確なベンチマークを通じて、JAXAとして国際的に競争力を高めていける 
 戦略的な施策の立案をサポート 

 （国際協力の観点） 
  他国の関心分野や活動動向を把握することで、高い相乗効果や効率的な補完関係が期 
  待できる戦略的な連携に向けた活動をサポート 

5

This document is provided by JAXA.



60 宇宙航空研究開発機構特別資料  JAXA-SP-13-019

今回の言語解析に期待する点

 
 各国別に関して、他国が何を目的に宇宙開発利用を行っており、どういった政策や技術開発に

優先度を置いているのか、といった全体的な傾向と直近のホットトピックから抽出される傾向な
どについて、広く第三者の目で客観的、定量的に明らかにしてほしい。  
 

 各国が、日本（JAXA）をどのように見ているのか、また日本に対して何を期待しているのかといっ
た情報に関して、広く第三者の目で客観的、定量的に明らかにしてほしい。  
 
 

 世界全体、各国別の各レベルで、政治的、経済的な要因から来るトレンドの変化に（重要な転換
点）ついて指摘をしてほしい。  
 
 

 国際競争、国際協力の観点で見た時に、例えばあるトピックを設定して見た時に、一般的に言
われていることとは別の傾向・特徴があれば指摘してもらいたい。   
（例えば、A分野ではB国とC国との特徴的な協力関係が明らかになった、D国とE国はF分野で
は他分野ほど連携が行われていない、など） 

 

8

課題（詳細）

多くの情報が溢れる中であらゆる国々の全ての一次情報 を把握し分析を行うことは困難。
実務としては、過去の経験、知見、ノウハウを活用して人的に適宜スクリーニングをかけな
がら情報の収集を行い、その情報をもとに多岐に渡る分析を行い業務に活用しているが、
初期のスクリーニング作業について、その正しさを証明できる客観的な物差しが無い状況。  

実務では定性的な作業が多くなるため、他国の関心事項や動向などの傾向について、どこ
かに転換点があったとしても、なかなか即座には気づき辛い。近年、国際情勢の変化はス
ピードを増しており、他国のベンチマークや他国との協力の検討には、それら転換点などを
迅速に、かつ的確に捉えることが重要となっている。 

国際協力は、双方向の関心が一致してこそ成り立つもの。 JAXAとして関心がある相手先
や分野についての情報収集は日々行われるが、他国がJAXAをどのように見ているのか、
またJAXAに期待していること（ニーズ）に ついて定常的に情報を把握できるツールは現状
無く、場合によっては他国から協力提案があった時に、その内容や真意の分析等に時間が
かかったり、新たな市場にチャンスがある場合に対応が遅れるケースがある。 

7
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解析手順等マニュアル 

 

 

２０１３年８月９日 

百合田 真樹人 

（島根大学教育学部准教授／JAXA 情報システム部客員） 
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本日の内容 

• 自己紹介 
• 調査の考え方 

– 仮説検証型vs.仮説生成型 

• 自由記述データを基にした、多変量解
析の手法紹介 
– コレスポンデンス分析 
– クラスター分析 
– クロス集計表のセル間の差を検討する 
– ダミー変数を独立変数とする重回帰分析 

• データ解析の意義 
 

 

 
 

自由記述データに基づく 
カテゴリカルデータの分析 

早稲田大学人間科学学術院 
尾関美喜 

2013/08/09 JAXA×WASEDA プロフェッショナルズ・ワークショップ2013
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調査の考え方（１） 

• 調査研究 
– 仮説検証型 

• 自分たちの予測（仮説）が正しいかを確かめるために
調査を実施 

– 仮説生成型 
• 特に仮説はないが、まず実態を確かめるために調査
を実施 

• 探索的な調査研究、仮説を生み出すための調査 
 

自己紹介 

• 尾関美喜（早稲田大学人間科学学術院 助教） 
• 1981年6月 愛知県名古屋市生まれ 
• 2009年3月 名古屋大学大学院教育発達科学研究科博士後期
課程修了（博士（心理学）） 

• 2011年4月より現職 

 
• 主な担当科目 

– 社会文化心理学特論（大学院人間科学研究科）、アンケート
調査法、データリテラシーⅠ・Ⅱ等（以上、人間科学部）、心
理学概論2（文学部・文化構想学部共通） 

• 専門領域：社会心理学、産業・組織心理学 
– 研究テーマ：集団 
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調査の考え方（３） 

• 仮説生成型調査研究の流れ（１） 

調査の考え方（２） 

• 仮説生成型調査研究 
– まずは実態を把握 

• インタビュー、自由記述による質問紙調査など 

– 得られたデータを様々な切り口から整理 
– そこから導き出される仮説・結論 
– 仮説検証型研究へ どこから整理しようかなぁ・・・ 
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調査の考え方（５） 

• 仮説生成型調査データの分析 
– ライフヒストリー分析 
– 会話分析 
– 内容分析 
– 数量的分析 

• テキストマイニング 
– 単語を抽出 
– 単語の出現の有無を１または０に変換 
– 数量化によって、種々の統計分析手法が適用可能 

調査の考え方（４） 

• 仮説生成型調査研究の流れ（２） 
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調査の考え方（７） 

• 仮説生成型研究のデータ分析は探索的？ 
– 視点、切り口を自分で決める 

• ある程度の見通しが必要 

 
– 数量化して統計的手法を用いるとき 
– ＝ある程度の仮説性を伴う 

• 多くの分析手法の背景にある考え方 
– 帰無仮説を棄却し、対立仮説を採用（補足資料参照） 

 
 

 
 

 
 

探索的な分析から検証的な分析へ 
＝ 

仮説生成型研究から仮説検証型研究的発想へ 

調査の考え方（６） 

• 種々の統計的手法を用いる理由 
– 研究者の主観からの脱却 

• 議論の説得力、客観性を担保 
• 研究者が想定していなかった概念間の関連 

 

• 注意点 
– 仮説・測定・分析手法・結果の解釈（記述）の一貫
性 

– 個々の統計的手法に対する理解が不可欠 
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調査の考え方（９） 

• 仮説検証型調査研究の流れ（２） 

調査の考え方（８） 

• 仮説検証型調査研究の流れ（１） 
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コレスポンデンス分析（１） 

• コレスポンデンス分析 
– ２値型データ、２値データのクロス集計表に適用 
– 数量化Ⅲ類、対応分析と、数理的にはほぼ同じ 
– 単語の布置図と回答者の布置図が作成される 

• 類似性の高いもの同士が近く、類似性の低いもの同
士が遠くになるように、軸（次元）を設定 

– ＝単語や回答者のグルーピング 
 

調査の考え方（10） 

• 仮説、測定、分析手法の関係 
 

 
 
 

観測変数間の関係
研究仮説としての
概念間の関係

概念A 
（宇宙への関心） 

観測変数X 
（項目、尺度） 

概念B 
（肯定的コメント） 

観測変数Y 
（項目、尺度） 

予測 予測

文章で書いた仮説を適切に表現できる、測定・分析手法が何かを考えておくこと！ 
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コレスポンデンス分析（３） 

• 以下の項目について、項目間の関係の距離
を評価 
– おしゃれ、人工的・無機質、明るい、自然、個性的、
すっきり、開放的、集中できる、落ち着かない 

コレスポンデンス分析（２） 

• オフィスの印象評価についての自由記述調
査データ(伊丹・小島, 2013)の一部より 
– オフィスの写真を見て、印象を自由記述 
– 単語の出現の有無を、Excelに1と0で入力 
– ID：回答者ID 
– N=20 
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コレスポンデンス分析（５） 

• SPSS上で、「ファイル」

「新規作成」「シンタック
ス」と進んでクリック 
 

• ※シンタックス 
– SPSSで、プログラム文を
書いて分析させる機能 

コレスポンデンス分析（４） 

• もとのExcelデータから、SPSSに、コレスポンデンス分析用
データファイルを新たに作成 

• SPSSで、「ファイル」「開く」「データ」の順で選択してクリックし、
ファイルの種類でExcel形式を指定 

 
 分析対象の項目だけ！ 

回答者IDは入れな
い 
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コレスポンデンス分析（７） 

• コレスポンデンス・テーブル 
– 「周辺」は縦横それぞれの合計出現数 

 

コレスポンデンス分析（６） 

• CORRESPONDENCE 
• TABLE=ALL(20 9) 

– 20×9の分割表なので。 

• DIMENSIONS=2 
– 次元数の設定。とりあえ
ず今回は２ 
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コレスポンデンス分析（９） 

 
 
 

コレスポンデンス分析（８） 

 
 
 
 

• 用語説明 
– 特異値：固有値の平方根。行スコアと列スコアの相関係数 
– 要約イナーシャ：固有値の二乗で、原点からの散らばり具合 
– イナーシャの寄与率：各次元がもとの情報の何％を説明しているか 
– 標準偏差：特異値の標準誤差 
– 相関：次元間の相関係数（0とみなせないほど大きければ異常） 

 

２次元では、51％しか

説明できないので、４
次元くらいまで増やし
た方がよいかも・・・ 
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コレスポンデンス分析（11） 

• まずは行でプロット 
– このデータの場合は回
答者 

• 近くに位置する行どうし
（この場合は回答者）は、
列（項目への回答）の
分布が類似 

• 原点付近(0, 0)に位置

するものは、特徴がな
い、平均的なもの 

コレスポンデンス分析（10） 

 
 
 
 

• 用語説明 
– 概要イナーシャ：イナーシャを行（列）ごとに分解した値 
– 次元のイナーシャに対するポイント：絶対寄与度ともいう。１つの次元

が各行（列）によって説明される割合 
– ポイントのイナーシャに対する次元：相対寄与度ともいう。各行（列）

が１つの次元によって説明される割合 
– マス：（各項目の回答数）÷（全回答数） 
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コレスポンデンス分析（13） 

• 行と列の同時プロットも 

コレスポンデンス分析（12） 

• 続いて列でプロット 
– このデータの場合は、項
目 

• 近くに位置する列どうし
（この場合は項目）は、
行（回答者）の分布が
類似 
– ある項目に言及する人
は、近所にある別の項
目にも言及しやすい 
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クラスター分析（１） 

• クラスター分析 
– 複数の指標（変数）をもとに、ケースをグループに
分類する統計的分析手法 

– 類似性の高いもの同士を順次まとめていく 

 
 

 
 

 

コレスポンデンス分析（14） 

• コレスポンデンス分析を応用する 
 
 
 
 
 

• 列（行）ポイントに出てくる、次元の得点は、座標を決めるためのもの 
• カテゴリ数量化得点を使って、別の多変量解析系の手法へ 

– ただし、項目数をNとするときは、項目数がたくさんあるときに限る 

 
 
 
 
 
 

�次元１の得点� = �次元１のカテゴリ数量化得点�× ��次元１の特異値� 
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クラスター分析（３） 

• 「分析」「分類」「階層クラスタ」と進んでクリッ
ク 
 

 
 

 
 

クラスター分析（２） 

• 先ほどのコレスポンデンス分析データをもと
に 
– 各項目のカテゴリ数量化得点を算出 

• 次元１、次元２の両方について算出 
•           下のタブを「変数ビュー」に切り替え、 
•            「値」にラベル付しておくと便利 
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クラスター分析（５） 

• 「方法」をクリック 
• 「クラスタ化の方法」で
「Ward法」を選択 
– Ward法：情報量の損失
を少なくする方法(西村, 
2006) 

 
 

 
 

 

クラスター分析（４） 

• D1（次元１のカテゴリ数
量化得点）とD2（次元２

のカテゴリ数量化得点）
を選択して、中央上側
の「→」をクリック 

• データファイルに入って
いる変数リストから、分
析対象の変数を選ぶと
きは、この方法 
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クラスター分析（７） 

• 「作図」をクリック 
• 「デンドログラム」に
チェックを入れる 

• 「続行」をクリック 
• 戻った画面で、「OK」を
クリック 
 

 
 

 
 

 

クラスター分析（６） 

• 「統計量」をクリックする
とクラスタ数の指定が
できる 

• デフォルトは「なし」 
• 個数を指定したいとき 

– 「単一の解」を選択し、ク
ラスタ数を入力 

• 「続行」をクリック 
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クラスター分析（９） 

• クラスタ数を決めたらも
う一度やり直し 

• ただし、この画面で、
「単一の解」を選択し、
クラスタ数を指定 
– 今回は３を指定 

 
 
 

 

クラスター分析（８） 
• デンドログラムをみてみる 
• 仲間どうしが線でつながる

樹形図が出る 
• どこで切って、クラスターを

いくつにするかは、この図
を見て自分で決める 
– 解釈可能性が基準 

• 各クラスターについて、クラ
スターを構成する項目をみ
て、クラスターに命名 

 
 

 
 
 

 

項目 
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クラスター分析（11） 

• 分析後に、「CLU3_1」と
いう変数が出現 
– どの単語が、どのクラス
ターに入っているかを示
す 

• 変数名を変えたければ、
変数ビューで変更 
 

 
 

 
 

クラスター分析（10） 

• 「保存」をクリック 
• 出てきた画面で、「単一
の解」を選択し、クラス
タ数を入力 

• 「続行」をクリック 
• あとは同じように分析 
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クロス集計表のセル間差を検討（１） 

• クラスター分析で、今度
は回答者を分類 
– 手順は、項目を分類す
るときと同じ 

– ４クラスタ解を採択 
• クラスター１：３名 
• クラスター２：６名 
• クラスター３：８名 
• クラスター４：３名 

 
 
 

 
 

 
 

 

それぞれのクラスターって、どんな人？ 
どのクラスターの人が、 

どの視点をよくみていたの？ 

クラスター分析（12） 

• 各クラスターを構成する単語 
– クラスター１：おしゃれ、明るい、開放的、集中でき
る、落ち着かない 

• 「明るく開放感があるか、仕事に集中できるかどうか」 

– クラスター２：無機質・人工的、自然、すっきり 
• 「人工的なまでにシンプルかどうか」 

– クラスター３：個性的 
• 「個性」 

 

 
 

 
 

 
 

人がオフィスを評価する視点は、 
「仕事に集中できるか」「人工的なシンプルさ」「個性」 
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クロス集計表のセル間差を検討（３） 

• シンタックス起動 
• ９項目への回答から、
各クラスターへの平均
言及数を示す変数を作
る 
– クラスターを構成する項
目数が異なるので平均
値をとる 

 

 

クロス集計表のセル間差を検討（２） 

• オフィスをみるとき、言及のされやすさは、ク
ラスターによって違うのか？ 
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クロス集計表のセル間差を検討（５） 

 
 
 
 
 

• 実行すると、右側に順次新しく作った変数が
追加される 

クロス集計表のセル間差を検討（４） 

 
 
 

• 上の文章が書けたら、１行目～４行目を選択
して、緑色の三角を押して選択実行 
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クロス集計表のセル間差を検討（７） 

• 左側の変数リストから、
クラスターを表す変数
を選んで、上の「→」を

クリックして「行」へ、
「仕事に集中」「人工的
シンプル」「個性」を選
んで、下の「→」を選択

して、「列」へ移動させ
る 

 

クロス集計表のセル間差を検討（６） 

• 回答者クラスター×オ
フィス評価の視点のク
ロス集計表を作成 
– 回答者クラスター×仕
事に集中、回答者クラス
ター×人工的シンプル、
回答者クラスター×個
性の３つを作る 
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クロス集計表のセル間差を検討（９） 

• 「セル」をクリック 
• 「列の割合を比較」に
チェック 

• 「p値の調整」をクリック 
• 「調整済みの標準化」
にチェック 

• 重みづけは「なし」 
• 「続行」をクリック 

クロス集計表のセル間差を検討（８） 

• 「統計量」をクリック 
• 「カイ２乗」にチェック 
• 「続行」をクリック 
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クロス集計表のセル間差を検討（11） 

• 「χ2検定」の「Pearsonのχ2 」
をみる 
– 「仕事に集中」については、

各クラスターともに、印象評
定に差がない(χ2(9)=9.97, ns) 
 

• クロス表の「調整済み残
差」をみる 
– ＞1.96：そのセルの度数が、

有意水準5％で、有意に多い 
– ＜-1.96：そのセルの度数が、

有意水準5％で、有意に少な
い 

 
 
 

 

ここの「漸近有意確率」が、 
0.5未満：5％水準で有意 
0.1未満：1％水準で有意 

0.01未満：0.1％水準で有意 

クロス集計表のセル間差を検討（10） 

• 「χ2検定」の「Pearsonのχ2 」
をみる 
– 「仕事に集中」については、

各クラスターともに、印象評
定に差がない(χ2(9)=9.97, ns) 
 

• クロス表の「調整済み残
差」をみる 
– ＞1.96：そのセルの度数が、

有意水準5％で、有意に多い 
– ＜-1.96：そのセルの度数が、

有意水準5％で、有意に少な
い 

 
 
 

 

グループごとに、 
横向きに比較 
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クロス集計表のセル間差を検討（13） 

• 「人工的シンプル」につ
いては、印象評定にカ
テゴリ間差がない
(χ2(9)=14.70, ns) 
 

 

クロス集計表のセル間差を検討（12） 

• 調整済み残差の絶対
値が1.96以上なのに、
「差がない」！？ 
– χ2検定：行変数と列変数との

関連性しかみない 
 

– 残差分析：セルの観測度数
が、行変数と列変数の関連
がないと仮定したときの度数
（＝期待度数）より大きい（少
ない）かをみる 
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クロス集計表のセル間差を検討（15） 

• ある評定項目に、あるクラスターの人は他の
クラスターより言及しやすいのか？ 

クロス集計表のセル間差を検討（14） 

• 「個性」については、ク
ラスター１、クラスター４
において、より多く言及
されている (χ2(3)=20.00, 
p<.001) 
– 列ごとに比較したとき、
アルファベットが異なる
ペアの間に、統計的に
有意な差がある 

– 「統計的に有意」でない
と、差があるとはいえな
い 
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クロス集計表のセル間差を検討（17） 

• 「仕事に集中」について
は、印象評定にクラス
ター間差がない
(χ2(9)=9.97, ns) 
 
 

クロス集計表のセル間差を検討（16） 

• 左側の変数リストから、 
「仕事に集中」「人工的
シンプル」「個性」を選
んで、上の「→」をクリッ
クして「行」へ、 

• クラスターを表す変数
を選んで、下の「→」を

選択して、「列」へ移動
させる 

• 後の作業は前と同じ 
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クロス集計表のセル間差を検討（19） 

• 「個性」については、ク
ラスター２と３の人はク
ラスター１と４の人ほど
言及しない (χ2(9)=20.00, 
p<.001)。 

• クラスター１と４の人は、
クラスター２と３の人よ
りも「個性」に言及する 
(χ2(9)=20.00, p<.001)。 
 
 

 

クロス集計表のセル間差を検討（18） 

• 「人工的シンプル」につ
いては、印象評定に差
がない(χ2(9)=14.70, ns) 
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数量化Ⅰ類（２） 

• こんなデータファイルがある 
– 評定項目への反応は２値 
– 満足度は連続変量 

 

どの項目がオフィスの満足度につながるんだろう？ 

数量化Ⅰ類（１） 

• もしもこんなデータがあったなら・・・ 
• 伊丹・小島(2013)のデータに、新たに「オフィ
ス満足度」を追加 
– 「あなたはこのオフィスにどれくらい満足していま
すか。1～10点で点数をつけてください。」 

• 今回は実際に尋ねたわけではないので、Excelで乱数
発生させて作った変数で、小数点第１位を四捨五入 
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数量化Ⅰ類（４） 

• 「分析」「回帰」「線形」
の順に選択してクリック 
– ※この手法を用いる際
には、本来なら回答者
数は200以上が望ましい 

 

数量化Ⅰ類（３） 

• 数量化Ⅰ類（日本でしか通用しない呼称） 
– ひとつまたは複数のカテゴリ変数が、連続変量に
影響を及ぼすかを検討するための分析手法 

• 独立変数（原因）：カテゴリデータ 
• 従属変数（結果）：連続変量 

– 独立変数がダミー変数になっている重回帰分析
と同じ 

• こちらが国際標準 
• SPSS上では、この形で実行 
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数量化Ⅰ類（６） 

 
• 調整済みR2乗値をみる 

– 調整済みR2： 
• 投入した独立変数で、従属変数をどれだけ説明できて
いるかの指標 

• 本当は正の値で、１に近いほどよい 
– 負になったとき 

» 本質的に決定係数が小さいうえに、データ数に対して独
立変数の数が多い 

• データ数が少ない 
• 自分の立てた予測モデル（仮説）が悪い 

数量化Ⅰ類（５） 

• 左の変数リストから 
– 「満足度」を従属変数に
移動 

– 評価項目（おしゃれ～落
ち着かない）を「独立変
数」に移動 

• 「方法」は「強制投入
法」 

• 「OK」をクリック 
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数量化Ⅰ類（８） 

• 多変量解析：ある程度のデータ数が必要 
• 信頼区間での評価 

• n=10の標本で相関係数がr=.50のとき 
• .02～.98くらいの範囲の誤差を考慮する必要がある 

• n=100の標本で相関係数がr=.50のとき 
• .35～.65くらいの範囲の誤差・・・ 

• n=400の標本で相関係数がr=.50のとき 
• .425～.575くらいの範囲の誤差・・・ 

 

• 検出力（第２種の過誤）による評価 
• nが大きいと、検定は有意になりやすい 
• 意味のある差≠有意差 

 
 

数量化Ⅰ類（７） 

• 「標準化係数」をみる 
• 標準化偏回帰係数（β） 

– その独立変数が従属変
数に及ぼす影響の程度
を表す指標 

– -1≦β≦1 
– 絶対値が１に近いほど
影響力が強い 
 

 

 
 
 
 
 

• 今回は全部非有意 
– 独立変数にいれた項目
はいずれも満足度に影
響を及ぼさない 
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分析結果を報告する（２） 

• SPSSの出力をそのまま貼り付けない 
– Excel、Power Pointなどを使って書く 

• コレスポンデンス分析の図は、SPSS上で編集する方が
良いかも 

 

分析結果を報告する（１） 

• 分析手法ごとに報告の仕方が決まっている 
– 自分が使った分析と同じ手法を使っている論文
（査読付き学術雑誌に限る！）をみて、以下の点
をまねる 

• 文中での報告の仕方 
– 文章の書き方、報告しなければならない値など・・・ 

• グラフ・表の書き方 
– 行った分析に対応した形 

 
• 小塩真司著「研究事例で学ぶSPSSとAmosによる心理・
調査データ解析」も参考に 
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何のためのデータ解析？（２） 

問題意識 
仮説の設定 

• 分析ソフトウェアの知識・技
術 

• 測定法の知識 

• 統計的手法の知識 
• 統計的技術 
• 統計理論の知識 

データ 
• JAXAをとりまく

現状 
• 過去のデータ 
• JAXAの要求 

データを読解する力 

デ
ー
タ
を
分
析
す
る
力 

デ
ー
タ
を
構
成
す
る
力 

新
た
な
知
見
・
更
な
る
課
題
の
発
見 

解
析
結
果
の
解
釈
・
考
察 

PLAN DO CHECK ACT 

何のためのデータ解析？（１） 

• 統計≠魔法の杖 
• データ≒数字の羅列 

– ビッグデータ然り 

 

何のために調査するの？ 
何のためにデータ解析を行うの？ 
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何のためのデータ解析？（３） 

問題意識 
仮説の設定 

• 分析ソフトウェアの知識・技
術 

• 測定法の知識 

• 統計的手法の知識 
• 統計的技術 
• 統計理論の知識 

データ 
• JAXAをとりまく

現状 
• 過去のデータ 
• JAXAの要求 

データを読解する力 

デ
ー
タ
を
分
析
す
る
力 

デ
ー
タ
を
構
成
す
る
力 

新
た
な
知
見
・
更
な
る
課
題
の
発
見 

解
析
結
果
の
解
釈
・
考
察 

新
企
画
を
JA
XA
へ
提
案 
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補足資料：仮説検定の流れ（１） 

• ｔ検定の流れ：外向性の男女差を例に 
• 研究の仮説：女性は男性より外向性が高い 

 
• ｔ検定では、対立仮説と帰無仮説を立てる 

– 対立仮説（H1）：作業仮説 
• 例：外向性に男女差がある 

– 帰無仮説（H0）：作業仮説を否定する仮説 
• 例：外向性に男女差はない 

• 帰無仮説を棄却できたら、「想定していた仮説が正
しかった」といえる 

 

最後に 

• ご清聴ありがとうございました 
– 資料についてのご質問はこちらまで 

• ozeki.m@aoni.waseda.jp 

 
• みなさんの健闘を祈ります！ 
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補足資料：仮説検定の流れ（３） 

• 外向性に男女差があるのかを確かめる 
– 仮説：女性の方が男性よりも外向性が高い 

 
 

 
• この場合、「等分散を仮定する」を横にたどる 

– 「ｔ値」をみる 
• 「グループ１（男）－グループ２（女）」で計算していて、女性の方が外向性が高い

ので、t値が負になっている 

– 有意確率をみる 
• 「.000」なので、0.1％水準で有意 
• 帰無仮説「外向性に男女差はない」が棄却される 

• 仮説「女性の方が男性より外向性が高い」が支持された 
 

補足資料：仮説検定の流れ（２） 

• 第１種の誤り：帰無仮説が正しいにもかかわらず、
帰無仮説を棄却してしまう 
– ＝「あわてんぼう」 

• 例：外向性に男女差は本当はないのに、「ある」としてしまう 

 
• 第２種の誤り：帰無仮説が正しくないのに、帰無仮
説を支持してしまう 
– ＝「うっかりさん」 

• 例：外向性に男女差は本当はあるのに、「ない」として
しまう 
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参考資料 

• 石村貞夫・加藤千恵子・劉晨・石村友二郎 (2013). SPSSによるカテゴリ
カルデータ分析の手順 第３版 東京図書 

• 伊丹弘美・小島隆矢 (2013). 人材の確保・活用におけるオフィス環境の
寄与に関する研究―その１ 大学生が働きたいと思うオフィスの評価構
造― 日本建築学会大会梗概集, D-1分冊 

– ※この研究は、（社）日本サステナブル建築協会を事務局として設置された、「知的生
産性研究委員会」内のバーチャルリアリティ対応小委員会の活動として行われた。 

• 西村浩昭 (2006). クラスター分析 柳井晴夫・緒方裕光 編 SPSSによ

る統計データ解析ー医学・看護学、生物学、心理学の例題による統計学
入門 第９章, pp.230-245. 現代数学社 

• 谷富夫・山本努 編 (2010). よくわかる質的社会調査 プロセス編 ミネ
ルヴァ書房 

• 内田治 (2011). すぐわかるSPSSによるアンケートの多変量解析（第3版）, 
pp.191-211. 東京図書 

 

課題を行う上でのSPSS参考図書など 

• 石村貞夫・加藤千恵子・劉晨・石村友二郎 (2013). SPSSに
よるカテゴリカルデータ分析の手順 第３版 東京図書 

• 小塩真司 (2005). 研究事例で学ぶSPSSとAmosによる心理・
調査データ解析 東京図書 

• 酒井麻衣子 (2011). SPSS完全活用法 データの入力と加工
（第３版） 東京図書 

• 内田治 (2011). すぐわかるSPSSによるアンケートの多変量
解析（第3版） 東京図書 

• 柳井晴夫・緒方裕光 編 (2006).  SPSSによる統計データ解

析ー医学・看護学、生物学、心理学の例題による統計学入
門 現代数学社 
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本日の内容 

• SPSS Text Analytics for Surveys（以下STAS)によるテキ
ストマイニング作業の流れ 
– データの読み込み 
– 抽出～カテゴリ作成～再度抽出 
– データのエクスポート 

 
• PASW Text Analytics for Surveys 3.0.1を使用 

– やや古いが、基本的には同じ？ 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

SPSS Text Analytics for Surveys 
基本操作説明編 

早稲田大学人間科学学術院 
尾関美喜  

2013/08/20 JAXA×WASEDA プロフェッショナルズ・ワークショップ2013 
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サンプルデータの説明（２） 

 
 

 
• ID:回答者識別ID 
• Discription:同じ質問に対して書いた数 
• Zemi：ゼミ識別番号 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

サンプルデータの説明（１） 

 
 
 
 
 
 
 

 

• 大学のゼミ集団における集団規範調査デー
タから 
– 2012年6～7月に実施（研究責任者：尾関美喜） 
– 人間科学部のゼミ25個を対象とした自由記述調
査 

– 留め置き式調査 
• ゼミの時にゼミ教員から配布され、記入後、封筒に入
れて封をして提出 

• ゼミ担当教員が取りまとめて、研究責任者に渡す 
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Excelデータを読み込む（１） 

• STASを立ち上げる 
• 「ファイル」「新規プロ
ジェクト」「Excel」の順に
クリック 

• ファイルの種類で、拡
張子「.xls」を指定し、元

データのファイルを選
択して「開く」 

• データの入力されてい
るシートを指定 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

サンプルデータの説明（３） 

 
 

 
• Desireble:「メンバーがやることが望ましいこと」だと思う行為 
• Normal:「みんなが当たり前のようにしている行動」だと思う行為 
• Should: 「メンバーが当然やるべきこと」だと思う行為 
• Should not: 「メンバーがやるべきではないこと」だと思う行為 
• Must not:「メンバーがやってはいけないこと」だと思う行為 
• Implicit rule:「これはこのゼミの暗黙のルールだ」と思われる行動や考え

方 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

This document is provided by JAXA.



114 宇宙航空研究開発機構特別資料  JAXA-SP-13-019

Excelデータを読み込む（４） 

• ファイルが完成したら、
「ファイル」→「名前をつ
けて保存」すると安心 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

Excelデータを読み込む（２） 

• 「変数の選択」 
• 「一意のID」で、「ID」を
選択 

• 「自由記述形式のテキ
スト」で、分析対象にす
る自由記述設問を全て
選択 

• 「参照変数」では、関連
を検討したい量的変数
等を選択 
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分析してみる（２） 

• 特殊な用語・専門用
語・略語等の扱い 
– Excelデータの段階で置
き換えてからSTASに読ま
せる 

– 自分で作ってSTASの辞
書に登録 

• 詳細は別途説明 

 
 

 
 

 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 

• ここをクリックすると、テキスト分
析ウィンドウから辞書エディタウィ
ンドウに切り替わる 

分析してみる（１） 

• まずはキーワードの抽
出 
– 左中ほどの「抽出」をク
リック 

– ツールバーの「ツール」
「抽出」でもOK 

• ソフトウェア内蔵の辞書
に基づき自動抽出 

– キーワードごとに抽出結
果が表示される 

• 品詞によって色分け 
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分析してみる（４） 

• カテゴリを作る 
– ツールバーの「カテゴリ」
「カテゴリの作成」の順
にクリック 

• 言語学ベース 
• 頻度ベース 

 

分析してみる（３） 

• まずは、「すべての抽
出」をみる 
 

 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 

• このタブをクリック 
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分析してみる（６） 

  

分析してみる（５） 

• 言語学ベース 
– 共通の文字列が入っているキーワードどうしを同
じカテゴリに入れる 

• 長所 
– 自動的に複数のキーワードから成るカテゴリを作る 

• 短所 
– 高頻度で現れる、２つの単語から成る１つのキーワードでも、
内蔵辞書に入っていないために、別々のものとして抽出して
しまう 
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分析してみる（８） 

• ※今回はこちらを適用
して分析してみます 

 

分析してみる（７） 

• 頻度ベース 
– 出現頻度をもとにカテゴリ作成 

• 長所 
– １カテゴリ１キーワード 
– 一定未満の出現回数の単語を対象外にできる 

• 短所 
– カテゴリ数が無駄に多くなる 
– 単純に頻度で並べているだけ 

» 実質的にほとんど同じ内容でも、別のカテゴリとして抽出
してしまう 
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分析してみる（10） 

• カテゴリに分類するための演算子の例 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

演算子 構文 実施内容 

& A&B AとBをともに含む記述を抽出し、カテゴリに分類する 

| A|B AまたはBを含む記述を抽出し、カテゴリに分類する 

!() A!(B) Aを含むがBを含まない記述を抽出し、カテゴリに分類する 

() (A|B)!(C) AまたはBを含むがCを含まない記述を抽出し、カテゴリに分
類する 

* *A Aが先頭についている語句が入っている記述を抽出し、カテ
ゴリに分類する 

* * A Aが後ろについている語句が入っている記述を抽出し、カテゴ
リに分類する 

* *A* Aを含む語句が入っている記述を抽出し、カテゴリに分類する 

分析してみる（９） 

• 自分でカテゴリを作ってしまう方法 
– 抽出されたカテゴリ名の上で右クリック 
– 「fx」をクリックして構文作成画面を表示 
– 演算子を使って構文を作成 
– ※詳細は、百合田先生の資料参照 
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手動でカテゴリの作成方法（１） 

• 抽出後の画面で・・・ 
• 「未カテゴリ化」（133）とある 

– カテゴリ化できなかった語が133語あ
る 

• 「残りのコンセプト」（300）とある 
– 設定回数未満の出現頻度だったた

めカテゴリにはしなかったが、ソフト
ウェア内蔵辞書には入っているので、
カテゴリ化しようと思えばできるもの 
 

– 「残りのコンセプト」の中で重要そうな
ものはカテゴリ化を手動でやりたいと
きは？ 

 
 
 
 

 

分析してみる（11） 

• カテゴリの設定が終わったら再度抽出 
– これでよければいったん上書き保存 
– 抽出した単語をさらにカテゴリにまとめる 

• 新しくカテゴリを作ったら、もう一度抽出 

– 辞書機能を用いた、単語の編集 
• 類義語の整理、特殊な用語の抽出設定 

 

 
– あとは上記の繰り返し 
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手動でカテゴリの作成方法（３） 

• 「参加する」（14回）を例に 
– 「すべての抽出」で単語を選択して右

クリック 
– 「カテゴリに追加」「新規カテゴリ」と

進んでクリック 
– 上の「カテゴリ」タブに新しく追加され

る 

 
 
 

 

手動でカテゴリの作成方法（２） 

• 「すべての抽出」タブで、登
録したい単語を右クリック 

• 「カテゴリに追加」を選
択 
– この単語を使った、新しくカテ

ゴリを作りたいときは「新規カ
テゴリ」を選択 

– 何かのカテゴリに含めたいと
きは、候補リストのカテゴリか
ら選ぶ 
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手動でカテゴリ統合方法（２） 

• 「意見」のカテゴリを選択して右ク
リック 

• 「名前を変更」をクリック 
• 出てきた「カテゴリのプロパティ」

で、「名前」のところを「議論」に書
き換えて、「OK」をクリック 
 
 
 
 
 

 

手動でカテゴリ統合方法（１） 

• 「意見」というカテゴリがあるが、
「議論する」「発言する」はこのカ
テゴリの仲間では？ 

• さらに、これらを「議論」というカテ
ゴリ名にした方がよいかも？ 
 

– まずは「議論する」を選んで右クリッ
ク 

– 「カテゴリに追加」「意見」を選んでク
リック 

– 「意見」カテゴリの中に、「議論する」
が追加される 
 

– 「発言する」も同様の手順で、「意見」
カテゴリに入れる 
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分析してみる（13） 

• 抽出後の画面 
– 「カテゴリWeb」の「有向レイアウト」にすると、カテゴリ間の方向性が考慮された絵 

 
 
 
 
 
 

 

分析してみる（12） 

• 抽出後の画面 
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結果のエクスポート（１） 

• 「ファイル」「結果をエク
スポート」 
– １つのデータファイルに
複数質問が入っている
とき 

• 「質問」の項目で、エクス
ポートしたいデータを選
ぶ 

 
 
 
 
 
 
 

 

 

分析してみる（14） 

• 最終的な結果が得られたら 
• ファイルをエクスポート 

– エクスポートすると、各回答者による、カテゴリへ
の言及の有無が1または0の２値データで示され
たファイルが作られる 
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結果のエクスポート（３） 

• エクスポートしたSPSS
ファイル 
– 変数名にカテゴリ名が
入る 

– 言及されていたら１、さ
れていなかったら０ 

• ※今回は、同じ人が同一設問に
複数記述した場合に、セルを分
けて入力し、別の回答扱いにし
たが、全部つなげて打ち込み、
回答者のIDをそのままIDにした
方が良い。 
 
 
 
 
 
 

 

 

結果のエクスポート（２） 

• 「ファイル」「結果をエクスポート」 
– １つのデータファイルに複数質問が入っていると
き 

• 「質問」の項目で、エクスポートしたいデータを選ぶ 
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テキストマイニングの限界（１） 

• テキストマイニングでできること 
– 大量の自由記述アンケートデータの処理 

 

• テキストマイニングの限界 
– KJ法、グラウンデットセオリーのような、繊細かつ
ダイナミックなことは苦手 

– STASの場合は特に、結果提示が視覚的であるた
め、客観性を欠く 

 
 
 
 

 

結果のエクスポート（４） 

• エクスポート可能なファイル 
– SPSS（.sav), .csv, Excel (.xls) 

 

• エクスポートしたら・・・ 
– 各回答者の属性など、その他の情報が入力されていた元ファイルの

情報と結合させた、新しいExcelやSPSSのファイルを作る 
– 多変量解析へ 
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テキストマイニングの限界（３） 

• 視覚的であるが故の問題 
– グラフのサイズを変えれば、結果が違って見える 
– 人によって見方が大幅に変わる 

 
 
 
 

 

テキストマイニングの限界（２） 

• 視覚的であるが故の問題 
– グラフのサイズ、目盛の刻み、フォントなどを変えれば、
同じデータでも結果が違って見える（例は尾関（2013）） 
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だ・か・ら・視覚はあてにならない！！ 
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テキストマイニングの限界（５） 

• 説明する側もされる側も、主観に振り回
されがち 

 
 
 
 

 だから結局、テキストマイニン
グってよくわかんないよね 

量的な手法に持ち込まないと、
客観的な議論はムリだね 

テキストマイニングの限界（４） 

– 同じ出力を縦に引っ張って伸ばしてみたら・・・ 
• ウィンドウサイズを変更しただけ 

 
 
 

 

やっぱり視覚はあてにならない！！ 
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作業の流れ総まとめ（２） 

問題意識 
仮説の設定 

• 分析ソフトウェアの知識・技
術 

• 測定法の知識 

• 統計的手法の知識 
• 統計的技術 
• 統計理論の知識 

データ 
• JAXAをとりまく

現状 
• 過去のデータ 
• JAXAの要求 

データを読解する力 

デ
ー
タ
を
分
析
す
る
力 

デ
ー
タ
を
構
成
す
る
力 

新
た
な
知
見
・
更
な
る
課
題
の
発
見 

解
析
結
果
の
解
釈
・
考
察 

新
企
画
を
JA
XA
へ
提
案 

作業の流れ総まとめ（１） 

 
 
 
 
 
 

 

• 各種Webサイト 
• 各種メディア 
• 過去のアンケート

調査 
• Twitter 

データの収集 
• テキストデータ 
• 属性データ 

語句についての設定 形態素解析 カテゴリ設定 

語句についての設定 形態素解析 カテゴリ設定 

STAS上でのテキストマイニング 

データの変換・エクスポート 
• ２値データへの変換 
• SPSS形式ファイル等へ 

他の変数との結合 
• 量的変数 
• 属性変数 

多変量解析へ 
• コレスポンデンス分析 
• χ2検定 など 

SPSS上でのデータ解析 
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作業の流れ総まとめ（２） 

問題意識 
仮説の設定 

• 分析ソフトウェアの知識・技
術 

• 測定法の知識 

• 統計的手法の知識 
• 統計的技術 
• 統計理論の知識 

データ 
• JAXAをとりまく

現状 
• 過去のデータ 
• JAXAの要求 

データを読解する力 

デ
ー
タ
を
分
析
す
る
力 

デ
ー
タ
を
構
成
す
る
力 

新
た
な
知
見
・
更
な
る
課
題
の
発
見 

解
析
結
果
の
解
釈
・
考
察 

新
企
画
を
JA
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へ
提
案 

テ
キ
ス
ト
マ
イ
ニ
ン
グ 

他
の
指
標
と
の
結
合 

デ
ー
タ
の
エ
ク
ス
ポ
ー
ト 

多
変
量
解
析
な
ど 

まだまだ先は長い・・・ 

作業の流れ総まとめ（２） 

問題意識 
仮説の設定 

• 分析ソフトウェアの知識・技
術 

• 測定法の知識 

• 統計的手法の知識 
• 統計的技術 
• 統計理論の知識 

データ 
• JAXAをとりまく

現状 
• 過去のデータ 
• JAXAの要求 

データを読解する力 

デ
ー
タ
を
分
析
す
る
力 

デ
ー
タ
を
構
成
す
る
力 

新
た
な
知
見
・
更
な
る
課
題
の
発
見 

解
析
結
果
の
解
釈
・
考
察 

新
企
画
を
JA
XA
へ
提
案 

テ
キ
ス
ト
マ
イ
ニ
ン
グ 
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今回参考にした文献等 

• 尾関美喜 (2013). 革新指向性の高い内集団成員に
対する印象評価 産業・組織心理学会第29回大会発
表論文集, 152-155. 

• 内田治・川嶋敦子・磯崎幸子 (2012). SPSSによるテ
キストマイニング入門 オーム社 

• 山西博之 (2010). 教育・研究のための自由記述アン
ケートデータ分析入門：SPSS Text Analytics for Surveys
を用いて 「より良い外国語教育研究のための方法」 
外国語教育メディア学会（LET）関西支部 メソドロジー
研究部会報告論集, 110-124. 

• 百合田真樹人 (2013). 解析手順等マニュアル 
JAXA×WASEDAプロフェッショナルズ・ワークショップ資
料 
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本日の内容 

• SPSS Text Analytics for Surveys（以下STAS)上での辞
書機能設定作業の説明 
– カテゴリ作成および統合を手動で設定する方法 
– キーワードの辞書登録方法 
– 類義語の登録方法 

 

• 記述を分類する 
– 「特になし」「別にない」への対処法 

 
• PASW Text Analytics for Surveys 3.0.1を使用 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

SPSS Text Analytics for Surveys 
辞書操作説明編 

早稲田大学人間科学学術院 
尾関美喜  

2013/08/20 JAXA×WASEDA プロフェッショナルズ・ワークショップ2013 
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サンプルデータの説明（２） 

 
 

 
• ID:回答者識別ID 
• Discription:同じ質問に対して書いた数 
• Zemi：ゼミ識別番号 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

サンプルデータの説明（１） 

 
 
 
 
 
 
 

 

• 大学のゼミ集団における集団規範調査デー
タから 
– 2012年6～7月に実施（研究責任者：尾関美喜） 
– 人間科学部のゼミ25個を対象とした自由記述調
査 

– 留め置き式調査 
• ゼミの時にゼミ教員から配布され、記入後、封筒に入
れて封をして提出 

• ゼミ担当教員が取りまとめて、研究責任者に渡す 
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分析してみる（１） 

• まずはキーワードの抽
出 
– 左中ほどの「抽出」をク
リック 

– ツールバーの「ツール」
「抽出」でもOK 

• ソフトウェア内蔵の辞書
に基づき自動抽出 

– キーワードごとに抽出結
果が表示される 

• 品詞によって色分け 
 

 
 
 
 
 

 

 

サンプルデータの説明（３） 

 
 

 
• Desireble:「メンバーがやることが望ましいこと」だと思う行為 
• Normal:「みんなが当たり前のようにしている行動」だと思う行為 
• Should: 「メンバーが当然やるべきこと」だと思う行為 
• Should not: 「メンバーがやるべきではないこと」だと思う行為 
• Must not:「メンバーがやってはいけないこと」だと思う行為 
• Implicit rule:「これはこのゼミの暗黙のルールだ」と思われる行動や考え

方 
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分析してみる（３） 

• まずは、「すべての抽
出」をみる 
 

 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 

• このタブをクリック 
 

分析してみる（２） 

• 特殊な用語・専門用
語・略語等の扱い 
– Excelデータの段階で置
き換えてからSTASに読ま
せる 

– 自分で作ってSTASの辞
書に登録 

• 詳細は別途説明 

 
 

 
 

 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 

• ここをクリックすると、テキスト分
析ウィンドウから辞書エディタウィ
ンドウに切り替わる 
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分析してみる（５） 

• カテゴリの設定が終わったら再度抽出 
– これでよければいったん上書き保存 
– 抽出した単語をさらにカテゴリにまとめる 

• 新しくカテゴリを作ったら、もう一度抽出 

– 辞書機能を用いた、単語の編集 
• 類義語の整理、特殊な用語の抽出設定 

 

 
– あとは上記の繰り返し 

 
 
 
 
 
 
 

 

分析してみる（４） 

• カテゴリを作る 
– ツールバーの「カテゴリ」
「カテゴリの作成」の順
にクリック 

• 言語学ベース 
• 頻度ベース 
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手動でカテゴリの作成方法（２） 

• 「すべての抽出」タブで、登
録したい単語を右クリック 

• 「カテゴリに追加」を選
択 
– この単語を使った、新しくカテ

ゴリを作りたいときは「新規カ
テゴリ」を選択 

– 何かのカテゴリに含めたいと
きは、候補リストのカテゴリか
ら選ぶ 

 
 
 
 

 

 

手動でカテゴリの作成方法（１） 

• 抽出後の画面で・・・ 
• 「未カテゴリ化」（133）とある 

– カテゴリ化できなかった語が133語あ
る 

• 「残りのコンセプト」（300）とある 
– 設定回数未満の出現頻度だったた

めカテゴリにはしなかったが、ソフト
ウェア内蔵辞書には入っているの
で、カテゴリ化しようと思えばできる
もの 
 

– 「残りのコンセプト」の中で重要そうな
ものはカテゴリ化を手動でやりたいと
きは？ 
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手動でカテゴリ統合方法（１） 

• 「意見」というカテゴリがあるが、
「議論する」「発言する」はこのカ
テゴリの仲間では？ 

• さらに、これらを「議論」というカテ
ゴリ名にした方がよいかも？ 
 

– まずは「議論する」を選んで右クリッ
ク 

– 「カテゴリに追加」「意見」を選んでク
リック 

– 「意見」カテゴリの中に、「議論する」
が追加される 
 

– 「発言する」も同様の手順で、「意見」
カテゴリに入れる 

 
 
 
 
 

 

手動でカテゴリの作成方法（３） 

• 「参加する」（14回）を例に 
– 「すべての抽出」で単語を選択して右

クリック 
– 「カテゴリに追加」「新規カテゴリ」と

進んでクリック 
– 上の「カテゴリ」タブに新しく追加され

る 
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辞書機能の使い方（１） 

• 辞書機能の意義 
– 特殊な専門用語などを登録し、専門用語として抽出したりすることが

できる 
– 誤認識されて抽出ミスが起きるのを防ぐ 
– ユーザーの考えるものと別の意味合いで抽出されるのを防ぐ 

 

 
• 辞書登録の方法 
• キーワード辞書登録 

 
 
 
 

 

手動でカテゴリ統合方法（２） 

• 「意見」のカテゴリを選択して右ク
リック 

• 「名前を変更」をクリック 
• 出てきた「カテゴリのプロパティ」

で、「名前」のところを「議論」に書
き換えて、「OK」をクリック 
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キーワード登録の方法（２） 

• ３種類の辞書 
– プロジェクトライブラリ 

• 現在作業中のデータにおける
辞書 

– サンプルライブラリ 
– 汎用ライブラリ 

• どちらもソフトウェア内蔵辞書 

 
 
 

 

キーワード登録の方法（１） 

• 辞書エディタウィンドウを開く 
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キーワード登録の方法（４） 

• 「プロジェクトライブラリ」が選択されている状
態で、「ツール」「新規キーワード」を選択して
クリック 

• 新しく作ったキーワードは、「キーワード」に表
示される 
– 品詞タイプ、感性タイプは自分でセルをクリックし
て表示されるプルダウンメニューから適宜設定 

 
 
 

 

キーワード登録の方法（３） 

• 新しいキーワードを作
る 
– 「プロジェクトライブラリ」
が選択されている状態
で、「ツール」「新規キー
ワード」を選択してクリッ
ク 

– 新しく作るキーワードを
入力 
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類義語の設定方法（１） 

• 新しい類義語を作る 
– 「すべての抽出」タブで、

unicode順でソート 
– 類義語として扱いたい語群を

選択して右クリック 
– 「類義語に追加」「新規類義

語」と進んでクリック 
 

• 既存の類義語リストに登録した
いときは、表示されたリスト内か
ら選ぶか、「もっと表示」をクリッ
クして、リストから選ぶ 

 

 
 
 
 
 

 

キーワード登録の方法（５） 

• 「プロジェクトライブラリ」が選択されている状
態で、「ツール」「新規キーワード」を選択して
クリック 

• 品詞タイプ：品詞 
– 名詞、動詞、形容詞、形容動詞など 

 

• 感性タイプ：キーワードの内容についての評価 
– 「良い」「悪い」「その他」「評価無なし」 
– 感情語、内容、状態などを表す言葉 

 
• ライブラリ 

– 単語の登録先 
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記述を分類する（１） 

• 記述（単語どうしの組み合わせ）を分類する 
– 「特になし」「別にない」という回答 

• できるものならまとめてしまっておきたい 

 
 
 

 

類義語の設定方法（２） 

• 代表語を入力（１語） 
• 代表語と類似の意味として

扱いたい単語が「,」で区切
られて入っている 
– さらに追加したければ、ここ

で追加 

• 終わったら「OK」をクリック 
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「特になし」をまとめる（２） 

• 「アドバンス」をクリック 
• 「意見なしのテキスト
マッチ」の、「テキスト」
下の空欄に、「特にな
し」を入力 
– 右端の白い□のボタン
をクリックすると、用語が
追加できる 

 
 
 
 

 

「特になし」をまとめる（１） 

• 先に、前出の方法で、「意
見なし」というカテゴリを
作っておく 

• キーワード「特になし」「特
にない」「別にない」をそれ
ぞれ辞書機能で作る 

• 「意見なし」を選択して、「カ
テゴリ」「カテゴリのプロパ
ティ」と進んでクリック 
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「特になし」をまとめる（４） 

• 「意見なし」カテゴリの
中に、「合致するテキス
ト」が出現 

• 「抽出」を実行し、該当
する表現があればこの
中に分類される 
 
 
 
 
 

 

「特になし」をまとめる（３） 

• 「アドバンス」をクリック 
• 「意見なしのテキストマッ

チ」の、「テキスト」下の空欄
に、「特になし」を入力して
「OK」をクリック 
– 右端の白い□のボタンをク

リックすると、用語が追加で
きる 

– 作った類似表現を追加してお
く 

– 漢字、ひらがなはここで区別
して全部入力しておくこと！ 
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今回参考にした文献等 

• 尾関美喜 (2013). 革新指向性の高い内集団成員に
対する印象評価 産業・組織心理学会第29回大会発
表論文集, 152-155. 

• 内田治・川嶋敦子・磯崎幸子 (2012). SPSSによるテ
キストマイニング入門 オーム社 

 

This document is provided by JAXA.



 
 

 

 

 

 

 

４．フィールドワーク 

（2013年 9月 3日） 
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IBM Research - Tokyo

© 2013 IBM Corporation

本日のアジェンダ本日のアジェンダ本日のアジェンダ本日のアジェンダ
15:00 - 15:10 オープニング＆東京基礎研究所 イントロダクション
15:10 – 16:00 研究紹介 自然言語処理からソーシャル分析まで （村上）
16:00 - 16:15 東京基礎研究所オフィスツアー

16:15 - 16:30 休憩

16:30 - 16:45 スマーターシティー リオデジャネイロの交通コントロール （石川）
16:45 - 18:00 ディスカッション

IBM Research, Tokyo Research Laboratory

© 2013 IBM Corporation

早稲田大学 & JAXAワークショップ

日本アイ・ビー・エム株式会社

東京基礎研究所にて

IBM Research - Tokyo

日本日本日本日本IBM 東京基礎研究所東京基礎研究所東京基礎研究所東京基礎研究所
村上村上村上村上明子明子明子明子
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IBM Research - Tokyo

© 2013 IBM Corporation

世の中のセンサーとしてのソーシャルメディア分析

Twitter, FBなどで友人等に公開している発言は、その人の真の要望や感想です。

ソーシャルメディアを社会のセンサーとみなせば、世の中の人が何を望み、

何を考えているのかを知ることが可能になります。

マイクロブログへ投稿

(Twitter等)

テキスト分析

ネットワーク分析

ガソリンが

買えない！

水が買いたい

のに買えな

い！

電⾞が

動かな

い・・・

時空間分析

IBM Research - Tokyo

© 2013 IBM Corporation

自己紹介自己紹介自己紹介自己紹介
村上 明子
日本アイ・ビー・エム（株）東京基礎研究所

Knowledge Infrastructure 専任研究員
経歴経歴経歴経歴

早稲田大学理工学部応用物理学科卒業
早稲田大学理工学研究科物理及び応用物理学専
攻博士前期課程修了（修士）

1999年の入社以来，東京基礎研究所にて
自然言語処理の研究に従事

大学における研究活動（入社後）
2002年～2003年: 東京大学情報理工学研究科 受託研究
員

2007年～: 東京大学大学院 学際情報学府 博士課程
座右の銘

「運と感とタイミング」

This document is provided by JAXA.



153JAXA × WASEDA プロフェッショナルズ・ワークショップ 2013 ビッグデータを活用した
斬新な企画を提案し、宇宙開発に役立てよう！ 成果報告書

IBM Research - Tokyo

© 2013 IBM Corporation

分析例：買い占めが起きたもの

震災直後

水道汚染

輪番停電

水

ガソリン

電池

ガソリンに関しては買占めが原因の品不⾜だったため、

被災地以外では震災後すぐに品切れ状態が解消

電池も同じく買占めが原因の品不⾜であったが、輪番

停電と余震への備えから4月半ばまで買占め状態が続く

震災直後は水（ミネラルウォーター）は品薄では

なかったが、⽔道汚染の報道とともに品不⾜が起こる

IBM Research - Tokyo

© 2013 IBM Corporation

分析の例：「買えない」「⼿に⼊らない」ものを感知する

「どこに行っても水が買えないんです。
どうしたらいいんでしょう・・・」

「ヨーグルト、今日も売り切れだった。
いつになったら買えるんだろう」

…

文法パターン辞書を用いて
「買えない」「売り切れた」物を同定

Ex. <名詞> が 買えない
<名詞> が 売り切れ

水
電池
米

ガソリン
トイレットペーパー

牛乳
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IBM Research - Tokyo

© 2013 IBM Corporation

ソーシャルデータ分析：テキストとネットワーク

×

ソーシャルツールの分析では、コンテンツと人が中心となります

コンテンツの分析の対象は「テキスト」が中心

→ テキストの分析

⼈の分析は「関係」と「⾏動」が中⼼

→ ⾏動分析、ネットワーク分析

コンテンツ

テキスト分析

好き・嫌い

所有物

My Blog
14Aug08

12Aug08

11Aug08

⼈の「関係」と「⾏動」

ネットワーク分析

人間関係 ⾏動

書いた

返事した

フォ

ロー

フレン

ド シェアした

性別・職業

居住地

IBM Research - Tokyo

© 2013 IBM Corporation

分析例：⽣産がとまってしまったもの

タバコは尾を引く

ヨーグルト

納豆

タバコ

納豆・ヨーグルトのような発酵食品は

輪番停電の影響で品不⾜が続く

タバコは供給不⾜が解消された後も

一部の銘柄が販売されず品薄感が継続
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IBM Research - Tokyo

© 2013 IBM Corporation

テキスト分析の活用 –
軽卑表現を用いたソーシャルメディア上での炎上同定
企業において、製品の不具合や社員の不祥事が起きたとき、卑罵語などの乱暴

な表現が多く見られます。企業に対して、時間的に集中して卑罵表現が使わ
れていたとき、この企業はなんらかのリスクがあると考えてよいでしょう。

軽卑表現例軽卑表現例軽卑表現例軽卑表現例
•そんなもんいらねぇよ。
•高く売ってやがる。
•どさくさに紛れて悪事を働く
ヤツらは許せない。

ソーシャルメディアにおいて、

ある組織に対して、

ある⻑くない期間、

多様な筆者から、

軽卑表現が集中する場合は負の態度を表している可能性が⾼い

IBM Research - Tokyo

© 2013 IBM Corporation

ソーシャル分析に必要な４つの要素
テキストテキストテキストテキスト

プロファイル・人となりプロファイル・人となりプロファイル・人となりプロファイル・人となり

情報の流れ情報の流れ情報の流れ情報の流れ

行動履歴行動履歴行動履歴行動履歴
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IBM Research - Tokyo

© 2013 IBM Corporation

情報の流れを知る情報の流れを知る情報の流れを知る情報の流れを知る - 情報伝達上位者分析情報伝達上位者分析情報伝達上位者分析情報伝達上位者分析
あるトピックに関連した発言を、より早い段階で共有したユーザー（情報伝達上位

者）を発⾒します

情報伝達上位者の抽出手法は

共有ネットワークにおいて、早い段階で共有するほど高ランクとなるように、

各ユーザーに階層ランクを付与します

⼤量の情報が流れるため、⼀般に共有ネットワークは複雑な構造をしています

「広く拡散した情報を上位階層で共有する傾向があるユーザー」が高ランクと

なります

から

共有(再共有)により情報が

へ流れた

矢印の色の違いは、別の発言の共有であることを表します

（この図では⾚・⻘の2つの情報が拡散している）
情報伝達上位者

共有ネットワーク

IBM Research - Tokyo

© 2013 IBM Corporation

プロファイル・人となりの活用：居住地推定プロファイル・人となりの活用：居住地推定プロファイル・人となりの活用：居住地推定プロファイル・人となりの活用：居住地推定
ローカルイベントによる居住地推定ローカルイベントによる居住地推定ローカルイベントによる居住地推定ローカルイベントによる居住地推定
プロファイルの中で居住地を明らかにしているユーザーはたったの20%しかいません
そのため、SNS上での発言や振る舞いから、ユーザーの居住地を推定する必要があります
方法：局所的なイベント（ローカルイベント）, たとえば事件や事故などが自分の身近な地域で起

こった場合に言及されることが多い、という現象を用いて、ユーザーの居住地を推定します

地震！

すべての発言すべての発言すべての発言すべての発言 ローカルイベントにローカルイベントにローカルイベントにローカルイベントに
関連した発言関連した発言関連した発言関連した発言 地震！

居住地がわからない
ユーザー集合

居住地は？居住地は？居住地は？居住地は？

This document is provided by JAXA.



157JAXA × WASEDA プロフェッショナルズ・ワークショップ 2013 ビッグデータを活用した
斬新な企画を提案し、宇宙開発に役立てよう！ 成果報告書

IBM Research - Tokyo

© 2013 IBM Corporation

ソーシャル分析に必要な４つの要素

テキストテキストテキストテキスト

プロファイル・人となりプロファイル・人となりプロファイル・人となりプロファイル・人となり

情報の流れ情報の流れ情報の流れ情報の流れ

行動履歴行動履歴行動履歴行動履歴

好評・不評
ヒバゴン（卑罵語）

場所(現在地、居住地)
細粒度属性

閲覧率
視聴率

情報の拡散
好評・不評
ヒバゴン（卑罵語）

場所(現在地、居住地)
細粒度属性

情報の拡散

閲覧率
視聴率

What

Who

Where

How

When

企業にとってのリスクの早期発見企業にとってのリスクの早期発見企業にとってのリスクの早期発見企業にとってのリスクの早期発見

どのようなユーザーがどこでどのようなユーザーがどこでどのようなユーザーがどこでどのようなユーザーがどこで…………

その情報はどのように拡散しているかその情報はどのように拡散しているかその情報はどのように拡散しているかその情報はどのように拡散しているか

その情報はいつ見られているかその情報はいつ見られているかその情報はいつ見られているかその情報はいつ見られているか

IBM Research - Tokyo

© 2013 IBM Corporation13

1) 自分あての発言に対する返信の遅れ
た
時間を測定

2) 時間帯毎に統計をとって閲覧率を計算

行動履歴を用いたユーザー行動の把握行動履歴を用いたユーザー行動の把握行動履歴を用いたユーザー行動の把握行動履歴を用いたユーザー行動の把握
– ソーシャルメディア閲覧率ソーシャルメディア閲覧率ソーシャルメディア閲覧率ソーシャルメディア閲覧率

ユーザーA ユーザーB

2012/6/3~2012/9/6
Sample: 565

2012/5/8~2012/9/23
Sample: 440

朝にTLを見ているらしい
規則正しい生活？

全体的に高い閲覧率
深夜の閲覧率も高い

This document is provided by JAXA.



 
 

 

 

 

 

 

５．最終報告会 

（2013年 9月 27日） 
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JAXA×早稲田プロフェッショナルズ・ワークショップ  

～最終報告会～ 

１．日時 

2013年 9月 27日（金） 16:00 ～ 17:40 

 

２．場所 

JAXA東京事務所プレゼンルーム(ソラシティ B１) 

 

３．参加者 

 JAXA 

      理事：山浦雄一、執行役：井澤一朗   

情報システム部 ：中村泰、金田賢伊知、柳川孝二、菊池優太 

総務部：小林祐也、広報部：下村裕司、相澤映介 

調査国際部：塩満典子、岡本太陽、有人本部：清水順一郎 

JAXA客員：百合田真樹人（島根大学准教授） 

 

 早稲田大学 

  常任理事 ：橋本周司 

    学生   ：小林彩子、山脇穂高、真鍋駿、田中美幸、林誠一郎、矢口徹磨、 

青柳裕、前田梓、齋藤眞徳、三橋怜、芝野杏奈、礒山智美、 

小松崎紀子、叶セイ韵 

  教員 ：尾関美喜 

  スタッフ ：平井悠介、尾﨑悠一 

 

４．タイムテーブル 

時間 内容 

16:00 ～ 16:05 
・出席者紹介 

・ＷＳ概要・課題テーマについて 

 

16:05 ～ 16:30 

16:30 ～ 16:55 

16:55 ～ 17:20 

・学生からのプレゼン及び質疑 

A チーム（宇宙政策）（発表１５分＋質疑コメント１０分） 

B チーム（国民意識）（同上） 

C チーム（海外動向）（同上） 

17:20 ～ 17:30 ・全体講評（早大：橋本常任理事、ＪＡＸＡ山浦理事） 

17:30 ～ 17:40 ・写真撮影、閉会 

 

This document is provided by JAXA.
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JAXA×WASEDA プロフェッショナルズ・ワークショップ 2013

A グループ 最終報告資料

―政策決定者の調査及び提案― 

 

磯山智美・三橋怜・小林彩子・青柳裕・山脇穂高 
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目次

I. A班のねらい、これまでの流れ

II. 調査結果

   ≪SNS・国会議事録・宇宙政策委員会≫

III. 問題点

IV. 最終提案

A班 最終発表
政策決定者の調査及び提案

This document is provided by JAXA.
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調査・分析プロセス

Tｗｉｔｔｅｒ

ブログ

国会議事録

宇宙政策委員会
議事録

宇宙開発を推進する会議の分
析新たな調査対象Twitter・ブログはあく

までも補助的な情報
発信手段

統計的な分析が可能であった調査対象

・国会議事録
・宇宙政策委員会議事録

【ヒアリングを通じて確認したAチームに求められていること】

 国会議員を関心分野別に分類

 党ごと、特に与党の宇宙開発における関心分野の把握

【調査の対象】 

二つの関心を捉え、議員そして政党の関心分野を把握する

A班のねらい

国会議事録 国会議員ブログ

宇宙政策委員会議事録 国会議員twitter

政策決定者
としての関心

個人の
関心

This document is provided by JAXA.
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※HP国会議員の声を聞く(http//kokkai-giin.blogspot.jp/2013/01/twitter.html）

国会議員総数

７２２人 twitter利用者

77人

SNSの調査に関して（ツイッター）

調査結果

This document is provided by JAXA.
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国際関係

26%

国産ロケット

15%

技術

12%
利用

7%
産業

8%

防衛

7%

その他

19%

宇宙飛行士

14%

国際関係

ロケット

技術

宇宙利用

産業

防衛

その他

宇宙飛行士

国際関係＝北朝鮮のロケットetc 
国産ロケット＝打ち上げ成功 etc 
宇宙飛行士＝宇宙飛行士との会食etc 

SNSの調査に関して（ツイッター）

投稿者 日付 発言内容 政党 テーマ 

山本一太 2013/9/14 
イプシロン・ロケット
の打ち上げが成功し
た。今回は・・・ 

自民党 
イプシロ

ン 

杉田水脈 2013/6/16 

宇宙飛行士 古川聡
さんから宇宙ステー
ションの・・・
http://fb.me/2rBCbe
BY7 

日本維新
の会 

宇宙飛行
士 

河野太郎 2013/6/21 
茅ヶ崎宇宙教室。
エッグドロップコンテ
スト・・・ 

無所属 講演 

宇宙についてつぶやくタイミング 

１．ロケットの打ち上げ時 

２．宇宙飛行士と会った時 

３．宇宙関連の講演時 
 

SNSの調査に関して（ツイッター）

This document is provided by JAXA.
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SNSの調査に関して（ブログ）

日付   イベント 
山本一太 

2013 

９月   1:米の議員団と懇談 

８月 
4:こうのとり（４号機）成功  
27:イプシロン延期  3・4:こうのとり 25・26:イプシロンetc. 

７月   16:宇宙政策etc. 

６月   4・6:総合科学技術会議etc. 

５月   3:宇宙基本計画etc. 

４月   15:宇宙産業 25:宇宙政策委員会  

３月     

２月   17:宇宙政策 

１月   25:宇宙基本計画 9:筑波宇宙センター 

2012 

１２月   26:宇宙政策担当大臣就任 

１１月     

１０月     

９月     

８月     

７月 21:こうのとり（３号機）成功 19:はやぶさ２ 

６月     

５月   15・16:はやぶさ２ 

４月     

３月     

２月     

１月     

ブログを利用している議員６６名

発見した「宇宙」「JAXA」を含む記事

358件 

ブログカレンダー
縦：議員の記事（過去10年分）

  ☆黄部分＝役職就任時
横：日付、宇宙関連のイベント

記事に含まれる内容が乏しい 

言語解析できず 

Twitter まとめ 

Twitterの内容は北朝鮮ロケットやイプシロンの事など、宇宙についての知識が
少なくてもつぶやける物が多い 

→国会議員の宇宙に関する知識は少ないのではないか 

JAXAがツイッターを利用した調査を行うとしたら・・・ 

今回のTwitter調査で得られたデータ量・質では統計的に分析すること
は不可能であった。

今年解禁したネット選挙 
しかし、朝日新聞の調査によると利用者は一割にも満たない 
国会議員, 国民にネット選挙が浸透してから調査を開始したらどうか？ 

This document is provided by JAXA.
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国会議事録での調査

 調査目的：国会議員の関心分野を探る

 調査対象：国会議事録HPから過去４年分

麻生政権時       2008/9/24~2009/9/16
民主党政権時     2009/9/17~2012/12/16
安倍政権時  2012/12/17~2013/6/21

民主党政権時での自民党・民主党の「宇宙」への関心

言及の割合[%] 言及の割合[%]

自民党 民主党

【ブログ調査に関する注意点】

①記事の内容

○○委員会に参加したor△△プロジェクトは素晴らしい！

→報告と意見の差別化が必要

②更新頻度

最新の話題について興味がないorブログを利用しなくなった

→コメントしない≠興味がない

【今後の調査提案】

ブログに宇宙関連の意見を書く議員が少ない

→かかる時間・労力に比べ成果が小さい

SNSの調査に関して（ブログ）

※これまでノーマークだった議員を発見する可能性あり
  例 山谷えり子参議院議員[自民党]
    ：山本一太氏のブログ記事・国会議事録に登場
→新たな議員を発見するためには…
   他の議員のブログ、国会での発言をもとに調査対象を決定

調査するべきではない

This document is provided by JAXA.
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国会議事録での調査

 所属者は安倍晋三 岸田文雄 小野寺五典など

 「日本」、「開発」が有意に多い

開発に興味がある９名 
 

宇宙開発に興味のある自民党議員の誰が、どの分野に関心があるのか？

2013年9月現在 自民党議員 410名

6.8％の自民党議員しか公の場での発言はみられなかった

国会議事録での調査

現職自民党議員の発言傾向

（縦軸：発言のあった会議数）

宇宙関連の発言 28名

 安倍政権（2012/12/16~2013/6/21）での自民党議員の発言傾向 

This document is provided by JAXA.
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 所属者は坂本哲志 田中良生 柴山昌彦など

 全体的に言及が少ない

 特に「科学技術」「開発」は有意に少ない

 「衛星」「情報通信」などの分野に興味

国会議事録を新たな分析手法（テキストマイニング）をすることで

議員の意識傾向が大まかに知ることができる！

衛星利用に興味がある５名 
 

国会議事録での調査

国会議事録での調査

特に科学技術に興味がある１１名 
 

 所属者は山本一太 下村博文 岡田広など

 全体的に言及が多い

 特に「日本」「科学技術」「国際」「産業」が有意に多い

This document is provided by JAXA.
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調査・分析の新たな段階へ

 国会議員の宇宙開発に関する発言

国会議事録でしか発言を十分に収集できなかった。

特にSNSでは期待していた具体的な内容や個人的な意見を詳
しく述べていなかった

発言は慎重なものに ・ 専門的な知識がない

考察

国会議事録 国会議員ブログ

宇宙政策委員会
議事録

国会議員twitter

実質的に政策決定に影響を及ぼして
いると考えられる「オピニオンリーダー」に注目

 全体傾向・・・過去５年間にわたり「安全保障」「科学技術」に対して「産業」の

          言及が少ない

0% 20% 40% 60% 80% 100%

麻生政権 

民主党政権時代 

安倍政権 

言及なし 

言及あり 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

麻生政権 

民主党政権時代 

安倍政権 

言及なし 

言及あり 

科学技術 産業

まとめ

現与党である自民党議員の宇宙政策に対する意識が低く、その中でも特に

「産業」に対する意識は低い

国会議事録での調査

52％

43％

45％ 23％

15％

16％
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0

10

20

30

40

50

60

70

80

90

100

言及率[％]

宇宙政策委員会議事録

3.3%8.6% 1.8% 1.9%4.7% 2.8% 1.9%

松井孝典委員長代理の発言傾向

宇宙政策委員会議事録

 目的  
 

 対象 ： 委員 ＝オピニオンリーダー 
【委員会メンバー】 
    葛西敬之 松井孝典 青木節子  中須賀真一  松本紘  山川宏 山崎直子  

 
 期間 ： 第１回～第１５回（平成２４年～平成２５年） 
 

 
 分析 ：委員個人ごと、委員全体として議事録の発言を分析 
     （対応のある１要因分散分析） 

 
 
 

 

宇宙政策におけるオピニオンリーダーの 
関心の高い分野について把握する 

This document is provided by JAXA.
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まとめ  問題１

問題１ 議員に対して専門的な知識のフォロー不足

例：環境政策との比較

 自民党における会議でのヒアリングの回数
2013年5月から9月に実施されたもの（自民党HP会議情報に掲載のもの）

環境政策

５回
宇宙政策

１回

宇宙政策委員会議事録

 

【結果】   
 

【考察】 
 宇宙政策委員会は大臣に対し 

会議として結論を示すことを重視 

 

各委員は少なくとも宇宙政策委員会の場では、 
特定の分野に偏った意見を述べることを避けている 

ある分野について統計的に特に多く言及するといった
傾向はみられない

This document is provided by JAXA.
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最終提案

まとめ  問題２

問題２ 宇宙開発と産業の結びつきについての     
議員の理解が不十分

根拠：

 

安全保障政策

情報通信政策

宇宙政策
（宇宙基本法）

宇宙政策に関する発言のなかで、「産業」についての
言及が少ない（国会議事録統計データ）

科学技術 産業

This document is provided by JAXA.
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Space 
Contest

Space 
Technology

JAXA主催による巨大プロジェクト

問題２に対する提案

JAXA
オピニオン
リーダー

企業

国民

国会議員

国民の支持

企業・オピニオンリーダー・国民の働きかけによる解決策

企業
オピニオンリーダー

に宇宙開発技術の産業への応用を活発にさせる

国会議員に宇宙開発は産業に活かせることを意識させる

国民

具体策は？

国民の力も使って間接的に働きかける

Copyright のため非表示

This document is provided by JAXA.
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参加対象

①大学ゼミ対抗（＋企業参戦も推奨） ②大学生と企業がチームを組んでチーム対決

VS VS

大学ゼミ・企業がプライドを賭けて本気の勝負！

新聞・雑誌 TV youtubeなどで
動画配信

国民が視聴→宇宙への関心増加

解決への後押し

ローバー技術

宇宙開発の技術が国民の生活の
何に応用できるかを明確に示す

大会内容

例）火災が起きても
崩壊しない家

キャンサット打ち上げ

マテリアル開発（耐熱など）

例）震災直後の道路状態でも
安定した走行ができる

例）月面での状況下でも正確に
走行できるアイディアや技術

例）火星でも使用できるよう
な耐熱性を備えた素材

例）少量の燃料でどれだけ高く、
正確に飛ばすことができるか 例）自動車や飛行機の

燃費性能の向上

宇宙開発技術の応用性を
国民が実感

など

宇宙開発って
意味あるの？ こんな所に応用

されていたんだ！

解決への後押し

This document is provided by JAXA.
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VS◯◯ゼミ
（◯◯大学）

△△ゼミ
（△△大学）

大学ゼミ・企業がプライド
を賭けて本気の勝負！！

企業A

VS

キャンサット打ち上げ

ローバー技術

マテリアル開発
（耐寒、耐熱など）

宇宙開発の技術が国民
の生活の何に応用でき

るかを明確に示す

オピニオンリーダーや
企業との交流の場

協賛を募ればより充実
したコンテストへ

国民、企業、オピニオン
リーダーを巻き込んだ
巨大なプロジェクト

内容

企業ブース（技術展）を
併設し企業のアピール

の場へ

①

② ◯◯大学生

企業B
＋

△△大学生

＋

企業A

後押し
解決策

講演

特別講演や招待講演を実施し来場
者に向けて宇宙開発の現状や最先
端技術、宇宙技術と産業の結びつき
の事例等を紹介

企業ブース
JAXAや協賛企業、参加企業が来場者
や他企業者に向けて紹介・交流する場

宇宙コンテストに併設して様々な企画を実施

宇宙フェスタ
各企業やJAXAがそれぞれ趣向をこらした軽食やお酒
をふるまい、来場者や企業の方、JAXAの方が気軽な
コミュニケーションを図れる場

ETロボコン2012
に併設された より抜粋

This document is provided by JAXA.



 
 
 

 

JAXA×早稲田大学プロフェッショナルズワークショップ 

政策決定者の調査及び提案 

補足資料① 調査結果 

 

 

 A 班 

磯山 智美 

三橋 怜 

小林 彩子 

青柳 裕 

山脇 穂高 
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Twitter 調査 

① 方法 
Twitter 公式アカウント https://twitter.com/search-advanced を使用し、 
国会議員の twitter アカウントを設定し宇宙に関するつぶやきを収集。 
 
調査結果 

国会議員の twitter利用者数は年々増加している。（これは国民全体の twitter
利用者数の増加と似ているため国会議員に限った話ではない）。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
Twitter 利用者の国内推移 
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② 分析結果１ 
国会議員の宇宙に関するつぶやきの内容は以下の通りであった。 
詳細はエクセルにまとめてある。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

国際関係 

26% 

ロケット 

15% 
技術 

12% 
宇宙利用 

8% 

産業 

8% 

防衛 

8% 

その他 

23% 

国際関係 
ロケット 
技術 
宇宙利用 
産業 
防衛 
その他 
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ブログ調査 
① 方法 
総務部の方から頂いた「宇宙に関心のある国会議員リスト」を基にブログにお

いて「宇宙」「JAXA」のどちらかが含まれる記事を収集。 
 

② 結果 

 

 
 
 
「宇宙」「JAXA」いずれかを含むブログ記事の総数        ３５８件 
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③ ブログカレンダーサンプル 
   日付 イベント 山本一太 

2013 

９月   1:米の議員団と懇談 

８月 4:こうのとり成功 27:イプシロン延期 3・4:こうのとり 25・26:イプシロン etc. 

７月   16:宇宙政策 etc. 

６月   4・6:総合科学技術会議 etc. 

５月   3:宇宙基本計画 etc. 

４月   15:宇宙産業 25:宇宙政策委員会  

３月     

２月   17:宇宙政策 

１月   25:宇宙基本計画 9:宇宙センター 

2012 

１２月   26:宇宙政策担当大臣就任 

１１月     

１０月     

９月     

８月     

７月 21:こうのとり（３号機）成功 19:はやぶさ２ 

６月     

５月   15・16:はやぶさ２ 

４月     

３月     

２月     

１月     

 
 
縦：議員の記事（過去 10 年分） ☆黄部分＝役職就任時  
横：日付、宇宙関連のイベント  
※ファイルの大きさの都合上一部省略、本体は Excel データで提出 
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④ 考察 
・記事の内容が議員によって異なる。 
「○○委員会に参加した」など報告のみ載せる人 
「△△プロジェクトは素晴らしい！ 」など自らの意見を載せる人 

→報告と意見の差別化が必要  
・更新頻度が議員によって異なる  
毎日更新 or 月一更新 or 不定期更新  

→コメントしない＝興味がないとはいえない  
 
【今後の調査】 
そもそもブログに宇宙関連の記事を載せる議員が少ない  
→かかる時間・労力に比べ成果が小さい 
→基準を満たさないブログは調査対象から外すことを検討するべき  

 基準例  1.活動報告のみの記載  
      2.最終更新日が 1 年以上前  

※役職等に関係なく宇宙についてブログで言及している議員を発見する場合有 
  例 山谷えり子参議院議員[自民党] 
    ：山本一太氏の宇宙関連の記事の中に登場、また議事録においても 
     はやぶさ 2 などについての発言が数回みられた。 
→新たな議員を発見するためには他の議員のブログ、国会議事録等を並行して

使うことが有効。 
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国会議事録調査 
1. 目的 
 政策を決定する国会会議における国会議員の「宇宙」に関する発言を収集、

調査することで宇宙に対しどのような政策に興味があるのかを分析する。 
2. 分析対象、手法 
2.1 分析対象 

国会会議録検索ページ（http://kokkai.ndl.go.jp/）の「詳細検索」について 
１） [機関指定]の欄に「平成 20 年 8 月 7 日～平成 25 年 8 月 7 日」と設定 

（抽出開始日より 5 年分のデータ） 
 

２） [発言者指定]の欄の[所属会派]に「自由民主党 自由民主党・たちあがれ

日本・無所属の会 自由民主党・改革クラブ 自由民主党・無所属の会」の

場合と「民主党・新緑風会、民主党・新緑風会・国民新・日本、民主党・

新緑風会・国民新党、 民主党・無所属クラブ、民主党・無所属クラブ・

国民新党」の場合それぞれを用意する。 
 

３） [検索語指定]に「宇宙」「JAXA」「衛星」を記入 
以上を踏まえて検索し、発言があった議員と[検索語指定]に指定した単語を含

む段落をそれぞれ抽出した。そのうえで分析範囲を 
「自民党議員（麻生政権時：平成 20 年 9 月 24 日～平成 21 年 9 月 16 日）」 
「自民党議員（民主党政権時：平成 21 年 9 月 16 日～平成 24 年 12 月 26 日）」 
「自民党議員（安倍政権時：平成 24 年 12 月 26 日～平成 25 年 6 月 21 日）」 
「民主党議員（民主党政権時：平成 21 年 9 月 16 日～平成 24 年 12 月 26 日）」 
と分けた。 
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2.2 分析手法 
 議員ごとの発言をSPSS Text Analytics for Surveys（以下、STAS）で品詞分

解し、SPSS Statistics（以下、SPSS）でコレスポンデンス分析とクラスター分

析で議員のカテゴリー化（民主党政権時のみ品詞カテゴリーのクラスター化を

行った）を行った後、議員のカテゴリーごとにクロス集計表を作成した。その

上で作成したクロス集計表についてχ2検定 1、残差分析 2を行い、各単語の出現

頻度を比較した。 
3. 分析結果 
3.1 自民党議員（麻生政権時：平成 20 年 9 月 24 日～平成 21 年 9 月 16 日） 
3.1.1 抽出 

麻生政権時の自民党議員の発言を分析対象とし、以下の 13 個の品詞カテゴ

リーに分類した。 
 
情報通信、法、開発、宇宙飛行士・有人、宇宙ステーション、人工衛星、予算、

政策、戦略、国防、ＪＡＸＡ、産業、科学技術 

 

3.1.2 コレスポンデンス分析・クラスター分析 
 麻生政権時に発言のあった以下の議員についてコレスポンデンス分析及びク

ラスタ分析を用いて発言があった議員を５グループに分類した。 
 

 

 

 

 

 

  
                                            
1χ2検定とはある理論値を想定した時、実際の観測値と理論値のズレを調べるための統計解

析法のことである。今回の場合、各議員グループについて特定の品詞への言及パターンに

おける人数の相違が有意でるかを検討するのに用いた。今回はこれに付随して求められる

漸近有為確率が 0.05 以下の時、有意な相違が生じていると判断する。 
 
2残差分析とはクロス集計表においてχ2検定の結果が有意であった場合、どのセルがこの有

意性に貢献したかを判断する統計解析法。絶対値が 1.96 以上で有意となる。また、クロス

集計表のセル内に表示されるアルファベット a,b が異なっているとき有意な差があると判

断する。 
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ID 発言者
1 伊藤信太郎 
2 井澤京子
3 薗浦健太郎 
4 塩谷立
5 岡田広
6 河村建夫
7 岸信夫
8 吉野正芳
9 橋本聖子
10 金子一義
11 古川禎久
12 荒井広幸
13 佐藤正久
14 山谷えり子 
15 山本一太
16 山本順三
17 寺田稔
18 小坂憲次 
19 小池百合子 
20 松山政司
21 松野博一
22 新藤義孝
23 石井みどり 
24 浅野勝人
25 倉田雅年
26 増原義剛
27 谷川秀善 
28 中山泰秀
29 中曽根弘文
30 仲村正治
31 町村信孝
32 長島忠美
33 塚田一郎
34 田中良生
35 二階俊博
36 馬渡龍治 
37 鳩山邦夫
38 浜田靖一
39 武藤容治 
40 福井照
41 北川イッセイ 
42 北村誠吾
43 麻生太郎
44 野田聖子図 1 クラスター分析（麻生政権） 
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グループの構成は以下の通りであった。 
グループ1 

伊藤信太郎 、薗浦健太郎 、塩谷立、岡田広、河村建夫、岸信夫、金子一義、

古川禎久、佐藤正久、山本一太、山本順三、寺田稔、小池百合子 、松山政司、

松野博一、倉田雅年、谷川秀善 、中山泰秀、中曽根弘文、仲村正治、長島忠美、

塚田一郎、馬渡龍治 、鳩山邦夫、浜田靖一、野田聖子 
 

グループ2 

井澤京子、吉野正芳、橋本聖子 
 
グループ3 
荒井広幸、山谷えり子 、小坂憲次 、新藤義孝、浅野勝人、増原義剛、町村信

孝、田中良生、北村誠吾 

 
グループ4 
石井みどり 

 

グループ5 
二階俊博、武藤容治 、福井照、北川イッセイ 、麻生太郎 
 
3.1.3 クロス集計表 
 3.1.2 クラスター分析をもとに作成した議員グループと、品詞カテゴリーを用

いてクロス集計表を作成し、χ2検定と残差分析を行った。各クロス集計表は各

分析範囲の補足資料に示す。ここでは議員のカテゴリーごとにクロス集計表を

作って、品詞の出現頻度を比較したときの図をヒストグラムで示し、表示され

た残差をもとにどの議員グループがどのような品詞をよく発言をしているかを

調査した。 
 この際、各議員グループに所属する人数が異なるためにヒストグラムの縦軸

を言及率＝その品詞を発言した議員クループ内の議員数÷議員グループの人数

×100 で示し、各議員グループがどのような発言傾向をしているのか比較しや

すいよう表示した。 
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. 自民党議員（麻生政権）での発言傾向 
○ グループ１ 

 

・「情報通信」についての言及率は少ない 
（χ2(4)＝22.454 調整済み残差<-1.96） 
・「宇宙飛行士・有人」の言及は少ないが、言及率が低いわけではない。 
（χ2(4)＝25.671 調整済み残差 0.9） 
・「宇宙ステーション」の言及は少ないが、言及率が低いわけではない。 
（χ2(4)＝14.992 調整済み残差＝0.3） 
・「人工衛星」についての言及率は高い 
（χ2(4)＝20.304 調整済み残差>1.96） 
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○ グループ 2

 
・「宇宙飛行士・有人」についての言及率は高い。 
（χ2(4)＝25.671 調整済み残差>1.96） 
 
○グループ 3 

 
・「情報通信」についての言及率が高い 
（χ2(4)＝22.454 調整済み残差>1.96） 
・「法律」に言及してはいるものの、言及率が低いわけではない。（χ2(4)＝7.555） 
・「政策」に言及してはいるものの、言及率が低いわけではない。 
（χ2（4）＝2.518） 
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○グループ 4 

 

・「宇宙ステーション」にのみ言及していた。 
（χ2(4)＝14.942 調整済み残差>1.96） 
 
○ グループ 5 

 
・「産業」カテゴリーへの言及率が高い 
（χ2(4)＝21.005 調整済み残差>1.96） 
・それ以外については発言してはいるものの多いわけではない。 
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※補足（議員のカテゴリごとのクロス集計表） 
ここでのクラスターは議員グループを示す。χ2検定が有意の場合（漸近有意確

率<0.05）、残差の絶対値を見て有意な違いを判断する（絶対値 1.96 以上）。 
 
議員グループ * 情報通信 

    
      クロス表 

  

情報通信 

合計 .0 1.0 

議員グループ 1 度数 22a 4b 26 

調整済み残差 2.1 -2.1   

2 度数 3a 0a 3 

調整済み残差 1.1 -1.1   

3 度数 1a 8b 9 

調整済み残差 -4.7 4.7   

4 度数 1a 0a 1 

調整済み残差 .6 -.6   

5 度数 5a 0a 5 

調整済み残差 1.5 -1.5   

合計 度数 32 12 44 

各サブスクリプト文字は、列の比率が .05 レベルでお互いに有意差がない 情報通信 のカテゴリのサブ

セットを示します。 

      カイ 2 乗検定 

  

  値 自由度 

漸近有意

確率 (両

側) 

  Pearson のカイ 2 乗 22.454a 4 .000 

  尤度比 22.960 4 .000 

  線型と線型による連関 .938 1 .333 

  有効なケースの数 44     

  a. 7 セル (70.0%) は期待度数が 5 未満です。最小期待度数は .27 です。  

194 宇宙航空研究開発機構特別資料  JAXA-SP-13-019

This document is provided by JAXA.



 

 

議員グループ * 法 

    
      クロス表 

  

法 

合計 .0 1.0 

議員グループ 1 度数 13a 13b 26 

調整済み残差 -2.7 2.7   

2 度数 3a 0a 3 

調整済み残差 1.3 -1.3   

3 度数 8a 1a 9 

調整済み残差 1.6 -1.6   

4 度数 1a 0a 1 

調整済み残差 .7 -.7   

5 度数 4a 1a 5 

調整済み残差 .7 -.7   

合計 度数 29 15 44 

各サブスクリプト文字は、列の比率が .05 レベルでお互いに有意差がない 法 のカテゴリのサブセットを

示します。 

      カイ 2 乗検定 

  

  値 自由度 

漸近有意

確率 (両

側) 

  Pearson のカイ 2 乗 7.555a 4 .109 

  尤度比 9.137 4 .058 

  線型と線型による連関 4.194 1 .041 

  有効なケースの数 44     

  a. 7 セル (70.0%) は期待度数が 5 未満です。最小期待度数は .34 です。 
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      議員グループ * 開発 

    
      クロス表 

  

開発 

合計 .0 1.0 

議員グループ 1 度数 16a 10a 26 

調整済み残差 -.3 .3   

2 度数 3a 0a 3 

調整済み残差 1.4 -1.4   

3 度数 5a 4a 9 

調整済み残差 -.6 .6   

4 度数 1a 0a 1 

調整済み残差 .8 -.8   

5 度数 3a 2a 5 

調整済み残差 -.2 .2   

合計 度数 28 16 44 

各サブスクリプト文字は、列の比率が .05 レベルでお互いに有意差がない 開発 のカテゴリのサブセット

を示します。 

      カイ 2 乗検定 

  

  値 自由度 

漸近有意

確率 (両

側) 

  Pearson のカイ 2 乗 2.618a 4 .624 

  尤度比 3.940 4 .414 

  線型と線型による連関 .000 1 1.000 

  有効なケースの数 44     

  a. 7 セル (70.0%) は期待度数が 5 未満です。最小期待度数は .36 です。 
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      議員グループ * 宇宙飛行士有人 

    
      クロス表 

  

宇宙飛行士有人 

合計 .0 1.0 

議員グループ 1 度数 24a 2a 26 

調整済み残差 .9 -.9   

2 度数 0a 3b 3 

調整済み残差 -5.0 5.0   

3 度数 9a 0a 9 

調整済み残差 1.2 -1.2   

4 度数 1a 0a 1 

調整済み残差 .4 -.4   

5 度数 5a 0a 5 

調整済み残差 .9 -.9   

合計 度数 39 5 44 

各サブスクリプト文字は、列の比率が .05 レベルでお互いに有意差がない 宇宙飛行士有人 のカテゴリの

サブセットを示します。 

      カイ 2 乗検定 

  

  値 自由度 

漸近有意

確率 (両

側) 

  Pearson のカイ 2 乗 25.671a 4 .000 

  尤度比 17.055 4 .002 

  線型と線型による連関 .462 1 .497 

  有効なケースの数 44     

  a. 8 セル (80.0%) は期待度数が 5 未満です。最小期待度数は .11 です。 

    

197JAXA × WASEDA プロフェッショナルズ・ワークショップ 2013 ビッグデータを活用した
斬新な企画を提案し、宇宙開発に役立てよう！ 成果報告書

This document is provided by JAXA.



 

      議員グループ * 宇宙ステーション 

   
      クロス表 

  

宇宙ステーション 

合計 .0 1.0 

議員グループ 1 度数 24a 2a 26 

調整済み残差 -.3 .3   

2 度数 3a 0a 3 

調整済み残差 .5 -.5   

3 度数 9a 0a 9 

調整済み残差 .9 -.9   

4 度数 0a 1b 1 

調整済み残差 -3.7 3.7   

5 度数 5a 0a 5 

調整済み残差 .6 -.6   

合計 度数 41 3 44 

各サブスクリプト文字は、列の比率が .05 レベルでお互いに有意差がない 宇宙ステーション のカテゴリ

のサブセットを示します。 

 

 

 

     カイ 2 乗検定 

  

  値 自由度 

漸近有意

確率 (両

側) 

  Pearson のカイ 2 乗 14.942a 4 .005 

  尤度比 7.802 4 .099 

  線型と線型による連関 0.000 1 1.000 

  有効なケースの数 44     

  a. 8 セル (80.0%) は期待度数が 5 未満です。最小期待度数は .07 です。 
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議員グループ * 人工衛星 

    
      クロス表 

  

人工衛星 

合計 .0 1.0 

議員グループ 1 度数 1a 25b 26 

調整済み残差 -3.6 3.6   

2 度数 3a 0b 3 

調整済み残差 3.3 -3.3   

3 度数 3a 6a 9 

調整済み残差 .9 -.9   

4 度数 1a 0a 1 

調整済み残差 1.9 -1.9   

5 度数 2a 3a 5 

調整済み残差 1.0 -1.0   

合計 度数 10 34 44 

各サブスクリプト文字は、列の比率が .05 レベルでお互いに有意差がない 人工衛星 のカテゴリのサブ

セットを示します。 

      カイ 2 乗検定 

  

  値 自由度 

漸近有意

確率 (両

側) 

  Pearson のカイ 2 乗 20.304a 4 .000 

  尤度比 20.500 4 .000 

  線型と線型による連関 6.625 1 .010 

  有効なケースの数 44     

  a. 7 セル (70.0%) は期待度数が 5 未満です。最小期待度数は .23 です。 
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      議員グループ * 予算 

    
      クロス表 

  

予算 

合計 .0 1.0 

議員グループ 1 度数 19a 7b 26 

調整済み残差 -2.4 2.4   

2 度数 3a 0a 3 

調整済み残差 .8 -.8   

3 度数 9a 0a 9 

調整済み残差 1.5 -1.5   

4 度数 1a 0a 1 

調整済み残差 .4 -.4   

5 度数 5a 0a 5 

調整済み残差 1.0 -1.0   

合計 度数 37 7 44 

各サブスクリプト文字は、列の比率が .05 レベルでお互いに有意差がない 予算 のカテゴリのサブセット

を示します。 

      カイ 2 乗検定 

  

  値 自由度 

漸近有意

確率 (両

側) 

  Pearson のカイ 2 乗 5.763a 4 .218 

  尤度比 8.268 4 .082 

  線型と線型による連関 4.261 1 .039 

  有効なケースの数 44     

  a. 8 セル (80.0%) は期待度数が 5 未満です。最小期待度数は .16 です。 
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      議員グループ * 政策 

    
      クロス表 

  

政策 

合計 .0 1.0 

議員グループ 1 度数 20a 6a 26 

調整済み残差 -1.0 1.0   

2 度数 2a 1a 3 

調整済み残差 -.7 .7   

3 度数 8a 1a 9 

調整済み残差 .6 -.6   

4 度数 1a 0a 1 

調整済み残差 .5 -.5   

5 度数 5a 0a 5 

調整済み残差 1.1 -1.1   

合計 度数 36 8 44 

各サブスクリプト文字は、列の比率が .05 レベルでお互いに有意差がない 政策 のカテゴリのサブセット

を示します。 

      カイ 2 乗検定 

  

  値 自由度 

漸近有意

確率 (両

側) 

  Pearson のカイ 2 乗 2.518a 4 .641 

  尤度比 3.536 4 .472 

  線型と線型による連関 1.955 1 .162 

  有効なケースの数 44     

  a. 8 セル (80.0%) は期待度数が 5 未満です。最小期待度数は .18 です。 
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      議員グループ * 戦略 

    
      クロス表 

  

戦略 

合計 .0 1.0 

議員グループ 1 度数 17a 9b 26 

調整済み残差 -2.8 2.8   

2 度数 3a 0a 3 

調整済み残差 .9 -.9   

3 度数 9a 0a 9 

調整済み残差 1.7 -1.7   

4 度数 1a 0a 1 

調整済み残差 .5 -.5   

5 度数 5a 0a 5 

調整済み残差 1.2 -1.2   

合計 度数 35 9 44 

各サブスクリプト文字は、列の比率が .05 レベルでお互いに有意差がない 戦略 のカテゴリのサブセット

を示します。 

      カイ 2 乗検定 

  

  値 自由度 

漸近有意

確率 (両

側) 

  Pearson のカイ 2 乗 7.833a 4 .098 

  尤度比 11.043 4 .026 

  線型と線型による連関 5.792 1 .016 

  有効なケースの数 44     

  a. 7 セル (70.0%) は期待度数が 5 未満です。最小期待度数は .20 です。 
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      議員グループ * 国防 

    
      クロス表 

  

国防 

合計 .0 1.0 

議員グループ 1 度数 7a 19b 26 

調整済み残差 -3.0 3.0   

2 度数 3a 0b 3 

調整済み残差 2.0 -2.0   

3 度数 6a 3a 9 

調整済み残差 1.4 -1.4   

4 度数 1a 0a 1 

調整済み残差 1.1 -1.1   

5 度数 3a 2a 5 

調整済み残差 .7 -.7   

合計 度数 20 24 44 

各サブスクリプト文字は、列の比率が .05 レベルでお互いに有意差がない 国防 のカテゴリのサブセット

を示します。 

      カイ 2 乗検定 

  

  値 自由度 

漸近有意

確率 (両

側) 

  Pearson のカイ 2 乗 10.461a 4 .033 

  尤度比 12.156 4 .016 

  線型と線型による連関 4.692 1 .030 

  有効なケースの数 44     

  a. 8 セル (80.0%) は期待度数が 5 未満です。最小期待度数は .45 です。 

  
        

203JAXA × WASEDA プロフェッショナルズ・ワークショップ 2013 ビッグデータを活用した
斬新な企画を提案し、宇宙開発に役立てよう！ 成果報告書

This document is provided by JAXA.



 

      議員グループ * ＪＡＸＡ 

    
      クロス表 

  

ＪＡＸＡ 

合計 .0 1.0 

議員グループ 1 度数 21a 5b 26 

調整済み残差 -2.0 2.0   

2 度数 3a 0a 3 

調整済み残差 .6 -.6   

3 度数 9a 0a 9 

調整済み残差 1.2 -1.2   

4 度数 1a 0a 1 

調整済み残差 .4 -.4   

5 度数 5a 0a 5 

調整済み残差 .9 -.9   

合計 度数 39 5 44 

各サブスクリプト文字は、列の比率が .05 レベルでお互いに有意差がない ＪＡＸＡ のカテゴリのサブ

セットを示します。 

      カイ 2 乗検定 

  

  値 自由度 

漸近有意

確率 (両

側) 

  Pearson のカイ 2 乗 3.905a 4 .419 

  尤度比 5.700 4 .223 

  線型と線型による連関 2.888 1 .089 

  有効なケースの数 44     

  a. 8 セル (80.0%) は期待度数が 5 未満です。最小期待度数は .11 です。 
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      議員グループ * 産業 

    
      クロス表 

  

産業 

合計 .0 1.0 

議員グループ 1 度数 21a 5a 26 

調整済み残差 .7 -.7   

2 度数 3a 0a 3 

調整済み残差 1.0 -1.0   

3 度数 9a 0a 9 

調整済み残差 1.8 -1.8   

4 度数 1a 0a 1 

調整済み残差 .5 -.5   

5 度数 0a 5b 5 

調整済み残差 -4.4 4.4   

合計 度数 34 10 44 

各サブスクリプト文字は、列の比率が .05 レベルでお互いに有意差がない 産業 のカテゴリのサブセット

を示します。 

      カイ 2 乗検定 

  

  値 自由度 

漸近有意

確率 (両

側) 

  Pearson のカイ 2 乗 21.005a 4 .000 

  尤度比 21.708 4 .000 

  線型と線型による連関 6.625 1 .010 

  有効なケースの数 44     

  a. 7 セル (70.0%) は期待度数が 5 未満です。最小期待度数は .23 です。 
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議員グループ * 科学技術 

    
      クロス表 

  

科学技術 

合計 .0 1.0 

議員グループ 1 度数 14a 12a 26 

調整済み残差 -.1 .1   

2 度数 2a 1a 3 

調整済み残差 .4 -.4   

3 度数 6a 3a 9 

調整済み残差 .8 -.8   

4 度数 1a 0a 1 

調整済み残差 .9 -.9   

5 度数 1a 4a 5 

調整済み残差 -1.6 1.6   

合計 度数 24 20 44 

各サブスクリプト文字は、列の比率が .05 レベルでお互いに有意差がない 科学技術 のカテゴリのサブ

セットを示します。 

      カイ 2 乗検定 

  

  値 自由度 

漸近有意

確率 (両

側) 

  Pearson のカイ 2 乗 3.956a 4 .412 

  尤度比 4.463 4 .347 

  線型と線型による連関 .422 1 .516 

  有効なケースの数 44     

  a. 8 セル (80.0%) は期待度数が 5 未満です。最小期待度数は .45 です。 
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3.2 自民党議員（民主党政権時：平成 21 年 9 月 16 日～平成 24 年 12 月 26 日） 
3.2.1 抽出 

麻生政権時の自民党議員の発言を分析対象とし、以下の 19 個の品詞カテゴ

リーに分類した。 
 
宇宙ステーション、宇宙飛行士・有人、アジア太平洋、政策、国際関係、JAXA、

放射能・原子力、科学技術、産業、防災、欧米、開発、人工衛星、予算、中国、

国防、法律、情報通信、戦略 

 

3.2.2 コレスポンデンス分析・クラスター分析 
 民主党政権時に発言のあった以下の議員についてコレスポンデンス分析及び

クラスター分析を用いて発言があった議員を５グループに分類した。（図 1） 
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ID 発言者
1 あべ俊子
2 愛知治郎
3 伊東良孝 
4 稲田朋美
5 永岡桂子
6 衛藤晟一 
7 岡田広
8 下村博文
9 加納時男
10 河村建夫 
11 河野太郎 
12 丸山和也
13 岩屋毅
14 義家弘介
15 吉田博美
16 吉野正芳
17 橘慶一郎
18 宮沢洋一
19 熊谷大
20 古川禎久
21 耕弘成
22 高階恵美子 
23 今津寛
24 佐藤信秋
25 佐藤正久
26 佐藤勉
27 坂本哲志
28 山谷えり子
29 山東昭子
30 柴山昌彦
31 若林健太 
32 秋葉賢也
33 小坂憲次
34 小池百合子 
35 小野寺五典 
36 松村龍二  
37 城内実
38 新藤義孝
39 水落敏栄 
40 菅原一秀
41 西村康稔 
42 青木一彦
43 石破茂
44 川口順子
45 大江康弘
46 谷川秀善
47 丹羽秀樹
48 馳浩
49 中西祐介
50 中川秀直
51 中谷元
52 町村信孝
53 長島忠美
54 塚田一郎
55 鶴保庸介
56 徳田毅
57 二之湯智
58 武部勤
59 福井照
60 平井たくや
61 平将明
62 片山さつき 
63 末松信介
64 茂木敏充
65 野田聖子 
66 有村治子
67 林幹雄
68 礒崎陽輔 

図 2 クラスター分析（民主党政権時） 
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各グループの構成は以下の通りであった。 
グループ 1 
あべ俊子、吉田博美、古川禎久、世耕弘成、佐藤信秋、若林健太 、秋葉賢也、

青木一彦、徳田毅、片山さつき 
グループ 2 
愛知治郎 
グループ 3 
伊東良孝 、吉野正芳、林幹雄 
グループ 4 
稲田朋美 
グループ 5 
永岡桂子、衛藤晟一 、河野太郎 、岩屋毅、佐藤勉、坂本哲志、柴山昌彦、小

野寺五典 、石破茂、大江康弘、谷川秀善、中川秀直、鶴保庸介、末松信介、礒

崎陽輔 
グループ 6 
岡田広、下村博文、河村建夫 、義家弘介、橘慶一郎、宮沢洋一、熊谷大、高階

恵美子 、今津寛、佐藤正久、山谷えり子、山東昭子、小坂憲次、小池百合子 、
松村龍二  、新藤義孝、水落敏栄 、菅原一秀、西村康稔 、川口順子、 
丹羽秀樹、馳浩、中西祐介、中谷元、町村信孝、長島忠美、塚田一郎、 
平井たくや、平将明、茂木敏充、有村治子 
グループ 7 
加納時男、丸山和也、二之湯智 
グループ 8 
城内実、武部勤、福井照 
グループ９ 
野田聖子 
 
  

209JAXA × WASEDA プロフェッショナルズ・ワークショップ 2013 ビッグデータを活用した
斬新な企画を提案し、宇宙開発に役立てよう！ 成果報告書

This document is provided by JAXA.



 

3.2.3 クロス集計表 
 3.1.3 と同様 
 
自民党議員の発言傾向（民主党政権時代 2009/9/16~2012/12/26） 
○ グループ 1 

 
・「防災」についての言及率は高い。（χ2(8)＝34.752 調整済み残差>1.96） 
・「人工衛星」に言及してはいるものの、言及率が高いわけではない。 
 
○グループ 2 

 
・「産業」にのみ言及していた。（χ2(8)＝16.313 調整済み残差>1.96） 
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○ グループ 3 

 
・「放射能・原子力」についての言及率は高い。 
（χ2(8)＝68.000 調整済み残差>1.96） 
・「人工衛星」に言及してはいるものの、言及率が高いわけではない。 
 
○グループ 4 

 
・「予算」にのみ言及していた。（χ2(8)＝19.167 調整済み残差>1.96） 
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○ グループ 5 

 
・「科学技術」についての言及率は低い。（χ2(8)＝31.037 調整済み残差<-1.96） 
・「人工衛星」についての言及率は高い。（χ2(8)＝34.297 調整済み残差>1.96） 
・「欧米」「法律」「戦略」の言及は少ないが、言及率が低いわけではない。 
 
 
○ グループ 6 

 
・「宇宙ステーション」「宇宙飛行士・有人」「中国」などの言及は少ないが、言

及率が低いわけではない。 
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○ グループ 7 

 

・「科学技術」についての言及率は高い。（χ2(8)＝31.037 調整済み残差>1.96） 
 
○ グループ 8 

 

・「国際関係」についての言及率は高い。（χ2(8)＝11.680 調整済み残差>1.96） 
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○ グループ 9 

 

・「政策」についての言及率は高い。（χ2(8)＝16.313 調整済み残差>1.96） 
 
※補足資料（議員のカテゴリごとのクロス集計表） 
χ2検定が有意の場合（漸近有意確率<0.05）、調整済み残差の絶対値を見て有意

な違いを判断する（絶対値 1.96 以上）。赤丸で囲ったところは意味のある値で

ある。 
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議員グループ * 宇宙ステーション 

 

 

クロス表 

 宇宙ステーション 合計 

.0 1.0 

議員グループ 

1.0 
度数 10a 0a 10 

調整済み残差 .7 -.7  

2.0 
度数 1a 0a 1 

調整済み残差 .2 -.2  

3.0 
度数 3a 0a 3 

調整済み残差 .4 -.4  

4.0 
度数 1a 0a 1 

調整済み残差 .2 -.2  

5.0 
度数 15a 0a 15 

調整済み残差 .9 -.9  

6.0 
度数 28a 3a 31 

調整済み残差 -1.9 1.9  

7.0 
度数 3a 0a 3 

調整済み残差 .4 -.4  

8.0 
度数 3a 0a 3 

調整済み残差 .4 -.4  

9.0 
度数 1a 0a 1 

調整済み残差 .2 -.2  
合計 度数 65 3 68 

各サブスクリプト文字は、列の比率が .05 レベルでお互いに有意差がない 宇宙ステーション のカテゴ

リのサブセットを示します。 

 

カイ 2 乗検定 

 値 自由度 漸近有意確率 (両

側) 

Pearson のカイ 2 乗 3.746a 8 .879 

尤度比 4.879 8 .770 

線型と線型による連関 .785 1 .376 

有効なケースの数 68   
a. 15 セル (83.3%) は期待度数が 5 未満です。最小期待度数は .04 です。 
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議員グループ * 宇宙飛行士有人 

 

 

 

クロス表 

 宇宙飛行士有人 合計 

.0 1.0 

議員グループ 

1.0 
度数 10a 0a 10 

調整済み残差 .7 -.7  

2.0 
度数 1a 0a 1 

調整済み残差 .2 -.2  

3.0 
度数 3a 0a 3 

調整済み残差 .4 -.4  

4.0 
度数 1a 0a 1 

調整済み残差 .2 -.2  

5.0 
度数 15a 0a 15 

調整済み残差 .9 -.9  

6.0 
度数 28a 3a 31 

調整済み残差 -1.9 1.9  

7.0 
度数 3a 0a 3 

調整済み残差 .4 -.4  

8.0 
度数 3a 0a 3 

調整済み残差 .4 -.4  

9.0 
度数 1a 0a 1 

調整済み残差 .2 -.2  
合計 度数 65 3 68 

各サブスクリプト文字は、列の比率が .05 レベルでお互いに有意差がない 宇宙飛行士有人 のカテゴリ

のサブセットを示します。 

 

カイ 2 乗検定 

 値 自由度 漸近有意確率 (両

側) 

Pearson のカイ 2 乗 3.746a 8 .879 

尤度比 4.879 8 .770 

線型と線型による連関 .785 1 .376 

有効なケースの数 68   
a. 15 セル (83.3%) は期待度数が 5 未満です。最小期待度数は .04 です。 
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議員グループ * アジア太平洋 

 

 

 

クロス表 

 アジア太平洋 合計 

.0 1.0 

議員グループ 

1.0 
度数 10a 0a 10 

調整済み残差 1.0 -1.0  

2.0 
度数 1a 0a 1 

調整済み残差 .3 -.3  

3.0 
度数 3a 0a 3 

調整済み残差 .5 -.5  

4.0 
度数 1a 0a 1 

調整済み残差 .3 -.3  

5.0 
度数 15a 0a 15 

調整済み残差 1.2 -1.2  

6.0 
度数 26a 5b 31 

調整済み残差 -2.5 2.5  

7.0 
度数 3a 0a 3 

調整済み残差 .5 -.5  

8.0 
度数 3a 0a 3 

調整済み残差 .5 -.5  

9.0 
度数 1a 0a 1 

調整済み残差 .3 -.3  
合計 度数 63 5 68 

各サブスクリプト文字は、列の比率が .05 レベルでお互いに有意差がない アジア太平洋 のカテゴリの

サブセットを示します。 

 

カイ 2 乗検定 

 値 自由度 漸近有意確率 (両

側) 

Pearson のカイ 2 乗 6.441a 8 .598 

尤度比 8.332 8 .402 

線型と線型による連関 1.349 1 .245 

有効なケースの数 68   
a. 15 セル (83.3%) は期待度数が 5 未満です。最小期待度数は .07 です。 
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議員グループ * 政策 

 

 

 

クロス表 

 政策 合計 

.0 1.0 

議員グループ 

1.0 
度数 10a 0a 10 

調整済み残差 1.3 -1.3  

2.0 
度数 1a 0a 1 

調整済み残差 .4 -.4  

3.0 
度数 3a 0a 3 

調整済み残差 .7 -.7  

4.0 
度数 1a 0a 1 

調整済み残差 .4 -.4  

5.0 
度数 15a 0a 15 

調整済み残差 1.7 -1.7  

6.0 
度数 23a 8b 31 

調整済み残差 -2.8 2.8  

7.0 
度数 3a 0a 3 

調整済み残差 .7 -.7  

8.0 
度数 3a 0a 3 

調整済み残差 .7 -.7  

9.0 
度数 0a 1b 1 

調整済み残差 -2.6 2.6  
合計 度数 59 9 68 

各サブスクリプト文字は、列の比率が .05 レベルでお互いに有意差がない 政策 のカテゴリのサブセッ

トを示します。 

 

カイ 2 乗検定 

 値 自由度 漸近有意確率 (両

側) 

Pearson のカイ 2 乗 16.313a 8 .038 

尤度比 17.750 8 .023 

線型と線型による連関 4.610 1 .032 

有効なケースの数 68   
a. 15 セル (83.3%) は期待度数が 5 未満です。最小期待度数は .13 です。 
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議員グループ * 国際関係 

 

 

クロス表 

 国際関係 合計 

.0 1.0 

議員グループ 

1.0 
度数 8a 2a 10 

調整済み残差 .8 -.8  

2.0 
度数 1a 0a 1 

調整済み残差 .7 -.7  

3.0 
度数 2a 1a 3 

調整済み残差 -.1 .1  

4.0 
度数 1a 0a 1 

調整済み残差 .7 -.7  

5.0 
度数 12a 3a 15 

調整済み残差 1.0 -1.0  

6.0 
度数 19a 12a 31 

調整済み残差 -1.3 1.3  

7.0 
度数 3a 0a 3 

調整済み残差 1.2 -1.2  

8.0 
度数 0a 3b 3 

調整済み残差 -2.7 2.7  

9.0 
度数 1a 0a 1 

調整済み残差 .7 -.7  
合計 度数 47 21 68 

各サブスクリプト文字は、列の比率が .05 レベルでお互いに有意差がない 国際関係 のカテゴリのサブ

セットを示します。 

 

カイ 2 乗検定 

 値 自由度 漸近有意確率 (両

側) 

Pearson のカイ 2 乗 11.680a 8 .166 

尤度比 13.849 8 .086 

線型と線型による連関 2.084 1 .149 

有効なケースの数 68   
a. 14 セル (77.8%) は期待度数が 5 未満です。最小期待度数は .31 です。 
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議員グループ * jaxa 

 

 

クロス表 

 jaxa 合計 

.0 1.0 

議員グループ 

1.0 
度数 10a 0a 10 

調整済み残差 1.3 -1.3  

2.0 
度数 1a 0a 1 

調整済み残差 .4 -.4  

3.0 
度数 3a 0a 3 

調整済み残差 .6 -.6  

4.0 
度数 1a 0a 1 

調整済み残差 .4 -.4  

5.0 
度数 15a 0a 15 

調整済み残差 1.6 -1.6  

6.0 
度数 23a 8b 31 

調整済み残差 -3.3 3.3  

7.0 
度数 3a 0a 3 

調整済み残差 .6 -.6  

8.0 
度数 3a 0a 3 

調整済み残差 .6 -.6  

9.0 
度数 1a 0a 1 

調整済み残差 .4 -.4  
合計 度数 60 8 68 

各サブスクリプト文字は、列の比率が .05 レベルでお互いに有意差がない jaxa のカテゴリのサブセット

を示します。 

 

カイ 2 乗検定 

 値 自由度 漸近有意確率 (両

側) 

Pearson のカイ 2 乗 10.822a 8 .212 

尤度比 13.857 8 .086 

線型と線型による連関 2.267 1 .132 

有効なケースの数 68   
a. 15 セル (83.3%) は期待度数が 5 未満です。最小期待度数は .12 です。 
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議員グループ * 放射能原子力 

 

 

 

クロス表 

 放射能原子力 合計 

.0 1.0 

議員グループ 

1.0 
度数 10a 0a 10 

調整済み残差 .7 -.7  

2.0 
度数 1a 0a 1 

調整済み残差 .2 -.2  

3.0 
度数 0a 3b 3 

調整済み残差 -8.2 8.2  

4.0 
度数 1a 0a 1 

調整済み残差 .2 -.2  

5.0 
度数 15a 0a 15 

調整済み残差 .9 -.9  

6.0 
度数 31a 0a 31 

調整済み残差 1.6 -1.6  

7.0 
度数 3a 0a 3 

調整済み残差 .4 -.4  

8.0 
度数 3a 0a 3 

調整済み残差 .4 -.4  

9.0 
度数 1a 0a 1 

調整済み残差 .2 -.2  
合計 度数 65 3 68 

各サブスクリプト文字は、列の比率が .05 レベルでお互いに有意差がない 放射能原子力 

のカテゴリのサブセットを示します。 

 

カイ 2 乗検定 

 値 自由度 漸近有意確率 (両

側) 

Pearson のカイ 2 乗 68.000a 8 .000 

尤度比 24.591 8 .002 

線型と線型による連関 3.138 1 .076 

有効なケースの数 68   
a. 15 セル (83.3%) は期待度数が 5 未満です。最小期待度数は .04 です。 
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議員グループ * 科学技術 

 

 

 

クロス表 

 科学技術 合計 

.0 1.0 

議員グループ 

1.0 
度数 10a 0b 10 

調整済み残差 3.0 -3.0  

2.0 
度数 1a 0a 1 

調整済み残差 .9 -.9  

3.0 
度数 1a 2a 3 

調整済み残差 -.9 .9  

4.0 
度数 1a 0a 1 

調整済み残差 .9 -.9  

5.0 
度数 14a 1b 15 

調整済み残差 3.2 -3.2  

6.0 
度数 10a 21b 31 

調整済み残差 -3.8 3.8  

7.0 
度数 0a 3b 3 

調整済み残差 -2.1 2.1  

8.0 
度数 1a 2a 3 

調整済み残差 -.9 .9  

9.0 
度数 1a 0a 1 

調整済み残差 .9 -.9  
合計 度数 39 29 68 

各サブスクリプト文字は、列の比率が .05 レベルでお互いに有意差がない 科学技術 のカテゴリのサブ

セットを示します。 

 

カイ 2 乗検定 

 値 自由度 漸近有意確率 (両

側) 

Pearson のカイ 2 乗 31.037a 8 .000 

尤度比 38.820 8 .000 

線型と線型による連関 12.641 1 .000 

有効なケースの数 68   
a. 13 セル (72.2%) は期待度数が 5 未満です。最小期待度数は .43 です。 
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議員グループ * 産業 

 

 

クロス表 

 産業 合計 

.0 1.0 

議員グループ 

1.0 
度数 10a 0a 10 

調整済み残差 1.3 -1.3  

2.0 
度数 0a 1b 1 

調整済み残差 -2.6 2.6  

3.0 
度数 3a 0a 3 

調整済み残差 .7 -.7  

4.0 
度数 1a 0a 1 

調整済み残差 .4 -.4  

5.0 
度数 15a 0a 15 

調整済み残差 1.7 -1.7  

6.0 
度数 23a 8b 31 

調整済み残差 -2.8 2.8  

7.0 
度数 3a 0a 3 

調整済み残差 .7 -.7  

8.0 
度数 3a 0a 3 

調整済み残差 .7 -.7  

9.0 
度数 1a 0a 1 

調整済み残差 .4 -.4  
合計 度数 59 9 68 

各サブスクリプト文字は、列の比率が .05 レベルでお互いに有意差がない 産業 のカテゴリのサブセッ

トを示します。 

 

カイ 2 乗検定 

 値 自由度 漸近有意確率 (両

側) 

Pearson のカイ 2 乗 16.313a 8 .038 

尤度比 17.750 8 .023 

線型と線型による連関 .800 1 .371 

有効なケースの数 68   
a. 15 セル (83.3%) は期待度数が 5 未満です。最小期待度数は .13 です。 
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議員グループ * 防災 

 

 

 

クロス表 

 防災 合計 

.0 1.0 

議員グループ 

1.0 
度数 0a 10b 10 

調整済み残差 -5.1 5.1  

2.0 
度数 1a 0a 1 

調整済み残差 .7 -.7  

3.0 
度数 3a 0a 3 

調整済み残差 1.2 -1.2  

4.0 
度数 1a 0a 1 

調整済み残差 .7 -.7  

5.0 
度数 15a 0b 15 

調整済み残差 2.9 -2.9  

6.0 
度数 20a 11a 31 

調整済み残差 -.8 .8  

7.0 
度数 3a 0a 3 

調整済み残差 1.2 -1.2  

8.0 
度数 3a 0a 3 

調整済み残差 1.2 -1.2  

9.0 
度数 1a 0a 1 

調整済み残差 .7 -.7  
合計 度数 47 21 68 

各サブスクリプト文字は、列の比率が .05 レベルでお互いに有意差がない 防災 のカテゴリのサブセッ

トを示します。 

 

カイ 2 乗検定 

 値 自由度 漸近有意確率 (両

側) 

Pearson のカイ 2 乗 34.752a 8 .000 

尤度比 43.745 8 .000 

線型と線型による連関 14.485 1 .000 

有効なケースの数 68   
a. 14 セル (77.8%) は期待度数が 5 未満です。最小期待度数は .31 です。 
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議員グループ * 欧米 

 

 

 

クロス表 

 欧米 合計 

.0 1.0 

議員グループ 

1.0 
度数 10a 0a 10 

調整済み残差 1.7 -1.7  

2.0 
度数 1a 0a 1 

調整済み残差 .5 -.5  

3.0 
度数 3a 0a 3 

調整済み残差 .9 -.9  

4.0 
度数 1a 0a 1 

調整済み残差 .5 -.5  

5.0 
度数 14a 1a 15 

調整済み残差 1.4 -1.4  

6.0 
度数 19a 12b 31 

調整済み残差 -3.8 3.8  

7.0 
度数 3a 0a 3 

調整済み残差 .9 -.9  

8.0 
度数 3a 0a 3 

調整済み残差 .9 -.9  

9.0 
度数 1a 0a 1 

調整済み残差 .5 -.5  
合計 度数 55 13 68 

各サブスクリプト文字は、列の比率が .05 レベルでお互いに有意差がない 欧米 のカテゴリのサブセッ

トを示します。 

 

カイ 2 乗検定 

 値 自由度 漸近有意確率 (両

側) 

Pearson のカイ 2 乗 14.399a 8 .072 

尤度比 17.629 8 .024 

線型と線型による連関 3.424 1 .064 

有効なケースの数 68   
a. 14 セル (77.8%) は期待度数が 5 未満です。最小期待度数は .19 です。 
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議員グループ * 開発 

 

 

 

クロス表 

 開発 合計 

.0 1.0 

議員グループ 

1.0 
度数 9a 1a 10 

調整済み残差 1.8 -1.8  

2.0 
度数 1a 0a 1 

調整済み残差 .7 -.7  

3.0 
度数 1a 2a 3 

調整済み残差 -1.2 1.2  

4.0 
度数 1a 0a 1 

調整済み残差 .7 -.7  

5.0 
度数 12a 3a 15 

調整済み残差 1.4 -1.4  

6.0 
度数 13a 18b 31 

調整済み残差 -3.6 3.6  

7.0 
度数 3a 0a 3 

調整済み残差 1.3 -1.3  

8.0 
度数 3a 0a 3 

調整済み残差 1.3 -1.3  

9.0 
度数 1a 0a 1 

調整済み残差 .7 -.7  
合計 度数 44 24 68 

各サブスクリプト文字は、列の比率が .05 レベルでお互いに有意差がない 開発 のカテゴリのサブセッ

トを示します。 

 

カイ 2 乗検定 

 値 自由度 漸近有意確率 (両

側) 

Pearson のカイ 2 乗 17.578a 8 .025 

尤度比 20.800 8 .008 

線型と線型による連関 1.610 1 .205 

有効なケースの数 68   
a. 13 セル (72.2%) は期待度数が 5 未満です。最小期待度数は .35 です。 
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議員グループ * 人工衛星 

 

 

クロス表 

 人工衛星 合計 

.0 1.0 

議員グループ 

1.0 
度数 1a 9a 10 

調整済み残差 -1.2 1.2  

2.0 
度数 1a 0a 1 

調整済み残差 1.7 -1.7  

3.0 
度数 0a 3a 3 

調整済み残差 -1.0 1.0  

4.0 
度数 1a 0a 1 

調整済み残差 1.7 -1.7  

5.0 
度数 0a 15b 15 

調整済み残差 -2.5 2.5  

6.0 
度数 7a 24a 31 

調整済み残差 -.4 .4  

7.0 
度数 3a 0b 3 

調整済み残差 3.1 -3.1  

8.0 
度数 3a 0b 3 

調整済み残差 3.1 -3.1  

9.0 
度数 1a 0a 1 

調整済み残差 1.7 -1.7  
合計 度数 17 51 68 

各サブスクリプト文字は、列の比率が .05 レベルでお互いに有意差がない 人工衛星 のカテゴリのサブ

セットを示します。 

 

カイ 2 乗検定 

 値 自由度 漸近有意確率 (両

側) 

Pearson のカイ 2 乗 34.297a 8 .000 

尤度比 36.858 8 .000 

線型と線型による連関 6.353 1 .012 

有効なケースの数 68   
a. 14 セル (77.8%) は期待度数が 5 未満です。最小期待度数は .25 です。 
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議員グループ * 予算 

 

 

 
 

クロス表 

 予算 合計 

.0 1.0 

議員グループ 

1.0 
度数 10a 0a 10 

調整済み残差 1.6 -1.6  

2.0 
度数 1a 0a 1 

調整済み残差 .5 -.5  

3.0 
度数 3a 0a 3 

調整済み残差 .8 -.8  

4.0 
度数 0a 1b 1 

調整済み残差 -2.2 2.2  

5.0 
度数 15a 0b 15 

調整済み残差 2.0 -2.0  

6.0 
度数 20a 11b 31 

調整済み残差 -3.5 3.5  

7.0 
度数 3a 0a 3 

調整済み残差 .8 -.8  

8.0 
度数 3a 0a 3 

調整済み残差 .8 -.8  

9.0 
度数 1a 0a 1 

調整済み残差 .5 -.5  
合計 度数 56 12 68 

各サブスクリプト文字は、列の比率が .05 レベルでお互いに有意差がない 予算 のカテゴリのサブセッ

トを示します。 

 

カイ 2 乗検定 

 値 自由度 漸近有意確率 (両

側) 

Pearson のカイ 2 乗 19.167a 8 .014 

尤度比 23.052 8 .003 

線型と線型による連関 2.530 1 .112 

有効なケースの数 68   
a. 14 セル (77.8%) は期待度数が 5 未満です。最小期待度数は .18 です。 
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議員グループ * 中国 

 

 

クロス表 

 中国 合計 

.0 1.0 

議員グループ 

1.0 
度数 10a 0a 10 

調整済み残差 1.1 -1.1  

2.0 
度数 1a 0a 1 

調整済み残差 .3 -.3  

3.0 
度数 3a 0a 3 

調整済み残差 .6 -.6  

4.0 
度数 1a 0a 1 

調整済み残差 .3 -.3  

5.0 
度数 12a 3a 15 

調整済み残差 -1.7 1.7  

6.0 
度数 28a 3a 31 

調整済み残差 -.2 .2  

7.0 
度数 3a 0a 3 

調整済み残差 .6 -.6  

8.0 
度数 3a 0a 3 

調整済み残差 .6 -.6  

9.0 
度数 1a 0a 1 

調整済み残差 .3 -.3  
合計 度数 62 6 68 

各サブスクリプト文字は、列の比率が .05 レベルでお互いに有意差がない 中国 のカテゴリのサブセッ

トを示します。 

 

カイ 2 乗検定 

 値 自由度 漸近有意確率 (両

側) 

Pearson のカイ 2 乗 4.486a 8 .811 

尤度比 5.863 8 .663 

線型と線型による連関 .411 1 .521 

有効なケースの数 68   
a. 15 セル (83.3%) は期待度数が 5 未満です。最小期待度数は .09 です。 
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議員グループ * 国防 

 

 

クロス表 

 国防 合計 

.0 1.0 

議員グループ 

1.0 
度数 10a 0b 10 

調整済み残差 2.7 -2.7  

2.0 
度数 1a 0a 1 

調整済み残差 .8 -.8  

3.0 
度数 2a 1a 3 

調整済み残差 .2 -.2  

4.0 
度数 1a 0a 1 

調整済み残差 .8 -.8  

5.0 
度数 6a 9b 15 

調整済み残差 -2.0 2.0  

6.0 
度数 15a 16b 31 

調整済み残差 -2.1 2.1  

7.0 
度数 3a 0a 3 

調整済み残差 1.4 -1.4  

8.0 
度数 3a 0a 3 

調整済み残差 1.4 -1.4  

9.0 
度数 1a 0a 1 

調整済み残差 .8 -.8  
合計 度数 42 26 68 

各サブスクリプト文字は、列の比率が .05 レベルでお互いに有意差がない 国防 のカテゴリのサブセッ

トを示します。 

 

カイ 2 乗検定 

 値 自由度 漸近有意確率 (両

側) 

Pearson のカイ 2 乗 17.150a 8 .029 

尤度比 23.515 8 .003 

線型と線型による連関 3.051 1 .081 

有効なケースの数 68   
a. 13 セル (72.2%) は期待度数が 5 未満です。最小期待度数は .38 です。 
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議員グループ * 法 

 

 

 

クロス表 

 法 合計 

.0 1.0 

議員グループ 

1.0 
度数 10a 0a 10 

調整済み残差 1.9 -1.9  

2.0 
度数 1a 0a 1 

調整済み残差 .6 -.6  

3.0 
度数 3a 0a 3 

調整済み残差 1.0 -1.0  

4.0 
度数 1a 0a 1 

調整済み残差 .6 -.6  

5.0 
度数 14a 1a 15 

調整済み残差 1.7 -1.7  

6.0 
度数 16a 15b 31 

調整済み残差 -4.4 4.4  

7.0 
度数 3a 0a 3 

調整済み残差 1.0 -1.0  

8.0 
度数 3a 0a 3 

調整済み残差 1.0 -1.0  

9.0 
度数 1a 0a 1 

調整済み残差 .6 -.6  
合計 度数 52 16 68 

各サブスクリプト文字は、列の比率が .05 レベルでお互いに有意差がない 法 のカテゴリのサブセット

を示します。 

 

カイ 2 乗検定 

 値 自由度 漸近有意確率 (両

側) 

Pearson のカイ 2 乗 19.786a 8 .011 

尤度比 23.910 8 .002 

線型と線型による連関 4.597 1 .032 

有効なケースの数 68   
a. 14 セル (77.8%) は期待度数が 5 未満です。最小期待度数は .24 です。 
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議員グループ * 情報通信 

 

 

クロス表 

 情報通信 合計 

.0 1.0 

議員グループ 

1.0 
度数 4a 6a 10 

調整済み残差 -1.2 1.2  

2.0 
度数 1a 0a 1 

調整済み残差 .9 -.9  

3.0 
度数 2a 1a 3 

調整済み残差 .3 -.3  

4.0 
度数 1a 0a 1 

調整済み残差 .9 -.9  

5.0 
度数 9a 6a 15 

調整済み残差 .2 -.2  

6.0 
度数 15a 16a 31 

調整済み残差 -1.4 1.4  

7.0 
度数 3a 0a 3 

調整済み残差 1.5 -1.5  

8.0 
度数 3a 0a 3 

調整済み残差 1.5 -1.5  

9.0 
度数 1a 0a 1 

調整済み残差 .9 -.9  
合計 度数 39 29 68 

各サブスクリプト文字は、列の比率が .05 レベルでお互いに有意差がない 情報通信 のカテゴリのサブ

セットを示します。 

 

カイ 2 乗検定 

 値 自由度 漸近有意確率 (両

側) 

Pearson のカイ 2 乗 9.092a 8 .335 

尤度比 12.380 8 .135 

線型と線型による連関 1.503 1 .220 

有効なケースの数 68   
a. 13 セル (72.2%) は期待度数が 5 未満です。最小期待度数は .43 です。 
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議員グループ * 戦略 

 

 

クロス表 

 戦略 合計 

.0 1.0 

議員グループ 

1.0 
度数 10a 0a 10 

調整済み残差 1.5 -1.5  

2.0 
度数 1a 0a 1 

調整済み残差 .4 -.4  

3.0 
度数 2a 1a 3 

調整済み残差 -.8 .8  

4.0 
度数 1a 0a 1 

調整済み残差 .4 -.4  

5.0 
度数 14a 1a 15 

調整済み残差 1.1 -1.1  

6.0 
度数 23a 8b 31 

調整済み残差 -2.0 2.0  

7.0 
度数 2a 1a 3 

調整済み残差 -.8 .8  

8.0 
度数 3a 0a 3 

調整済み残差 .8 -.8  

9.0 
度数 1a 0a 1 

調整済み残差 .4 -.4  
合計 度数 57 11 68 

各サブスクリプト文字は、列の比率が .05 レベルでお互いに有意差がない 戦略 のカテゴリのサブセッ

トを示します。 

 

カイ 2 乗検定 

 値 自由度 漸近有意確率 (両

側) 

Pearson のカイ 2 乗 7.511a 8 .483 

尤度比 9.802 8 .279 

線型と線型による連関 1.735 1 .188 

有効なケースの数 68   
a. 14 セル (77.8%) は期待度数が 5 未満です。最小期待度数は .16 です。 
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3.3 自民党議員（安倍政権時：平成 24 年 12 月 26 日～平成 25 年 6 月 21 日） 
3.2.1 抽出 

安倍政権時の自民党議員の発言を分析対象とし、以下の 14 個の品詞カテゴ

リーに分類した。 
 
宇宙ステーション、JAXA、設置、宇宙、国民、宇宙基本計画、アメリカ、衛星、

日本、科学技術、開発、情報通信、国防、中国 
 
3.2.2 コレスポンデンス分析・クラスター分析 
 民主党政権時に発言のあった以下の議員についてコレスポンデンス分析及び

クラスター分析を用いて発言があった議員を５グループに分類した。 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ID 議員名

1 安倍晋三

2 伊達忠一
3 岡田広
4 下村博文
5 岸田文雄
6 亀岡偉民
7 古屋圭司
8 江渡聡徳
9 左藤章
10 坂本哲志 
11 山本一太
12 柴山昌彦
13 小野寺五典
14 松下新平
15 新藤義孝
16 菅義偉
17 菅原一秀
18 大西英男
19 大野敬太郎 
20 谷川弥一 
21 丹羽秀樹
22 中山泰秀
23 田中良生
24 島尻安伊子
25 東郷哲也
26 武村展英
27 平将明
28 麻生太郎 
29 茂木敏充
30 木原稔
31 有村治子 
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各グループの構成は以下の通りであった。 
グループ 1 
安倍晋三、岸田文雄、亀岡偉民、古屋圭司、小野寺五典、谷川弥一 、中山泰秀、

平将明、木原稔 
 
グループ 2 
伊達忠一、岡田広、下村博文、山本一太、新藤義孝、菅原一秀、丹羽秀樹、島

尻安伊子、武村展英、茂木敏充、有村治子 
 
 
グループ 3 
江渡聡徳、左藤章、東郷哲也 
 
グループ 4 
坂本哲志 、柴山昌彦、菅義偉、大西英男、田中良生 
 
 
 
3.2.3 クロス集計表 
 3.1.3 と同様 
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○グループ１ 

 
・「開発」についての言及率は高い。（χ2（3）＝16.149 調整済み残差>1.96） 
・「日本」についての言及率は高い。（χ2（3）＝11.596 調整済み残差>1.96） 
・「中国」の言及は少ないが、言及率が低いわけではない。 
 
○グループ２

 
・「宇宙ステーション」の言及は少ないが、言及率が低いわけではない。 
・「アメリカ」の言及は少ないが、言及率が低いわけではない。 
・「科学技術」についての言及率は高い。（χ2(3)＝19.432 調整済み残差>1.96） 
・「国際」についての言及率は高い。（χ2(3)＝16.203 調整済み残差>1.96） 
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○グループ 3

 

・「国防」カテゴリーへの言及率が高い（χ2＝10.174 調整済み残差>1.96） 
・それ以外については、発言してはいるものの多いわけではない 
 
○衛星利用に興味ある議員グループ（グループ４） 

 

・「衛星」に言及してはいるものの、言及率が高いわけではない。 
・「情報通信」に言及してはいるものの、言及率が高いわけではない。 
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※補足資料（議員のカテゴリごとのクロス集計表） 
χ2検定が有意の場合（漸近有意確率<0.05）、残差の絶対値を見て有意な違いを

判断する（絶対値 1.96 以上）。色のついたセルは意味のある値である。 
グループ * 宇宙ステーション 

クロス表 

 宇宙ステーション 合計 

.0 1.0 

グループ 

1 
度数 9a 0a 9 

調整済み残差 1.0 -1.0  

2 
度数 9a 2a 11 

調整済み残差 -1.8 1.8  

3 
度数 3a 0a 3 

調整済み残差 .5 -.5  

4 
度数 5a 0a 5 

調整済み残差 .7 -.7  
合計 度数 26 2 28 

各サブスクリプト文字は、列の比率が .05 レベルでお互いに有意差がない 

宇宙ステーション のカテゴリのサブセットを示します。 

 

 
カイ 2 乗検定 

 値 自由度 漸近有意確率 

(両側) 

Pearson のカイ 2 乗 3.329a 3 .344 

尤度比 3.979 3 .264 

線型と線型による連関 .038 1 .846 

有効なケースの数 28   

a. 6 セル (75.0%) は期待度数が 5 未満です。最小期待度数は .21 

です。 
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グループ * jaxa 

クロス表 

 jaxa 合計 

.0 1.0 

グループ 

1 
度数 7a 2a 9 

調整済み残差 -.1 .1  

2 
度数 7a 4a 11 

調整済み残差 -1.5 1.5  

3 
度数 3a 0a 3 

調整済み残差 1.0 -1.0  

4 
度数 5a 0a 5 

調整済み残差 1.3 -1.3  
合計 度数 22 6 28 

各サブスクリプト文字は、列の比率が .05 レベルでお互いに有意差がない 

jaxa のカテゴリのサブセットを示します。 

 

 
カイ 2 乗検定 

 値 自由度 漸近有意確率 

(両側) 

Pearson のカイ 2 乗 3.642a 3 .303 

尤度比 5.141 3 .162 

線型と線型による連関 1.488 1 .223 

有効なケースの数 28   

a. 6 セル (75.0%) は期待度数が 5 未満です。最小期待度数は .64 

です。 
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グループ * 国民 

クロス表 

 国民 合計 

.0 1.0 

グループ 

1 
度数 7a 2a 9 

調整済み残差 .2 -.2  

2 
度数 7a 4a 11 

調整済み残差 -1.1 1.1  

3 
度数 3a 0a 3 

調整済み残差 1.1 -1.1  

4 
度数 4a 1a 5 

調整済み残差 .3 -.3  
合計 度数 21 7 28 

各サブスクリプト文字は、列の比率が .05 レベルでお互いに有意差がない 

国民 のカテゴリのサブセットを示します。 

 

 
カイ 2 乗検定 

 値 自由度 漸近有意確率 

(両側) 

Pearson のカイ 2 乗 1.861a 3 .602 

尤度比 2.531 3 .470 

線型と線型による連関 .164 1 .686 

有効なケースの数 28   

a. 6 セル (75.0%) は期待度数が 5 未満です。最小期待度数は .75 

です。 
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グループ * 宇宙基本計画 

クロス表 

 宇宙基本計画 合計 

.0 1.0 

グループ 

1 
度数 9a 0a 9 

調整済み残差 1.7 -1.7  

2 
度数 6a 5b 11 

調整済み残差 -3.1 3.1  

3 
度数 3a 0a 3 

調整済み残差 .9 -.9  

4 
度数 5a 0a 5 

調整済み残差 1.2 -1.2  
合計 度数 23 5 28 

各サブスクリプト文字は、列の比率が .05 レベルでお互いに有意差がない 

宇宙基本計画 のカテゴリのサブセットを示します。 

 

 
カイ 2 乗検定 

 値 自由度 漸近有意確率 

(両側) 

Pearson のカイ 2 乗 9.407a 3 .024 

尤度比 11.118 3 .011 

線型と線型による連関 .107 1 .744 

有効なケースの数 28   

a. 6 セル (75.0%) は期待度数が 5 未満です。最小期待度数は .54 

です。 
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グループ * アメリカ 

クロス表 

 アメリカ 合計 

.0 1.0 

グループ 

1 
度数 5a 4b 9 

調整済み残差 -2.0 2.0  

2 
度数 9a 2a 11 

調整済み残差 .3 -.3  

3 
度数 3a 0a 3 

調整済み残差 1.0 -1.0  

4 
度数 5a 0a 5 

調整済み残差 1.3 -1.3  
合計 度数 22 6 28 

各サブスクリプト文字は、列の比率が .05 レベルでお互いに有意差がない 

アメリカ のカテゴリのサブセットを示します。 

 

 
カイ 2 乗検定 

 値 自由度 漸近有意確率 

(両側) 

Pearson のカイ 2 乗 5.082a 3 .166 

尤度比 6.300 3 .098 

線型と線型による連関 4.299 1 .038 

有効なケースの数 28   

a. 6 セル (75.0%) は期待度数が 5 未満です。最小期待度数は .64 

です。 
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グループ * 衛星 

クロス表 

 衛星 合計 

.0 1.0 

グループ 

1 
度数 4a 5a 9 

調整済み残差 1.3 -1.3  

2 
度数 4a 7a 11 

調整済み残差 .7 -.7  

3 
度数 0a 3a 3 

調整済み残差 -1.2 1.2  

4 
度数 0a 5a 5 

調整済み残差 -1.6 1.6  
合計 度数 8 20 28 

各サブスクリプト文字は、列の比率が .05 レベルでお互いに有意差がない 

衛星 のカテゴリのサブセットを示します。 

 

 
カイ 2 乗検定 

 値 自由度 漸近有意確率 

(両側) 

Pearson のカイ 2 乗 4.638a 3 .200 

尤度比 6.717 3 .081 

線型と線型による連関 3.976 1 .046 

有効なケースの数 28   

a. 6 セル (75.0%) は期待度数が 5 未満です。最小期待度数は .86 

です。 
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グループ * 日本 

 
クロス表 

 日本 合計 

.0 1.0 

グループ 

1 
度数 2a 7b 9 

調整済み残差 -2.0 2.0  

2 
度数 4a 7a 11 

調整済み残差 -1.2 1.2  

3 
度数 3a 0a 3 

調整済み残差 1.8 -1.8  

4 
度数 5a 0b 5 

調整済み残差 2.5 -2.5  
合計 度数 14 14 28 

各サブスクリプト文字は、列の比率が .05 レベルでお互いに有意差がない 

日本 のカテゴリのサブセットを示します。 

 

 
カイ 2 乗検定 

 値 自由度 漸近有意確率 

(両側) 

Pearson のカイ 2 乗 11.596a 3 .009 

尤度比 14.861 3 .002 

線型と線型による連関 9.941 1 .002 

有効なケースの数 28   

a. 6 セル (75.0%) は期待度数が 5 未満です。最小期待度数は 1.50 

です。 
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グループ * 科学技術 

クロス表 

 科学技術 合計 

.0 1.0 

グループ 

1 
度数 5a 4a 9 

調整済み残差 .9 -.9  

2 
度数 0a 11b 11 

調整済み残差 -3.7 3.7  

3 
度数 2a 1a 3 

調整済み残差 .9 -.9  

4 
度数 5a 0b 5 

調整済み残差 2.8 -2.8  
合計 度数 12 16 28 

各サブスクリプト文字は、列の比率が .05 レベルでお互いに有意差がない 

科学技術 のカテゴリのサブセットを示します。 

 

 
カイ 2 乗検定 

 値 自由度 漸近有意確率 

(両側) 

Pearson のカイ 2 乗 16.204a 3 .001 

尤度比 22.058 3 .000 

線型と線型による連関 3.500 1 .061 

有効なケースの数 28   

a. 6 セル (75.0%) は期待度数が 5 未満です。最小期待度数は 1.29 

です。 

 
  

245JAXA × WASEDA プロフェッショナルズ・ワークショップ 2013 ビッグデータを活用した
斬新な企画を提案し、宇宙開発に役立てよう！ 成果報告書

This document is provided by JAXA.



 

グループ * 開発 

 
クロス表 

 開発 合計 

.0 1.0 

グループ 

1 
度数 1a 8b 9 

調整済み残差 -3.1 3.1  

2 
度数 6a 5a 11 

調整済み残差 .1 -.1  

3 
度数 3a 0a 3 

調整済み残差 1.7 -1.7  

4 
度数 5a 0b 5 

調整済み残差 2.3 -2.3  
合計 度数 15 13 28 

各サブスクリプト文字は、列の比率が .05 レベルでお互いに有意差がない 

開発 のカテゴリのサブセットを示します。 

 

 
カイ 2 乗検定 

 値 自由度 漸近有意確率 

(両側) 

Pearson のカイ 2 乗 13.461a 3 .004 

尤度比 17.236 3 .001 

線型と線型による連関 11.986 1 .001 

有効なケースの数 28   

a. 6 セル (75.0%) は期待度数が 5 未満です。最小期待度数は 1.39 

です。 
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グループ * 情報通信 

 
クロス表 

 情報通信 合計 

.0 1.0 

グループ 

1 
度数 2a 7a 9 

調整済み残差 -.8 .8  

2 
度数 4a 7a 11 

調整済み残差 .4 -.4  

3 
度数 3a 0b 3 

調整済み残差 2.7 -2.7  

4 
度数 0a 5a 5 

調整済み残差 -1.7 1.7  
合計 度数 9 19 28 

各サブスクリプト文字は、列の比率が .05 レベルでお互いに有意差がない 

情報通信 のカテゴリのサブセットを示します。 

 

 
カイ 2 乗検定 

 値 自由度 漸近有意確率 

(両側) 

Pearson のカイ 2 乗 9.198a 3 .027 

尤度比 11.209 3 .011 

線型と線型による連関 .011 1 .915 

有効なケースの数 28   

a. 6 セル (75.0%) は期待度数が 5 未満です。最小期待度数は .96 

です。 
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グループ * 国防 

クロス表 

 国防 合計 

.0 1.0 

グループ 

1 
度数 5a 4a 9 

調整済み残差 -.4 .4  

2 
度数 7a 4a 11 

調整済み残差 .3 -.3  

3 
度数 0a 3b 3 

調整済み残差 -2.3 2.3  

4 
度数 5a 0b 5 

調整済み残差 2.0 -2.0  
合計 度数 17 11 28 

各サブスクリプト文字は、列の比率が .05 レベルでお互いに有意差がない 

国防 のカテゴリのサブセットを示します。 

 

 
カイ 2 乗検定 

 値 自由度 漸近有意確率 

(両側) 

Pearson のカイ 2 乗 8.011a 3 .046 

尤度比 10.735 3 .013 

線型と線型による連関 .851 1 .356 

有効なケースの数 28   

a. 6 セル (75.0%) は期待度数が 5 未満です。最小期待度数は 1.18 

です。 
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グループ * 中国 

 

 
クロス表 

 中国 合計 

.0 1.0 

グループ 

1 
度数 8a 1a 9 

調整済み残差 -.6 .6  

2 
度数 10a 1a 11 

調整済み残差 -.3 .3  

3 
度数 3a 0a 3 

調整済み残差 .5 -.5  

4 
度数 5a 0a 5 

調整済み残差 .7 -.7  
合計 度数 26 2 28 

各サブスクリプト文字は、列の比率が .05 レベルでお互いに有意差がない 

中国 のカテゴリのサブセットを示します。 

 

 
カイ 2 乗検定 

 値 自由度 漸近有意確率 

(両側) 

Pearson のカイ 2 乗 .892a 3 .827 

尤度比 1.429 3 .699 

線型と線型による連関 .765 1 .382 

有効なケースの数 28   

a. 6 セル (75.0%) は期待度数が 5 未満です。最小期待度数は .21 

です。 

 
  

249JAXA × WASEDA プロフェッショナルズ・ワークショップ 2013 ビッグデータを活用した
斬新な企画を提案し、宇宙開発に役立てよう！ 成果報告書

This document is provided by JAXA.



 

グループ * 国際 

クロス表 

 国際 合計 

.0 1.0 

グループ 

1 
度数 8a 1b 9 

調整済み残差 2.8 -2.8  

2 
度数 1a 10b 11 

調整済み残差 -3.5 3.5  

3 
度数 2a 1a 3 

調整済み残差 .6 -.6  

4 
度数 3a 2a 5 

調整済み残差 .5 -.5  
合計 度数 14 14 28 

各サブスクリプト文字は、列の比率が .05 レベルでお互いに有意差がない 

国際 のカテゴリのサブセットを示します。 

 

 
カイ 2 乗検定 

 値 自由度 漸近有意確率 

(両側) 

Pearson のカイ 2 乗 13.341a 3 .004 

尤度比 15.286 3 .002 

線型と線型による連関 .491 1 .484 

有効なケースの数 28   

a. 6 セル (75.0%) は期待度数が 5 未満です。最小期待度数は 1.50 

です。 
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グループ * 産業 

クロス表 

 産業 合計 

.0 1.0 

グループ 

1 
度数 9a 0b 9 

調整済み残差 2.3 -2.3  

2 
度数 3a 8b 11 

調整済み残差 -4.2 4.2  

3 
度数 3a 0a 3 

調整済み残差 1.2 -1.2  

4 
度数 5a 0a 5 

調整済み残差 1.6 -1.6  
合計 度数 20 8 28 

各サブスクリプト文字は、列の比率が .05 レベルでお互いに有意差がない 

産業 のカテゴリのサブセットを示します。 

 

 
カイ 2 乗検定 

 値 自由度 漸近有意確率 

(両側) 

Pearson のカイ 2 乗 17.309a 3 .001 

尤度比 20.612 3 .000 

線型と線型による連関 .196 1 .658 

有効なケースの数 28   

a. 6 セル (75.0%) は期待度数が 5 未満です。最小期待度数は .86 

です。 
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3.4 民主党議員（民主党政権時：平成 21 年 9 月 16 日～平成 24 年 12 月 26 日） 
3.4.1 抽出 

安倍政権時の自民党議員の発言を分析対象とし、以下の 15 個の品詞カテゴ

リーに分類した。 
 
欧米、中国、宇宙飛行士、人工衛星、情報通信、防衛、法律、ＪＡＸＡ、ロケッ

ト、放射線、防災、戦略、科学技術、開発・推進、産業 
 
3.4.2 コレスポンデンス分析・クラスター分析 
 民主党政権時に発言のあった以下の議員についてコレスポンデンス分析及び

クラスター分析を用いて発言があった議員を５グループに分類した。また民主

党のみ品詞もクラスター分析を行った。図は議員数の多さにより崩れている。 
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各グループの構成は以下の通りであった。 
グループ１ 
ツルネンマルテイ、阿知波吉信、安住淳、永江孝子、園田康博、海江田万里、

階猛、亀井亜紀子、菊田真紀子、吉田統彦、玉置公良、空本誠喜、玄葉光一郎、

古賀一成、古川元久、荒井聰、高木義明、斎藤嘉隆、笹木竜三、山崎摩耶、芝

博一、勝又恒一郎、小沢鋭仁、松井孝治、松宮勲、松本剛明、榛葉賀津也、菅

直人、西岡武夫、石井一、石田勝之、仙谷由人、川端達夫、川内博史、泉健太、

前原誠司、前田武志、津村啓介、田中直紀、東祥三、藤原良信、藤村修、藤谷

光信、藤田幸久、楠田大蔵、馬淵澄夫、風間直樹、福山哲郎、北澤俊美、牧野

聖修、本村賢太郎、野田佳彦、柳田稔、友近聡朗、林久美子、鈴木寛、和田隆

志、齋藤勁、大串博志、大泉ひろこ、大島敦、大野元裕、中川正春、中野譲、

直嶋正行 
グループ 2 
阿久津幸彦、羽田雄一郎、奥村展三、奥田建、岡本充功、原口一博、後藤斎、

細川律夫、三井辨雄、松崎公昭、松本龍、森ゆうこ、神本美恵子、大畠章宏、

中後淳、中村哲治、津田弥太郎、田中眞紀子、内藤正光、平岡秀夫、平野達男、

柚木道義 
グループ３ 
岡田康裕、増子輝彦、大塚耕平、鳩山由紀夫、櫻井充 
グループ４ 
岡田克也、加賀谷健、吉川沙織、吉田おさむ、近藤洋介、後藤祐一、広田一、

細野豪志、山口壯、山根隆治、山田正彦、山本剛正、枝野幸男、小川勝也、小

平忠正、松原仁、神山洋介、神風英男、川上義博、太田和美、打越あかし、長

谷川憲正、長浜博行、渡辺周、土田博和、樋高剛、福田昭夫、平野博文、牧山

ひろえ、鈴木克昌、蓮舫 
グループ５ 
犬塚直史 
グループ６ 
江田五月、石山敬貴 
グループ７ 
高野守 
  

254 宇宙航空研究開発機構特別資料  JAXA-SP-13-019

This document is provided by JAXA.



 

 

 

 
各グループの構成は以下の通りであった。 
カテゴリー1 アメリカ 
カテゴリー2 中国 
カテゴリー3 宇宙飛行士  
カテゴリー4 人工衛星、情報通信、防衛 
カテゴリー5 法律、ＪＡＸＡ、ロケット 
カテゴリー6 放射線  
カテゴリー7 防災、戦略、科学技術、開発・推進  
カテゴリー8 産業 
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3.4.3 クロス集計表 
 今回はカテゴリーに複数の品詞を含むため残差分析を行うのは困難であった。 
目安として漸近有意確率を見て判断した。 
民主党（民主党政権時 2009/9/16~2012/12/26） 
○全体的な宇宙開発推進議員（グループ１） 

 
・「人工衛星、情報通信、防衛」は言及率が高い 
（χ2＝56.635   漸近有意確率 .000） 
 
・「防災、科学技術、開発・推進、戦略」は言及率が高い（χ2＝62.129   漸

近有意確率 .000） 
 
・「アメリカ」「中国」は言及率が少ないとはいいきれない 
 
・「宇宙飛行士」は言及率が少ない（χ2＝20.044   漸近有意確率 .003） 
 
・「放射線」は言及率が少ない（χ2＝37.419  漸近有意確率 .000） 
 

・「産業」は言及率が少ない（χ2＝36.764  漸近有意確率 .000） 
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○人工衛星での科学技術・開発に興味ある議員（グループ２） 

 

・「人工衛星、情報通信、防衛」は言及率が高い（χ2＝56.635   漸近有意確

率 .000） 
 
・「防災、科学技術、開発・推進、戦略」は言及率か高い（χ2＝62.192   漸

近有意確率 .000） 
 
・「アメリカ」は言及率が少ない（χ2＝24.697  漸近有意確率 .000） 
 
・「放射線」は言及率が少ない（χ2＝37.419  漸近有意確率 .000） 
 
・「産業」は言及率が少ない（χ2＝36.764  漸近有意確率 .000） 
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○産業に興味ある議員（グループ３） 

 
・「産業」は統計学的に発言が多い（χ2＝36.764  漸近有意確率 .000） 
 
○人工衛星、情報通信、防衛のみ興味ある議員（グループ４） 

 

・「人工衛星、情報通信、防衛」は言及率が多い（χ2＝56.635   漸近有意

確率 .000） 
 

・残りの項目すべての言及率は小さい。 
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○グループ５、グループ６、グループ７ 
 

 
それぞれの項目１つしか言及していない 
 
※補足 
全体傾向 
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クロス集計表 
※Word Method が議員グループに対応 
※横軸は言及率（そのカテゴリーのすべての品詞を言及したら 1 として計算） 
カテゴリー1               カテゴリー2 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
カテゴリー3               カテゴリー４ 
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カテゴリー5                カテゴリー６ 

 
 
 
カテゴリー７                カテゴリー8      
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宇宙政策委員会議事録調査 
●対象期間 
第 1 回～第 15 回 （平成 24 年～平成 25 年） 
 
●宇宙政策委員会の構成員 
 
委員長 葛西 敬之  東海旅客鉄道株式会社代表取締役会長 

委員長代理 松井 孝典 千葉工業大学惑星探査研究センター所長、東京大学名誉教授 

委員 

青木 節子  慶応大学総合政策学部総合政策学科教授 
中須賀 真一  東京大学大学院工学系研究科教授 
松本 紘  京都大学総長 
山川 宏  京都大学生存圏研究所航行システム工学分野教授 
山崎 直子  宇宙飛行士 

 
葛西 敬之 
東京大学法学部卒業後、日本国有鉄道（国鉄）に入社。米国ウィスコンシン大

学大学院でＭＢＡ取得。国鉄の分割民営化にともない、東海旅客鉄道（ＪＲ東

海）に移る。取締役、総合企画本部長、常務、副社長などを経て社長に就任。

国鉄の分割民営化に尽力した人物。そのほか、国家公安委員、教育再生委員会

委員、ＪＲ東海・トヨタ・中部電力の共同出資による全寮制男子校海陽学園の

副理事長なども務めた。 
【主要著作】 
 『人生に座標軸を持て-自分の価値は自分で決める』（ウェッジ、1999 年） 
 『未完の国鉄改革』（東洋経済新報社、2001 年） 
 
松井 孝典 

東京大学理学部卒業、同大学院博士課程修了。NASA 研究員、マサチューセツ工科大学

招聘科学者、マックスプランク化学研究所客員教授、東京大学大学院新領域創成科学研

究科教授を経て同名誉教授。 

2009 年 4月より千葉工業大学惑星探査研究センター所長も務める。 
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【研究】 
1986 年、イギリスの科学雑誌「ネイチャー」に海の誕生を解明した「水惑星

の理論」を発表、世界の注目を集める。専攻は地球惑星物理学。最近はアスト

ロバイオロジーに関する研究を行う。 
【主要著作】 
 『宇宙人としての生き方』（岩波新書、2003 年） 
 『一万年目の「人間圏」』（ワック、2000 年） 
 『われわれはどこへ行くのか？』（ちくまプリマー新書、2007 年） 
 『松井教授の東大駒場講義録―地球、生命、文明の普遍性を宇宙に探る』（集

英社新書、2005 年） 
【その他】 

宇宙開発予算について「事業仕分け」によって削減が決まった際、評価者

として立ち会った。現在、千葉工大惑星探査研究センター所長として宇宙研

究の最先端を行く立場にも関わらず予算削減に賛成した理由として「お金が

無限にあるならいいが、お金がこれしかない、というときは何かを選ばなく

てはいけない。選ぶなら無人のロボット探査の方がよっぽど成果が上がる」

と主張する。3 
また、「個人的には、有人宇宙開発を続けることには反対」と言い切り、「Ｉ

ＳＳ（への４００億円）ですらフーフー言っているのに、有人宇宙機となれば

１兆円以上かかる。税金を投入する前に、本当に必要か議論すべきです。人が

宇宙に行かなければならない根拠は何か。文部科学省やＪＡＸＡは『夢』とい

う言葉で正当化してきた」と主張した。4 
 
青木節子 
慶應義塾大学法学部法律学科、同大学院法学研究科修士課程を経て、1990 年カ

ナダ・マッギル大学法学部附属航空・宇宙法研究所博士課程修了。1993 年D.C.L.

（法学博士）。立教大学法学部助手、防衛大学校社会科学教室専任講師、助教授、

慶應義塾大学総合政策学部助教授を経て、2004 年 4 月より同教授となる。文部

科学省科学技術・学術審議会臨時委員、経済産業省産業構造審議会臨時委員等

                                            
3 テレビ東京 「たけしの日本のミカタ」バックナンバー（2010 年 8 月 13 日放送）

http://www.tv-tokyo.co.jp/mikata/backnumber/100813.html 
4 毎日新聞 2013 年 3 月 31 日朝刊

http://mainichi.jp/opinion/news/20130331ddm004040024000c2.html 

263JAXA × WASEDA プロフェッショナルズ・ワークショップ 2013 ビッグデータを活用した
斬新な企画を提案し、宇宙開発に役立てよう！ 成果報告書

This document is provided by JAXA.



 

も務める。国連宇宙空間平和利用委員会（COPUOS）の会議に 2002 年から毎

年出席している。5 
【研究】 
宇宙法政策および国際法宇宙を研究分野として宇宙というフロンティアで国際

法と秩序の意義を問い直すことをテーマとしている。 

【主要著作】 

（共著） 
 黒澤満編著『軍縮問題入門【新版】』（東信堂、2005 年） 
 藤田勝利・工藤聡一編『航空宇宙法の新展開』（八千代出版、2005 年） 
 黒澤満編『大量破壊兵器の軍縮論』（信山社、2004 年） 
 竹内勤・中谷比呂樹編著『グロバール時代の感染症』（慶應義塾大学出版会、

2004 年） 
 岡部光明編『総合政策学の最先端 I』（慶應義塾大学出版会、2003 年） 
 国際法学会編『陸・空・宇宙』（三省堂、2001 年） 
 
中須賀真一 
東京大学大学院博士課程修了（航空学)後、日本ＩＢＭ東京基礎研究所勤務。東

京大学工学部航空学科講師、同大学先端科学技術研究センター助教授、同大学

空宇宙工学専攻助教授同教授、その間メリーランド大学 コンピュータサイエン

ス学科客員研究員、98年より現職。99年スタンフォード大学客員研究員、スタ

ンフォード大学 航空宇宙工学科客員研究員 

を務める。 

【研究】 

宇宙関係としては宇宙システム工学，小型衛星の設計・製作，宇宙機の知能化・

自律化，将来の新しい宇宙システム，航法・誘導・制御 について、このほかに

知能工学関係についてロボティックス，人工知能（特に機械学習）とその宇宙

応用を専門としている。 
【主な著作】 
（共著） 
 『宇宙ステーション入門』(東京大学出版会、2008 年） 

                                            
5 三菱電機ホームページ コラム 2011 年 12 月（vol.1）

http://www.mitsubishielectric.co.jp/me/dspace/column/c1112_1.html 
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【その他】 
大学におけるこのような超小型衛星プロジェクトを進め、実際の物作りの技術

やマネジメント技術の習得という教育的効果だけではなく， 新規技術の宇宙実

証のための低コストなテストベッドを大学が整備していくという意味でも非常

に重要だと考えている。 
 
松本 紘 
京都大学院工学研究科修士課程修了後、同大学工学部助手、同助教授となる。

NASA エームズ研究所客員研究員、スタンフォード大学客員研究員を務める。

その後に京都大学超高層電波研究センター同教授、同センター長を務め、同大

学評議員や生存圏研究所長など経て現職を務める。 
【研究】 
宇宙プラズマ物理学、宇宙電波科学、宇宙エネルギー工学を専門としている。 
計算機実験による宇宙プラズマ非線形波動-粒子相互作用の研究や科学衛星・ロ

ケットプラズマ波観測実験、SPS（宇宙太陽発電所）用マイクロ波エネルギー

送電実験などを行った。 
【主要な著書作】 
 『宇宙開拓とコンピュータ』、（共立出版、1996 年 10 月） 
 『京の宇宙学』、（ナノオプトメディア 2009 年 7 月） 
 『宇宙太陽光発電所』、（ディスカヴァー・トゥエンティワン 2011 年 6 月） 
 
山川 宏  
東京大学大学院工学系研究科航空学専攻博士課程修了後、宇宙科学研究所システム研

究系軌道工学部門、東京大学大学院工学系研究科で助手を務める。 

NASA(米国航空宇宙局)、ESA(欧州宇宙機関)の客員科学者を務め、日欧国際協

力水星探査プロジェクト BepiColombo(ベピ・コロンボ)に Study Manager, 
Project Manager として携わる。その後京都大学生存圏研究所 宇宙圏航行シス

テム工学分野で教授を務め、同大学の宇宙総合学研究ユニット副ユニット長に

就く。 

【研究】 
宇宙システム工学、人工衛星・ロケットの軌道工学、宇宙環境利用推進工学専

門分野としている。特に,ロケットや人工衛星の飛行計画,航法,誘導,制御の研究
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を行っている。 
【主な著作】 
 『宇宙探査機はるかなる旅路へ: 宇宙ミッションをいかに実現するか 』 (化学同人、

2013年) 

【その他】 
2006 年までは JAXA(宇宙航空研究開発機構)にて助教授,そして,2003 年までは

ISAS(宇宙科学研究所)にて助手,および,助教授として,宇宙機の軌道工学研究を

行いつつ,多くの地球周回科学衛星および月・惑星探査機のプロジェクト,M-V 固

体ロケット,垂直離着陸型の再使用型液体ロケットの開発・打ち上げ・衛星初期

運用に従事。  
 
山崎 直子 
９６年東京大大学院修士課程修了、宇宙開発事業団（現 JAXA）に就職。９９

年、宇宙飛行士候補に選ばれ訓練開始。２０１０年４月、米スペースシャトル

「ディスカバリー」に搭乗。向井千秋に次ぎ日本人女性２人目、母親としては

初の宇宙飛行だった。その後東京大学において航空宇宙工学に関する研究に従

事。 
 
【搭乗ミッション】 

STS-131（19A）ミッション（2010 年 4 月） 
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宇宙政策委員会議事録分析結果報告 
1 目的  

各委員はオピニオンリーダーとしてそれぞれ異なる見解を持って宇宙政策に携わっている

ため、各人の発言にはある分野についての言及が多いといった特徴を見ることを目的とし

た。 

 

2 分析対象、手法 

2.1 分析対象 

 宇宙政策委員会の第１回から第 15 回（平成２４年から 25 年）の議事録 

 

2.2 

各委員の発言を SPSS Text Analytics for Surveys（以下、STAS）で品詞分解し、SPSS 

Statistics（以下、SPSS）でコレスポンデンス分析とクラスタ分析を行った後、１要因分散

分析を行った。 

 

3 分析結果 

3.1 「松本紘の発言」 

以下の 36 個の品詞カテゴリに分類した。 

 

部会 計画 表現 日本 宇宙 推進 文部科学省 フォローアップ 課題  

内閣府 安全保障 ＪＡＸＡ メリハリ 各省庁 自律性 米国 評価 見直す 

防衛省 長期的 政府 新しい 具体的 データ 協力連携 宇宙科学探査 発展 

コスト 衛星 整備 産業 技術開発 人材育成 世界 宇宙政策 維持 
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コレスポンデンス分析 

 

15 次元でイナーシャの寄与率が約 70%なので、以下、15 次元で分析を行った。 

 

クラスタ分析  

15 次元で 36 個の品詞カテゴリを下図の通り 6 個のグループに分けた。 
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各グループの構成は以下の通りであった。 

グループ1：計画、表現、日本、部会、宇宙、維持、推進、文部科学省、フォローアップ、課題

ＪＡＸＡ、各省庁、自律性、評価、見直す、長期的、新しい、具体的、協力連携、宇宙科学探

査、発展、コスト、衛星、整備、産業、技術開発、人材育成、世界 

グループ2：宇宙政策、安全保障 

グループ3：内閣府 

グループ4：不満  

グループ5：メリハリ、政府 

グループ6：防衛省、データ 

   

１要因分散分析 

各カテゴリの言及率に差があるかを検討するために、分散分析を行った。その結果、カテ

ゴリ間の言及率には有意な差は見られなかった。 

 

 

 

 

 

「松本紘の発言」における考察 

松本紘は少なくとも宇宙政策委員会の場では、特定の分野に偏った意見を述べることを避

けている。 

 

  

0
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0.45
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松本紘委員の発言傾向 
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3.2「松井孝典の発言」 

以下の 35 個の品詞カテゴリに分類した。 

 

計画 日本 効率化 部会 維持 推進 文部科学省 課題 安全保障 ＪＡＸＡ  

自律性 米国 評価 長期的 政府 新しい 具体的 宇宙科学探査 発展 コスト 

整備 産業 技術開発 人材育成 表現 重点化 見直す 有人宇宙活動 宇宙政策  

宇宙 各省庁 成果 研究開発 内閣府 データ 

 

コレスポンデンス分析 

 

 

13 次元でイナーシャの寄与率が 70%を超えたので、以下、13 次元で分析を行った。 

 

クラスタ分析  

13 次元で 35 個の品詞カテゴリを下図の通り 7 個のグループに分けた。 
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各グループの構成は以下の通りであった。 

グループ 1：計画 日本 効率化 部会 維持 推進 文部科学省 課題 安全保障  

ＪＡＸＡ 自律性 米国 評価 長期的 政府 新しい 具体的 宇宙科学探査 発展 

コスト 整備 産業 技術開発 人材育成 

グループ2：表現 重点化 見直す 有人宇宙活動 

グループ3：宇宙政策 

グループ4：宇宙 各省庁 

グループ5：成果 研究開発   

グループ6：内閣府 

グループ7：データ 

 

１要因分散分析 

各カテゴリの言及率に差があるかを検討するために、分散分析を行った。その結果、カテ

ゴリ間の言及率には有意な差は見られなかった。 

 

 

 

 

「松井孝典の発言」における考察 

松井孝典は少なくとも宇宙政策委員会の場では、特定の分野に偏った意見を述べることを

避けている。 
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松井孝典委員長代理の言及率 
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3.3「葛西敬之の発言」「青木節子の発言」「中須賀真一の発言」「山川宏の発言」「山崎直子

の発言」に対してもそれぞれ分析を行ったが結果は全て等しく「カテゴリ間の言及率には

有意な差は見られなかった」。 

 

4 考察 

「各委員は少なくとも宇宙政策委員会の場では、特定の分野に偏った意見を述べることを

避けている」という結果から「宇宙政策委員会は内閣総理大臣や関係各大臣の諮問に応じ

て重要事項について審議することとしている性質から、大臣に対して一つの考えを示すこ

とを重視し、会議として結論を出すことを優先しているためではないか」と考えられる。 

 

 

宇宙政策委員会 設置根拠：内閣府設置法第３８条 

（宇宙政策委員会） 

第三十八条 宇宙政策委員会は、次に掲げる事務をつかさどる。 

一 内閣総理大臣の諮問に応じて次に掲げる重要事項を調査審議すること。 

イ 宇宙開発利用に関する政策に関する重要事項 

ロ 関係行政機関の宇宙開発利用に関する経費の見積りの方針に関する重要事項 

ハ イ及びロに掲げるもののほか、宇宙開発利用に関する重要事項 

二 内閣総理大臣又は関係各大臣の諮問に応じて人工衛星及びその打上げ用ロケットの打

上げの安全の確保又は宇宙の環境の保全に関する重要事項を調査審議すること。 

２ 宇宙政策委員会は、前項各号に掲げる重要事項に関し、必要があると認めるときは、内

閣総理大臣又は関係各大臣に意見を述べることができる。 

３ 宇宙政策委員会は、第一項各号に掲げる重要事項に関し、必要があると認めるときは、

内閣総理大臣又は内閣総理大臣を通じて関係各大臣に対し、必要な勧告をすることができ

る。 

４ 前三項に定めるもののほか、宇宙政策委員会の組織及び委員その他宇宙政策委員会に関

し必要な事項は、政令で定める。 
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JAXA×WASEDA プロフェッショナルズ・ワークショップ 2013

B グループ 最終報告資料

 

小松崎紀子・田中美幸・芝野杏奈・林誠一郎・真鍋駿 
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1.要求の確認  

2.意見収集   

 2.1 ２ちゃんねる 

 2.2 Twitter 

3.まとめ① 

4.情報発信 

 4.1 YouTube 

 4.2 Facebook 

5.まとめ② 

6.参考URL 

目次 

JAXA広報部B班 

小松崎、田中、芝野、林、真鍋 
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２.意見収集 
２ちゃんねる 

Twitter 

①JAXAは国民からどのように見られているか 

(賛成意見、反対意見、その他意見 etc..) 

 

 

 ②より効果的な情報発信のための 

新たな提案 

 国民はJAXAに何を期待しているか 

1. 要求の確認

This document is provided by JAXA.
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宇宙開発全般
掲示板

専門的

宇宙開発に強い関心が
ある人しかいない？

分析対象 
 

2.1 ２ちゃんねる ｜2/4

1要因分散分析

分析手法 
 

一昨年秋の試算で
ΔV=1.5km/sのGTOへの打
ち上げ能力は高度化H-IIBで
5.5tで…

日本最大
の掲示板

匿名性 誹謗中傷

否定的な意見を抽出 
できると考えたため。

(出典：２ちゃんねる)

2.1 ２ちゃんねる ｜1/4

２ちゃんねるとは？ 

２ちゃんねるを選んだ理由 

Copyright のため非表示
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宇宙開発全般
掲示板

専門的

イプシロン打ち上げ中止
掲示板

関係者批判
日本賞賛

イプシロン全般
掲示板

分析対象

分析対象 
 

2.1 ２ちゃんねる ｜2/4

1要因分散分析

分析手法 
 

宇宙開発全般
掲示板

専門的

イプシロン打ち上げ中止
掲示板

関係者批判
日本賞賛

誹謗中傷、右翼も多いがゆえ
の結果なのでは？

分析対象 
 

2.1 ２ちゃんねる ｜2/4

1要因分散分析

分析手法 
 

微細なズレに気づけるとは、
精密さにおいて日本の右に
出る国は無いな

This document is provided by JAXA.
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2.1 ２ちゃんねる ｜4/4

分析結果 
 

少

多

記者は
無能！

>>引っ込
んでろ！

開発費
の無駄

ＪＡＸＡ
はダメ

事実を事実のまま書きこむユーザーが多い
JAXAや宇宙開発に関係のない意見が多い

意見を持つほど関心を持っていない人が多いのでは？

23%

23%

19%

7%

5%

2%

21%

イプシロンスレッド批判対象内訳

マスコミ

ユーザー

設計・開発者

ＪＡＸＡ・ＩＳＡＳ

開発費

荒らし

その他

注：批判意見は全部で52件
  その他には否定語を含むが文脈上批判的内容でなかったものを含む。
  例：「打ち上げ見損なったよと思ったけど中止なのね 」

イプシロン全般掲示板での言及度合

※その他：中止、打ち上げ予定日、イプシロン、開発、打ち上げ、費用、行政、ロケット、マスコミ、JAXA

2.1 ２ちゃんねる ｜3/4

分析結果 
 

0

50

100

150

200

250

300

350

400

450

言
及

数 批判数≒賞賛数

統計的に
多い

事実を事実のまま
述べるユーザーが

多い
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1要因分散分析

分析対象 
 

分析手法 
 

8/27 キーワード 「イプシロン」  

10:00 12:00 14:00 16:00

発射前 発射延期後発射直前

100件 100件 100件100件100件 100件抽出数 

2.2 Twitter    ｜2/4

・Twitterとは？ 

・Twitterを選んだ理由  

140字 つぶやく フォロー

気軽につぶやかれた 
意見を収集するため。

(出典：Twitter)

(出典：「JAXAウェブ」)

2.2 Twitter    ｜1/4

Copyright のため非表示
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事実 事実

事実 事実+意見

Twitterで出来ること
   △ツイート内容から意見を知ること  
   ○ツイート数の推移から注目度を知ること  

多

少

打ち上げする
らしいよ～

税金の無駄ですわ

分析結果 
 

2.2 Twitter    ｜4/4

194

38
9 7

0

50

100

150

200

言
及

数

グループ

198

9 8 8 7 3
0

50

100

150

200

言
及

数

グループ

マスコミ、
イプシロン、
発射時刻、

打ち上げ、宇宙

言及の多いもの

ニュース、マスコミ、
人工知能、発射、

中継、成功、JAXA、
打ち上げ時刻、

ロケット、イプシロン、
打ち上げ

言及の多いもの

ニュース、
19秒、残念、

中止、打ち上げ、
ロケット、
イプシロン

言及の多いもの

200

17 13 10 9 8 5 3
0

50

100

150

200

言
及

数

グループ

2.2 Twitter    ｜3/4

発射前 発射延期後発射直前
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４.情報発信 
YouTube 

Facebook 

意見収集

国民が期待すること

多くの人が宇宙開発への明確な期待を持つに
至っていない。

3. まとめ①

国民の意見

意見は収集できなかった。
イベントの注目度を知ることは可能。

関心 発言のプロセス

JAXAを身近に
感じてもらう必要性

This document is provided by JAXA.
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分析対象 

「JAXA チャンネル」全動画518本 

再生回数について重回帰分析

分析手法 

4.1  YouTube  ｜2/4

(出典：JAXAチャンネル)

(出典：「 ISSのロボットアーム（SSRMS）による「こうのと
り」4号機の把持中継」)

4.1  YouTube  ｜1/4

YouTubeとは  

YouTubeを選んだ理由 

動画
サイト

JAXAの投稿動画の現状を知り、 
YouTubeにおける戦略を考えるため。

世界一

(出典：YouTube)

Copyright のため非表示
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4.1  YouTube  ｜3/4

分析結果 

再生回数が伸びる動画

・タイトルや内容が英語の動画

・人工衛星から惑星を映した動画

・プロジェクト紹介動画

「かぐや」から
見た惑星の映像

大多数が…

-0.4

-0.2

0

0.2

0.4

0.6

0.8

1

Good 衛星から見た映像俯瞰 英語 プロジェクト ライブ中継

影響力（標準化係数,有意確率）
0.557

0.303
0.197

0.062

−0.152

※すべて有意確率＜５%

「JAXA」という組織は
あまり見られていない

「JAXA」についてPR
するのはどうか！？

4.1  YouTube  ｜3/4

分析結果 

再生回数が伸びる動画

・タイトルや内容が英語の動画

・人工衛星から惑星を映した動画

・プロジェクト紹介動画

「かぐや」から
見た惑星の映像

大多数が…

-0.4

-0.2

0

0.2

0.4

0.6

0.8

1

Good 衛星から見た映像俯瞰 英語 プロジェクト ライブ中継

影響力（標準化係数,有意確率）
0.557

0.303
0.197

0.062

−0.152

※すべて有意確率＜５%
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提案 

JAXA職員が踊る動画を作成し、投稿する。

「映画宇宙兄弟 

-Every Teardrop Is a Waterfall- JAXA職員ver.」

メリット
国民に親しみを持ってもらえる

4.1  YouTube  ｜4/4

JAXAや宇宙開発を身近に感じる

活動に更に興味を持つ (出典：「恋するフォーチュンクッキー」サイバー
エージェントグループ STAFF Ver. / AKB48)

提案 

JAXA職員が踊る動画を作成し、投稿する。

「映画宇宙兄弟 

-Every Teardrop Is a Waterfall- JAXA職員ver.」

メリット
国民に親しみを持ってもらえる

4.1  YouTube  ｜4/4

JAXAや宇宙開発を身近に感じる

活動に更に興味を持つ

Copyright のため非表示

This document is provided by JAXA.



288 宇宙航空研究開発機構特別資料  JAXA-SP-13-019

提案 

JAXA職員が踊る動画を作成し、投稿する。

「映画宇宙兄弟 

-Every Teardrop Is a Waterfall- JAXA職員ver.」

メリット
国民に親しみを持ってもらえる

4.1  YouTube  ｜4/4

JAXAや宇宙開発を身近に感じる

活動に更に興味を持つ (出典：「恋するフォーチュンクッキー」サイバー
エージェントグループ STAFF Ver. / AKB48)

提案 

JAXA職員が踊る動画を作成し、投稿する。

「映画宇宙兄弟 

-Every Teardrop Is a Waterfall- JAXA職員ver.」

メリット
国民に親しみを持ってもらえる

4.1  YouTube  ｜4/4

JAXAや宇宙開発を身近に感じる

活動に更に興味を持つ (出典：「恋するフォーチュンクッキー」サイバー
エージェントグループ STAFF Ver. / AKB48)

Copyright のため非表示

Copyright のため非表示
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JAXAのfacebook公式ページ
すべての投稿（１９６件）

分析対象 

「いいな」と思ったら押すボタン

友達のページにも
その投稿が表示される
（拡散性）

いいね！とは 

分析手法 

いいね！数について数量化Ⅰ類分析 (出典：JAXA公式ページ)

4.2 Facebook |2/5

Facebookとは？ 

Facebookを選んだ理由 

SNS 本名
使用

実名公開のため、 
信頼性の高い情報収集に適している。 

(出典：Facebook)

4.2 Facebook |1/5

Copyright のため非表示
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いいね数月平均

ページいいね数

（予測）

ページいいね数

あかつき、きぼう

星出、ソユーズ ひので

イプシロン

分析結果 

4.2 Facebook |4/5

打ち上げに関する言葉で
いいね数UP？？

増

減

イプシロン,こうのとり,ロケット 

打ち上げる,筑波宇宙センター

イベント,参加,発表,報告

公開,タウンミーティング

いいね数

分析結果 

0.294

0.436

0.154 0.159 0.127

-0.093
-0.016

-0.159
-0.056 -0.039 -0.064

影響力（標準化係数、有意確率）
※実線のものは有意確率＜５%

点線のものは有意確率＞5%

4.2 Facebook |3/5
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「参加者募集」投稿

提案 

参加者全員に

ステッカープレゼント

規約違反になる可能性があり
アプリケーションを使う必要性がある

http://smmlab.aainc.co.jp/?p=11790

クリック！

抽選で一名に

サイン入りステッカープレゼント
クリック！

or

JAXAの認知度、好感度向上

イベント参加者増加

いいね！による情報拡散

4.2 Facebook |5/5
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いいね数月平均

ページいいね数

（予測）

ページいいね数

あかつき、きぼう

星出、ソユーズ ひので

イプシロン打ち上げに関する投稿がない

ページが沈静化

分析結果 
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5. まとめ②

Facebook

YouTube情報発信

プロジェクト映像の広報は十分

・閑散期のイベント告知の工夫
・いいね！による情報拡散

打ち上げ時の盛り上がりは十分

「JAXA」組織に対する関心の向上 (踊り)

「参加者募集」投稿

提案 

参加者全員に

ステッカープレゼント

規約違反になる可能性があり
アプリケーションを使う必要性がある

http://smmlab.aainc.co.jp/?p=11790

クリック！

抽選で一名に

サイン入りステッカープレゼント
クリック！

or

JAXAの認知度、好感度向上

イベント参加者増加

いいね！による情報拡散

具体例

(出典：エストニア観光局公式ページ)(出典：防衛省海上自衛隊公式ページ)

いいね数(約一週間)
約900→約1300

(出典：ウェスティンホテル大阪公式ページ)

いいね数(一週間)
5294→6513

コンサート公演会招待

4.2 Facebook |5/5
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画像出典

•２ちゃんねる

トップ画像 http://www.2ch.net/ (参照日2013/09/23)

•Twitter

ロゴ(青い鳥) https://twitter.com/logo  (参照日2013/09/23)

「JAXAウェブ」 https://twitter.com/JAXA_jp (参照日2013/09/23)

•YouTube

ロゴ http://www.youtube.com/yt/brand/ja/downloads.html (参照日2013/09/23)

JAXAチャンネルhttp://www.youtube.com/user/jaxachannel (参照日2013/09/23)

「 ISSのロボットアーム（SSRMS）による「こうのとり」4号機の把持中継」 http://www.youtube.com/watch?v=C7PoOU_HhVA (参照日2013/09/23)

「『恋するフォーチューンクッキー』サイバーエージェントグループSTAFF ver.」

http://www.youtube.com/watch?v=lXs96toe-B8 (参照日2013/09/23)

•Facebook

ロゴ https://www.facebookbrand.com/ (参照日2013/09/23)

「JAXA公式ページ」 https://www.facebook.com/jaxa.jp?fref=ts (参照日2013/09/23)

「無印良品公式ページ」 https://www.facebook.com/muji.jp?fref=ts (参照日2013/09/23)

「楽天カード公式ページ」 https://www.facebook.com/RakutenCard?fref=ts (参照日2013/09/23)

「エストニア観光局公式ページ」 https://www.facebook.com/estonia.jp?fref=ts (参照日2013/09/23)

「ウェスティンホテル大阪公式ページ」 https://ja-jp.facebook.com/westin.osaka ( 照日2013/09/23)

「防衛省海上自衛隊公式ページ」 https://www.facebook.com/estonia.jp?fref=ts (参照日2013/09/23)

•その他

IFN イラスト無料ネット http://illustration-free.net/ (参照日2013/09/23)

フリー素材ピクトグラム(3D) http://free-pictograms.com/index.html (参照日2013/09/23)

ピクトグラム無料素材 http://pictogram-free.com/index.html (参照日2013/09/23)

6. 参考

参考文献

・小塩真司 2007『研究事例で学ぶSPSSとAmosによる心理・調査データ解析』
東京図書

・小塩真司 2007『実践形式で学ぶSPSSとAmosによる心理・調査データ解析』
東京図書

・尾関美喜 2013「自由記述データに基づくカテゴリカルデータの分析」

データ出典

★★宇宙開発総合スレッド＜47号機＞★★
http://unkar.org/r/sky/1366132925 (参照日2013/09/23)
【宇宙】イプシロン、“異常判定”の原因判明～ロケットと地上のデータ送受信に
0.07秒のズレ／９月の早い時期に再挑戦 
http://unkar.org/r/scienceplus/1377833479 (参照日2013/09/23)
イプシロンロケットスレ

http://unkar.org/r/galileo/1371310798 (参照日2013/09/23)
TOPSY <http://topsy.com/> (参照日2013/09/23)

6. 参考
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ご清聴ありがとうございました。

This document is provided by JAXA.
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２ちゃんねる 1分析結果報告 

 

1  目的 

 ２ちゃんねるの「誹謗中傷が多い」という特徴を活かし、JAXAや宇宙開発に対する忌憚の無い意見を

収集することを目的とした。 

 

2  分析対象、手法 

2.1  分析対象 

1) 宇宙開発関連のスレッド 2で最も歴史が長い「宇宙開発総合スレッド」の最新版「宇宙開発総合スレ

ッド 47号機」内にあった全レス 3(2013 年 9月 10日現在)771件 

2) 「【宇宙】イプシロン、“異常判定”の原因判明～ロケットと地上のデータ送受信に 0.07秒のズレ

／９月の早い時期に再挑戦」内にある全レス 1001件 

3) 「イプシロンロケットスレ」内にあった全レス(2013年 9月 10日現在)991件  

 

2.2  分析手法 

レスを SPSS Text Analytics for Surveys（以下、STAS）で品詞分解し、SPSS Statistics（以下、SPSS）

でコレスポンデンス分析とクラスタ分析を行った後、１要因分散分析を行った。 

 

3  分析結果 

3.1  「宇宙開発総合スレッド 47号機」 

 まず、宇宙開発に関する掲示板である「宇宙開発総合スレッド 47 号機」を分析対象とし、以下の 37

個の品詞カテゴリに分類した。 

 

ヨーロッパ、喜び、賞賛、不満、成功、残念、探査機、惑星、費用、JAXA、衛星、軍事、補給機、ロシ

ア、政府、火星、NASA、ロケット、宇宙船、日本、アメリカ、中国、アジア、企業、実験・試験、宇宙

飛行士、大学、打ち上げ、延期、観測、開発、宇宙、国際宇宙ステーション、ESA、韓国、イプシロン、

地球 

 

 

 

 

 

 

                             
1 ２ちゃんねるとは、日本最大の電子掲示板のこと。匿名で書き込むという特徴がある。その巨大さと匿名

性から、誹謗中傷が多い。また、右翼思想のユーザーが多いことでも知られる。 
2 スレッドとは、２ちゃんねる内の掲示板のこと。 
3 レスとは、２ちゃんねるのスレッド(掲示板)に書かれるコメントのこと。 
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コレスポンデンス分析  

表 1 

 

 20次元でイナーシャの寄与率 4が 70%を超えるので、以下、20次元で分析を行った。 

 

クラスタ分析 

 20次元で 37個の品詞カテゴリを図 1の通り 18個のグループに分けた。 

                             
4 イナーシャの寄与率とは、各次元がもとの情報の何%を説明しているかを表したもの。 
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図 1 

  

 各グループの構成は以下の通りであった。 

グループ 1：ヨーロッパ、火星 

グループ 2：喜び 

グループ 3：賞賛 

グループ 4：不満 

グループ 5：成功、探査機、惑星、JAXA、衛星、補給機、NASA、ロケット、日本、大学、打ち上げ、観測、

国際宇宙ステーション、イプシロン 

グループ 6：残念、ロシア 

グループ 7：費用 

グループ 8：軍事、中国 

グループ 9：政府、企業、開発、ESA 

グループ 10：宇宙船 

グループ 11：アメリカ 
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グループ 12：アジア 

グループ 13：実験・試験 

グループ 14：宇宙飛行士 

グループ 15：延期 

グループ 16：宇宙 

グループ 17：韓国 

グループ 18：地球 

 

１要因分散分析 5 

各カテゴリの言及率に差があるかを検討するために、分散分析を行った。その結果、カテゴリ間の言

及率には有意な差がみられた(F(2, 98)=26.41, p <.001)。続いて行った多重比較(BONFERRONI法)の結果、

次ページのような結果が得られた。 

 

                             
5 １要因分散分析とは、複数の分析対象間に統計的に差があるかどうかを調べる分析のこと。有意確率が 5%

未満であればいずれかの対象の間に差があるとみなす。ただし、分散分析だけではどこの対象間に差があるか

まではみることができないため、どの対象とどの対象の間に差があるかを検討するには、多重比較を続けて行

う必要がある。 
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グループ毎の言及度合いを次のグラフに示す。 

図 2 

 

※グループ 5：成功、探査機、惑星、JAXA、衛星、補給機、NASA、ロケット、日本、大学、打ち上げ、 

観測、国際宇宙ステーション、イプシロン 

グループ 9：政府、企業、開発、ESA 

 

言及度合いは以下の通りであった。 

 「グループ 5：成功、探査機、惑星、JAXA、衛星、補給機、NASA、ロケット、日本、大学、打ち上げ、

観測、国際宇宙ステーション、イプシロン」が他のグループよりも多く言及されている。 

 「グループ 9：政府、企業、開発、ESA」が次点で多く言及されているが、「グループ 5：成功、探査

機、惑星、JAXA、衛星、補給機、NASA、ロケット、日本、大学、打ち上げ、観測、国際宇宙ステー

ション、イプシロン」よりは有意に少なく、「グループ 1：火星、ヨーロッパ」とは言及度合いに差

がない。 

 「グループ 1：火星、ヨーロッパ」が 3番目に多く言及されているが、「グループ 5：成功、探査機、

惑星、JAXA、衛星、補給機、NASA、ロケット、日本、大学、打ち上げ、観測、国際宇宙ステーショ

ン、イプシロン」よりは有意に少なく、「グループ 4：不満」「グループ 6：残念、ロシア」「グルー

プ 7：費用」「グループ 8：軍事、中国」「グループ 9：政府、企業、開発、ESA」「グループ 10：宇宙

船」「グループ 11：アメリカ」「グループ 14：宇宙飛行士」「グループ 16：宇宙」「グループ 18：地

球」とは言及度合いに差がない。 

 「グループ 2：喜び」「グループ 3：賞賛」は他のグループと言及の度合いに差が無い、または少な

い。 

 「グループ 4：不満」は他のグループと言及度合に差がない。 

(※１要因分散分析の結果詳細は付録を参照) 
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「宇宙開発総合スレッド 47号機」における考察 

 以上の分析結果から、以下の考察を得た。 

1) 内容が専門的である。 

2) 内容が多岐にわたっている。 

3) 「不満」「喜び」等の感情を表すグループの言及は多くない。 

 

以上から、宇宙開発に対する国民の意見を抽出することはできなかった。また、専門的で多岐にわた

る内容から、「宇宙開発総合スレッド」には最初から宇宙開発に強い関心がある人しか書き込んでおらず、

宇宙開発にあまり関心が無い人は何かイベントがないと発言しないのではないかと考えた。そこで次節

では「【宇宙】イプシロン、“異常判定”の原因判明～ロケットと地上のデータ送受信に 0.07 秒のズレ

／９月の早い時期に再挑戦」を分析対象とした。 

 

 

3.2  「【宇宙】イプシロン、“異常判定”の原因判明～ロケットと地上のデータ送受信に 0.07秒のズ

レ／９月の早い時期に再挑戦」 

 

 次に、「イプシロンロケットの打ち上げ」に関するスレッドとして 9月 10日現在最短でレスが 1001件 6

に達していた「【宇宙】イプシロン、“異常判定”の原因判明～ロケットと地上のデータ送受信に 0.07

秒のズレ／９月の早い時期に再挑戦」(2013 年 8 月 30 日～9 月 2 日)の全レス 1001 件を分析対象とし、

以下の 48個の品詞カテゴリに分類した。 

 

パソコンの話題(※)、停止、正常、データ、異常、JAXA、イプシロン、信号、ロケット、設計、時間、

コンピュータ、管制、問題、発射、遅延、プログラム、批判、プログラマー、原因、延期、打ち上げ、

失敗、成功、衛星、予算、会見、制御、森田泰弘教授、悪い、無理、通信、技術、エンジニア、日本、

完璧、賞賛、軍事、人工知能、マスコミ、情報、天候、テスト・リハーサル、ハード、企業、残念、韓

国、行政 

※「パソコンの話題」とは、掲示板で話題になっていた打ち上げに関係ないプログラミングの話題のこ

とである。 

 

                             
6 1001 件について、２ちゃんねるでは 1つのスレッドあたり 1001 件が書き込み限度となっており、これ以上

の書き込みはできない。 
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コレスポンデンス分析 

表 2 

 

27次元でイナーシャの寄与率が 70%を超えるため、以下、27次元で分析を行う。 
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クラスタ分析 

 27次元で 48個の品詞カテゴリを次ページ図 3の通り 18個のグループに分けた。 

図 3 

 

 

 各グループの構成は以下の通り。 

グループ 1：パソコンの話題、停止、正常、データ、異常、JAXA、イプシロン、信号、ロケット、設計、

時間、コンピュータ、管制、問題、発射、遅延、プログラム、批判 

グループ 2：プログラマー 
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グループ 3：原因、延期、打ち上げ、失敗、成功、衛星、予算 

グループ 4：会見、制御、森田泰弘教授 

グループ 5：悪い 

グループ 6：無理 

グループ 7：通信 

グループ 8：技術、エンジニア 

グループ 9：日本、完璧、賞賛 

グループ 10：軍事 

グループ 11：人工知能 

グループ 12：マスコミ 

グループ 13：情報 

グループ 14：天候、テスト・リハーサル、ハード 

グループ 15：企業 

グループ 16：残念 

グループ 17；韓国 

グループ 18：行政 

 

１要因分散分析 

各カテゴリの言及率に差があるかを検討するために、分散分析を行った。その結果、カテゴリ間の言

及率には有意な差がみられた(F(2，1904)= 553.24, p <.001)。続いて行った多重比較(BONFERRONI法)

の結果、以下のような結果が得られた。 

 

グループ毎の言及度合いを比較したグラフを以下に示す。 

図 4 

 

※グループ 1：パソコンの話題、停止、正常、データ、異常、JAXA、イプシロン、信号、ロケット、設計、

時間、コンピュータ、管制、問題、発射、遅延、プログラム、批判 
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※グループ 3：原因、延期、打ち上げ、失敗、成功、衛星、予算 

 

言及度合いは以下の通りであった。 

 「グループ 1：パソコンの話題、停止、正常、データ、異常、JAXA、イプシロン、信号、ロケット、

設計、時間、コンピュータ、管制、問題、発射、遅延、プログラム、批判」が他のどのグループよ

りも多く言及されている。 

 「グループ 3：原因、延期、打ち上げ、失敗、成功、衛星、予算」が次に多く言及されているが、「グ

ループ 1：パソコンの話題、停止、正常、データ、異常、JAXA、イプシロン、信号、ロケット、設計、

時間、コンピュータ、管制、問題、発射、遅延、プログラム、批判」より有意に少なく、他のグル

ープよりは有意に多い。 

 「グループ 14：天候、テスト・リハーサル、ハード」が 3番目に多く言及されているが、「グループ

1：パソコンの話題、停止、正常、データ、異常、JAXA、イプシロン、信号、ロケット、設計、時間、

コンピュータ、管制、問題、発射、遅延、プログラム、批判」グループ 3：原因、延期、打ち上げ、

失敗、成功、衛星、予算」よりは有意に少なく、「グループ 4：会見、制御、森田泰弘教授」「グルー

プ 8：技術、エンジニア」「グループ 9：日本、完璧、賞賛」とは言及度合いに差がない。 

(※１要因分散分析の結果詳細は付録を参照) 

 

「【宇宙】イプシロン、“異常判定”の原因判明～ロケットと地上のデータ送受信に 0.07 秒のズレ／９

月の早い時期に再挑戦」における考察 

 

以上の分析結果から、次のように考えられる。 

1．打ち上げ失敗についての話題や森田教授への批判、日本への賞賛が多い。 

2．打ち上げ失敗の原因の話がプログラミングやハード面の話など、マニアックな話も多かった。 

 

 宇宙開発に対する批判や賞賛は抽出できた一方で、そもそも本分析対象が「イプシロンの打ち上げ中

止に関するスレッドであった」ということや２ちゃんねるの「誹謗中傷の書き込みが多い」「右翼思想の

ユーザーが多い」という特徴を考慮すれば、この分析結果を「国民の意見」と一概に言うのは安直すぎ

ると考えられる。そこで本章最終節では「イプシロンロケットスレ」を分析対象とした。 

 

 

3.3  イプシロンロケットスレ 

 最後に、スレッド発足日が打ち上げ中止以前でありイプシロンに関するあらゆることが話題に上がっ

ている「イプシロンロケットスレ」(2013 年 6 月 6 日～)における全レス 991 件(2013 年 9 月 10 日現在)

を分析対象とし、以下の 33個の品詞カテゴリに分類した。 

 

森田泰弘教授、失敗、衛星、成功、中止、問題、記者会見、打ち上げ予定日、イプシロン、開発、打ち

上げ、費用、延期、原因、行政、批判、ロケット、マスコミ、JAXA、期待、賞賛、人工知能、内之浦、

残念、発射、日本、企業、停止、カウントダウン、見学、異常、ニュース、天候 

305JAXA × WASEDA プロフェッショナルズ・ワークショップ 2013 ビッグデータを活用した
斬新な企画を提案し、宇宙開発に役立てよう！ 成果報告書

This document is provided by JAXA.



 

 

 

コレスポンデンス分析 

表 3 

 

19次元でイナーシャの寄与率が 70%を超えるので、以下 19次元で分析を行う。 

 

クラスタ分析 

 33個の品詞カテゴリを以下の通り 18個のグループに分けた。 

図 5 

3 中止
9 打ち上げ予定日

15 打ち上げ
13 イプシロン
14 開発
24 行政
31 JAXA
30 マスコミ
27 ロケット
18 費用
26 批判
4 問題
5 記者会見

23 原因
22 延期
8 賞賛

19 停止
32 カウントダウン
21 異常
16 発射
2 失敗
6 衛星

33 成功
1 森田泰弘教授

11 内之浦
28 天候
10 人工知能
17 日本
29 企業
20 見学
7 期待

12 残念
25 ニュース  
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（※樹形図の区切り位置は SPSSが分析の上で定めた位置であり、筆者が恣意的に作ったものではないこ

とに留意されたい。） 

各グループの構成は以下の通り。 

グループ 1：森田泰弘教授 

グループ 2：失敗、衛星、成功 

グループ 3：中止、打ち上げ予定日、イプシロン、開発、打ち上げ、費用、行政、ロケット、マスコミ、

JAXA 

グループ 4：問題 

グループ 5：記者会見、延期、原因 

グループ 6：期待 

グループ 7：賞賛 

グループ 8：人工知能 

グループ 9：内之浦 

グループ 10：残念 

グループ 11：発射 

グループ 12：日本、企業 

グループ 13：停止、カウントダウン 

グループ 14：見学 

グループ 15：異常 

グループ 16：ニュース 

グループ 17：批判 

グループ 18：天候 

 

１要因分散分析 

各カテゴリの言及率に差があるかを検討するために、分散分析を行った。その結果、カテゴリ間の言

及率には有意な差がみられた(F(2.51，2481.83)= 246.89, p <.001)。続いて行った多重比較(BONFERRONI

法)の結果、次ページのような結果が得られた。 
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グループ毎の言及度合いを比較したグラフを以下に示す。 

図 6 

 

※グループ 3：中止、打ち上げ予定日、イプシロン、開発、打ち上げ、費用、行政、ロケット、マスコミ、

JAXA 

 

言及度合いは以下の通りであった。 

 「グループ 3：中止、打ち上げ予定日、イプシロン、開発、打ち上げ、費用、行政、ロケット、マス

コミ、JAXA」が他のどのグループよりも多く言及されていた。 

 「グループ 5：記者会見、延期、原因」が 2 番目に言及されていたが、「グループ 3：中止、打ち上

げ予定日、イプシロン、開発、打ち上げ、費用、行政、ロケット、マスコミ、JAXA」よりは有意に

少なく、「グループ 2：失敗、衛星、成功」「グループ１３：停止、カウントダウン」「グループ 17：

批判」とは言及度合いに差がない。 

 「グループ 10：残念」は「グループ 2：失敗、衛星、成功」「グループ 3：中止、打ち上げ予定日、

イプシロン、開発、打ち上げ、費用、行政、ロケット、マスコミ、JAXA」「グループ 4：問題」「グル

ープ 5：記者会見、延期、原因」「グループ 7：賞賛」「グループ 12：日本、企業」「グループ 13：停

止、カウントダウン」「グループ 15：異常」「グループ 17：批判」より言及度合いが有意に少なく、

残りの他のグループとは言及度合いに差がない。 

 「グループ 6：期待」は「グループ 2：失敗、衛星、成功」「グループ 3：中止、打ち上げ予定日、イ

プシロン、開発、打ち上げ、費用、行政、ロケット、マスコミ、JAXA」「グループ 4：問題」「グルー

プ 5：記者会見、延期、原因」「グループ 7：賞賛」「グループ 12：日本、企業」「グループ 13：停止、

カウントダウン」「グループ 17：批判」より有意に少なく、残りの他のグループとは言及度合いに差

がない。 
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 「グループ 7：賞賛」と「グループ 17：批判」の言及度合に差はない。 

(※１要因分散分析の結果詳細は付録を参照) 

 

また、批判意見の内訳は以下の通りである。 

図 77 

 

（※批判意見は全部で 52件である。 

その他には否定的な単語を含むが、文脈上批判的内容でないものが含まれる。 

例：「打ち上げ見損なったよと思ったけど中止なのね」） 

 

4  考察 

 何らかのイベントがないと、一般の人々は宇宙開発の話をしないことがわかった。一方で、イベント

時には、事実を事実のまま述べるにとどまり、何か意見をつける人は多くはないということが示された。

また、分析の結果、イプシロンの打ち上げに関して賞賛・批判のどちらか一方が統計的に多いというわ

けではなかった。批判意見の内訳を見ても JAXAに直接関係のないことが半分以上を占めるという結果に

なった。 

このことから、もともと宇宙好きな一部の人を除けば、多くの国民は宇宙開発に対して何らかの意見

を持つ段階に至っていないと考えられる。事実に意見を付加した形で発言をするためには、国民が宇宙

開発をより身近に感じ、宇宙開発に関心を持つ必要があるだろう。 

                             
7 荒らしとは、掲示板の議題に無関係な投稿のことである。 
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Twitter8分析結果報告 

 

1  目的 

Twitterの「140字以内で気軽につぶやく」という特徴を活かして、国民の宇宙開発に対する率直な意

見を収集することを目的とした。 

 

2  分析対象、手法 

2.1  分析対象 

日常的に宇宙に関するツイート 9をする人はもともと宇宙開発に強い関心がある人であり、国民の意

見を広く集めるためには何らかのイベント時のツイートを収集することが有用であると考えた。ツイー

ト収集の金銭的制約も考慮し、2013年 8月 27日に打ち上げ予定であったイプシロンロケットの打ち上げ

に関するツイートを分析の対象とした。具体的には以下の通りである。 

 

・8月 27日の 10時から 16時までのツイートが対象。 

・リアルタイム検索サービスTOPSY10でツイートに「イプシロン」が含まれるものを 1時間ごとに 100

件抽出。 

 

2.2  分析手法 

8月 27日 10時～11時台(発射前)、12時～13時台(発射直前)、14時～15時台(発射延期後)の 3区間

に分けて SPSSで品詞分解し、SPSS でコレスポンデンス分析とクラスタ分析を行った後、１要素分散分析

を行った。 

 

3  分析結果 

3.1  10時～11時台(発射前) 

10時～11時台では以下の 9つの品詞カテゴリに分類した。 

 

マスコミ、中継、成功、イプシロン、発車時刻、打ち上げる、内之浦、JAXA、宇宙 

※マスコミには「NHKニュース」等の引用元ツイートを含む。 

 

 

 

 

 

 

 

                             
8 Twitter とは、140文字以内で自由に投稿ができるオンラインサービスである。2012年末に世界中の実利用

者が 2億人を超えた。 
9 ツイートとは、Twitterにおける投稿のこと。 
10TOPSY とは、世界中のツイートを自由に収集できるサイト。 
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コレスポンデンス分析： 

表 4 

 

 4次元でイナーシャの寄与率 11が 70%を超えるため、以下、4次元で分析を行う。 

 

クラスタ分析： 

 9つの品詞カテゴリを 4つのグループに分類した。 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

各グループの構成は以下の通り。 

グループ 1：マスコミ、イプシロン、発射時刻、打ち上げる 

グループ 2：中継、JAXA 

グループ 3：成功 

グループ 4：内之浦 

 

 

 

                             
11 イナーシャの寄与率とは、各次元がもとの情報の何%を説明しているかを表したもの。 

図 8 
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１要因分散分析 12 

各カテゴリの言及率に差があるかを検討するために、分散分析を行った。その結果、カテゴリ間の言

及率には有意な差がみられた(F(2，550)= 156.26, p <.001)。続いて行った多重比較(BONFERRONI法)の

結果、以下のような結果が得られた。 

 

グループ毎の言及度合いを比較したグラフを以下に示す。 

 

 

 

言及度合いは以下の通りであった。 

 「グループ 1：マスコミ、イプシロン、発射時刻、打ち上げる、宇宙」が最も言及されていた。 

 「グループ 3：成功」が最も言及されておらず、「グループ 4：内之浦」とは言及度合いに差がない。 

 

10時～11時台(発射前)の考察 

イプシロンの打ち上げについては話題になっているものの、成功を祈るようなツイートは少なかった。 

 

3.2  12時～13時台(発射直前) 

12時～13時台では以下の 19個の品詞カテゴリに分類した。 

 

ニュース、マスコミ、人工知能、楽しみ、日本、発射、中継、薬、開発、成功、宇宙、技術、JAXA、打

ち上げ時刻、内之浦、ロケット、イプシロン、打ち上げ、見学 

※ニュースには「NHKニュース」等の Tweet 引用元やニュース番組を、マスコミにはそれ以外の新聞等を

含む。 

 

                             
12 １要因分散分析とは、複数の分析対象間の言及率に差があるかどうかを調べる分析のこと。 

図 9 
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コレスポンデンス分析 

表 5 

 

 9次元でイナーシャの寄与率が 70%を超えるため、以下、9次元で分析を行う。 

 

クラスタ分析： 

19個の品詞カテゴリを 6つのグループに分類した。 

  

 

 

各グループの構成は以下の通りであった。 

グループ 1：ニュース、マスコミ、人工知能、発射、中継、成功、JAXA、打ち上げ時刻、ロケット、イプ

シロン、打ち上げ 

グループ 2：楽しみ 

図 10 
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グループ 3：日本、開発 

グループ 4：薬 

グループ 5：宇宙、技術 

グループ 6：内之浦、見学 

 

１要因分散分析 

各カテゴリの言及率に差があるかを検討するために、分散分析を行った。その結果、カテゴリ間の言

及率には有意な差がみられた(F(3，624)= 106.21, p <.001)。続いて行った多重比較(BONFERRONI法)の

結果、以下のような結果が得られた。 

 

グループ毎の言及度合いを比較したグラフを以下に示す。 

 

 

言及度合いは以下の通りであった。 

 「グループ 1：ニュース、マスコミ、人工知能、発射、中継、成功、JAXA、打ち上げ時刻、ロケット、

イプシロン、打ち上げ」が最も言及されていた。 

 「グループ 2：楽しみ」「グループ 3：日本、開発」「グループ 4：薬」「グループ 5：宇宙、技術」「グ

ループ 6：内之浦、見学」は言及度合に差がなかった。 

 

12時～13時台(発射直前)の考察 

イプシロンの打ち上げについては話題になっているものの、その技術や打ち上げ場所や打ち上げを「楽

しみ」というツイートは多くはなかった。 

 

3.3  14時～15時台(発射延期後) 

14時～15時台では以下の 19個の品詞カテゴリに分類した。 

ニュース、原因、人工知能、停止、以上、19秒、発射、残念、開発、中止、打ち上げ、失敗、ロケット、

延期、イプシロン、中継、JAXA、税金、マスコミ 

図 11 
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※ニュースには「NHKニュース」等の Tweet引用元やニュース番組を、マスコミにはそれ以外の新聞等を

含む。 

 

コレスポンデンス分析： 

表 6 

 

 10次元でイナーシャの寄与率が 70%を超えるため、以下、10次元で分析を行う。 

 

クラスタ分析： 

 19個の変数を 8グループに分類した結果は以下の通りであった。 

 

 

 

 

図 12 
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各クラスタの構成は以下の通りであった。 

グループ 1：ニュース、19秒、残念、中止、打ち上げ、ロケット、イプシロン  

(注：ニュースは「NHKニュース」等、情報引用元としてツイートされていたもの) 

グループ 2：原因、発射 

グループ 3：人工知能 

グループ 4：停止、異常、税金 

グループ 5：開発 

グループ 6：失敗、マスコミ 

 (注：マスコミはツイート内に「マスコミ」という言葉で使われていたもの) 

グループ 7：延期 

グループ 8：中継，JAXA 

 

１要因分散分析 

各カテゴリの言及率に差があるかを検討するために、分散分析を行った。その結果、カテゴリ間の言

及率には有意な差がみられた(F(5，1079)= 94.90, p <.001)。続いて行った多重比較(BONFERRONI法)の

結果、以下のような結果が得られた。 

 

グループ毎の言及度合いを比較したグラフを以下に示す。 

 

 

言及度合いは以下の通りであった。 

 「グループ 1：ニュース、19秒、残念、中止、打ち上げ、ロケット、イプシロン」が最も多く言及

されていた。 

 「グループ 2：原因、発射」「グループ 4：停止、異常、税金」「グループ 5：開発」「グループ 6：失

敗、マスコミ」「グループ 7：延期」「グループ 8：中継，JAXA」は言及度合に差がなかった。 

 

図 13 
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14時～15時台(発射延期後)の考察 

イプシロンの打ち上げ中止について話題になっており、残念だという声もあったが、そこから「税金

泥棒」といったような批判や「無理やり打ち上げて爆発するよりよかった」といったような賞賛は多く

はなかった。 

 

4  考察 

 以上の分析より、「イプシロンの打ち上げがある」「イプシロンの打ち上げが中止になった」という

事実は多くツイートされるが、そこから一歩踏み込んだ宇宙開発に対する批判や賞賛は多くはないこと

が分かった。本分析結果と「思いついたことを気軽につぶやく」「140字の字数制限」という Twitterの

特徴から、Twitterを用いて何らかの意見を収集することは難しいと言える。しかしながら、ツイート数

の推移などからそのイベントに対する注目度や盛り上がりを測ることは可能であると考えられる。(補足

参照) 

 

 

補足 

 以下は「イプシロン」「JAXA」「宇宙開発」を含むツイート数の推移である。 

オレンジが「イプシロン」、青が「JAXA」、緑が「宇宙開発」を含むツイート数を表す。 

図 14 

 

(出典：TOPSY) 

上図から、8月 27日(打ち上げ中止日)と 9月 14日(再打ち上げ日)におけるイプシロンへの注目度の高

さがうかがえる。 
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Ⅲ． YouTube分析結果報告 

 

1  目的 

YouTube を通じた広報活動の現状を知り、また、国民に注目された JAXA の活動を分析することを通じ

て、YouTubeを用いた JAXAの広報活動の改善向上に役立てることを目的とした。 

 

2  分析対象、手法 

2.1  分析対象 

YouTube「JAXAチャンネル」2009年以降に UPされた動画 518本 

 

2.2  分析手法 

 被説明変数を「動画再生回数」、説明変数を「good数、bad数、英語ダミー13、ニュースレポートカテゴ

リ 14ダミー、衛星(詳細)カテゴリダミー、衛星(俯瞰)カテゴリダミー、シンポジウムカテゴリダミー、

ライブ映像カテゴリダミー、プロジェクト紹介カテゴリダミー、宇宙飛行士カテゴリダミー、ダイジェ

スト映像カテゴリダミー、その他カテゴリダミー」とし、ステップワイズ法 15の重回帰分析 16を行った。 

 

3  分析の結果 

3.1  good数と bad数の両方を説明変数に入れた場合 

調整済み決定係数 17 R2=0.486 

 

表 7 

 

(※赤が再生回数を統計的に増加させるカテゴリ、青が再生回数を統計的に減少させるカテゴリ、 

  黄が各行の説明力を表しており、5％以内で説明力があるとする。) 

                             
13 ダミー変数とは定性的、属性的な要因を(0,1)であらわしたデータのこと。例えば、英語ダミーでは動

画のタイトル・内容が英語であれば１、日本語であれば 0とした。 

14 カテゴリ分けは筆者作成 
15 ステップワイズ法とは、変数が未確定のときに徐々に変数を追加していく方法。 
16 重回帰分析とは、 説明変数（good 数等）と被説明変数（再生回数）の間における因果関係の存在を

検証するための分析方法 

17調整済み決定係数とは、説明変数（good数等）が被説明変数（再生回数）をどれだけ説明できるかを表

す値である。統計学的には、0.3以上あればいいとされている。 

318 宇宙航空研究開発機構特別資料  JAXA-SP-13-019

This document is provided by JAXA.



 

good数とbad数のVIF値 18が 4 を超えているため、多重共線性の問題 19があると考えられる。そこで、bad

数を除いたモデルを用いて再度分析を行う。 

 

3.2  bad数を説明変数から除いた場合 

調整済み決定係数 R2=0.47 

表 8 

 

(※赤が再生回数を統計的に増加させるカテゴリ、青が再生回数を統計的に減少させるカテゴリ、 

  黄が各行の説明力を表しており、5％以内で説明力があるとする。) 

 

以上の結果より、以下のことが言える。 

・goodが付くものは再生回数が多くなる 

・衛星(俯瞰)映像カテゴリに含まれる動画は再生回数が多くなる  

・英語の動画は再生回数が多くなる 

・プロジェクト紹介カテゴリに含まれる動画は再生回数が多くなる。 

 

 

4  考察 

再生回数が伸びる動画の内容は、人工衛星から惑星全体を映した動画、タイトル・内容が英語の動画、

プロジェクトの動画であった。実際、動画再生回数上位 100 位の中では、この３つの要素を含んでいる

かぐやからの映像が半数近くを占めている。 

カテゴリ分けは JAXA公式ホームページのプロジェクトを参考に分類した。各カテゴリの具体的な例は

次ページの通りである。 

図 15 

                             
18VIF値とは、決定係数 R2値を用いて多重共線性の有無を調べる方法。通常 5を超えていれば共線性を疑

うが、good と bad の相関係数が 0.89 と非常に大きいため、5 を超えてはいないがここでは good と bad

の間に共線性の問題があるとみなす。 

19多重共線性とは、説明変数（『原因』にあたるもの）の中に、相関が高すぎる組み合わせがある場合に、

偏回帰係数の統計的安定性が低くなるという現象である。多重共線性が生じている場合、算出された偏

回帰係数の信頼性や安定性が低くなるといった事態が生じるため、多重共線性が生じた分析結果を採用

すべきではないとされる。 
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レポート：宇宙の謎に挑む～ ISAS in Space ～ 

ロケット：Liftoff / H-IIAロケット 21号機 リフトオフ 

宇宙利用：小型ソーラー電力セイル実証機「IKAROS」 

宇宙科学：KAGUYA taking "Full Earth-rise" by HDTV (Apr. 5, 2008) 

有人活動：H-II Transfer Vehicle～日本初 宇宙ステーション補給機 HTVプロジェクトの軌跡 

かぐややはやぶさが含まれる宇宙科学を筆頭にプロジェクトに関する動画は良く見られている。その一

方で、JAXAシーズンレポートが例に挙げられるが、JAXA組織の活動を紹介する動画再生数は伸びていな

い。つまり、プロジェクトの動画は既に十分な支持が得られていると考えられるが、JAXA の組織に関す

る動画には改善の余地がある。 

 

5  提案 

 上記の考察を踏まえて、私たちは『映画「宇宙兄弟」のエンディング曲 Every Teardrop Is a Waterfall- 

JAXA 職員 ver.』を投稿することを提案する。映画宇宙兄弟が公開された 2012 年の「子どもに聞いた！

将来なりたい職業【男子】」では、前年度 18 位であった宇宙飛行士が 6 位へとランクを上げている。こ

のことから、「宇宙兄弟」の強い影響力がわかる。 

 この様な動画を投稿するメリットは、JAXA で実際に勤めている人たちの顔を見ることで、動画を見た

人が JAXA ひいては宇宙開発に親しみを持つという点にある。既に JAXA は「はやぶさ」の成功等で、組

織イメージは良好であると推察される。しかし、2 ちゃんねるやイプシロンの結果からもわかるように、

注目度は高いにもかかわらず、JAXA や宇宙開発に対する意見を表明している国民は少ない。国民にとっ

て JAXAや宇宙開発は非日常であると考察できる。 

国民から意見を得るには、JAXA や宇宙開発を国民に身近に感じてもらう必要がある。面白いダンス動

画を作成することで、今までの「理系で頭が良い」「すごい人たち」というイメージを持つ国民に対して、

あまり知らない JAXA職員の一面を見せることができる。 

この様な試みの具体例としては、『「恋するフォーチュンクッキー」サイバーエージェント STAFFver.』

が挙げられる。この動画は投稿 4日で 90万回再生を突破している。 
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Ⅳ． Facebook 

 

1  分析の目的 

国民の Facebookの JAXAページに対してどのようなニーズを持っているかを分析し、Facebookを用い

た JAXAの広報活動の改善向上に役立てる。 

 

2  分析の対象、手法 

2.1  分析対象 

JAXAの Facebook公式ページが発足(2011年 3月 8日)以来投稿された 196件が対象。 

 

2.2  分析手法 

 投稿の内容をSTASで品詞分解後、SPSSで被説明変数を「いいね！20数」、説明変数を「シェア 21数、コ

メント数」と「放送、学生、技術、衛星、JAXA、実験、ロケット、宇宙飛行士、探査機、ライブ中継、

写真・動画、参加、募集、イプシロン、ISS、こうのとり、公開、試験、日本、打ち上げる、タウンミー

ティング、発表、結果、筑波宇宙センター、宇宙、報告、開催、イベント」に関連する言葉が入ってい

るかどうかとし、数量化Ⅰ類分析 22を行った。 

 

                             
20 いいね！とは、Facebook の投稿に対する評価のこと。閲覧者が「いいね！」と思ったら「いいね！」

ボタンを押す。このボタンを押すことで、そのユーザーの友達のページにいいね！を押した投稿内容が

現れることがある。 

21 シェアとは、Facebookでユーザーが投稿を自分の友人にも見てもらいたいと思った際に行う行為。 

22 ひとつまたは複数のカテゴリ変数が連続変量に影響を及ぼすかを検討するための分析手法(「自由記述

データに基づくカテゴリカルデータの分析」(尾関助教)P61より引用) 
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3  分析の結果 

調整済み決定係数 R2=0.54 

表 9 

標準化係数

ベータ VIF

(定数) .000

放送 -.114 .062 1.527

学生 -.025 .648 1.294

技術 .021 .707 1.302

衛星 .107 .063 1.381

JAXA .054 .352 1.402

実験 .047 .383 1.186

ロケット .154 .037 2.263

宇宙飛行士 .054 .342 1.369

探査機 .071 .189 1.217

ライブ中継 .011 .866 1.624

写真_動画 -.045 .390 1.147

参加 -.016 .810 1.862

募集 .019 .731 1.343

イプシロン .294 .000 2.330

ISS .024 .665 1.326

こうのとり .436 .000 1.360

公開 -.039 .496 1.405

試験 .011 .835 1.109

日本 .021 .699 1.266

打ち上げる .159 .016 1.794

タウンミーティ

ング

-.064 .322 1.768

発表 -.159 .003 1.196

結果 -.033 .540 1.210

筑波宇宙セン .127 .027 1.355

宇宙 .047 .424 1.420

報告 -.056 .321 1.338

開催 .105 .126 1.948

イベント -.093 .127 1.551

Comments -.148 .068 2.720

Share .429 .000 1.920

Counts .007 .925 2.334

有意確率

共線性の統

計量

1

モデル

 

有意水準を 5%とすると、分析結果から以下のことが言える。 

・ロケットに関する内容のものは「いいね！」が多くなる 

・イプシロンに関する内容のものは「いいね！」が多くなる 

・こうのとりに関する内容のものは「いいね！」が多くなる 

・打ち上げに関する内容のものは「いいね！」が多くなる 

・何かの発表に関する内容のものは「いいね！」が少なくなる 

・つくば宇宙センターに関する内容のものは「いいね！」が多くなる 

・シェアが多い投稿は「いいね！」が多くなる 
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・こうのとり、シェア数、イプシロン、打ち上げる、発表(※負の影響)、ロケット、筑波宇宙センタ

ーの順で「いいね！」数に対する影響力が強い 23 

 

4  考察 

「イプシロン、こうのとり、ロケット」といった打ち上げに関する投稿は、「いいね！」数増加に貢献

しているのと比べ、打ち上げに関するイベントの投稿が無いときは「いいね！」数が少ない傾向にあっ

た。「いいね！」数の推移グラフを見ても同様のことが言える。つまり、打ち上げに関する投稿がないと

きはページが沈静化していると考えられる。 

 

図 16 

 

 

                             
23 標準化係数ベータの絶対値が 1に近いほど影響力が強い。 

あかつき、きぼう 

星出、ソユーズ ひので 

イプシロン 
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5  提案 

 上記の考察を踏まえてページの沈静化を防ぐために、投稿の形式の改善と「いいね！」による情報拡

散を提案する。 

 

（1）投稿形式の改善 

 現状例 

  

図 17 

 

 

図★の例では概要が少なく、参加者募集の意図が伝わりにくいと考えられる。投稿内容の改善案とし

て、以下の三点を提案する。 

 ・参加募集中であることを強調する 

 ・他の URLに飛ばなくてもイベントの概要が分かるようにする 

 ・画像でイベントの概要が分かるようにする 
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これを満たす投稿の例として、次のような投稿を挙げる。 

具体例 

 

 

 

 

 

【参加者募集中】を強調する。 

 

概要を書く。 

他のページに飛ばなくても、どの様な 

イベントなのか分かるようにする。 

 

 

 

画像を貼り付け、イベント内容が一目

でわかるようにする。 

 

 

（2）「いいね！」による情報の拡散 

 「いいね！」数が増加すると、Facebook における投稿内容の拡散を図ることができる。そこで、より

多くのユーザーに「いいね！」ボタンを押してもらうために、クリックしたユーザーの中で、実際にイ

ベントに参加した人たちに対してステッカーをプレゼントするなどの特典を付けることを提案する。 

 ただし、「いいね！」ボタンを押したユーザーの一部に対し特典を与える場合、Facebookの利用規約に

反する場合があるので、別途アプリケーションを作成する必要がある。 

参照 URL：http://smmlab.aainc.co.jp/?p=11790  

「要注意！Facebookキャンペーンで陥りがちな【規約違反】6つの典型パターン ～Facebook規約関連リ

ンクまとめ付～」 

 

図 18 
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具体例 

 

 

 

 

エストニア観光局では、「いいね！」と「シェア」を 

行った人の中から抽選で数名に金銭価値のある 

商品をプレゼントする企画を行い、「いいね！」数は 

9/16から 9/25日までの 10日で約 900から約 1300 

に上がった。 

 

 

 

ウェスティンホテル大阪では 

「いいね！」を押した人の中から 

抽選でオリジナルバッグをプレゼントする 

企画を行い、イベント前からイベント後に 

かけて「いいね！」数は 5294から 6513まで 

上がった。いいね数の推移は以下のとおりである。 

 

 

 

 

 

図 19 

Copyright のため非表示

Copyright のため非表示

326 宇宙航空研究開発機構特別資料  JAXA-SP-13-019

This document is provided by JAXA.



 

参考文献・URL 

1) JAXA 宇宙航空研究開発機構< http://www.jaxa.jp/> (2013年 9月 23日アクセス) 

2) 小塩真司 2007『研究事例で学ぶ SPSSと Amosによる心理・調査データ解析』東京図書 

3) 小塩真司 2007『実践形式で学ぶ SPSSと Amosによる心理・調査データ解析』東京図書 

4) 尾関美喜 2013「自由記述データに基づくカテゴリカルデータの分析」 

5) 分散分析 3（一般線形モデル：反復測定）<http://www.koka.ac.jp/morigiwa/sjs/les30103.htm>  

6) 球面性の仮定について：反復測度の分散分析 (2013年 9月 23日アクセ

ス)<http://blog.goo.ne.jp/hideunuma/e/0ce46ae09667bf93c7271fccea562b73>  

7) YouTube「恋するフォーチュンクッキー」サイバーエージェントグループ STAFF 

ver.<http://www.youtube.com/watch?v=lXs96toe-B8> (2013年 9月 23日アクセス) 

8) 藤田和重「要注意！Facebook キャンペーンで陥りがちな【規約違反】6 つの典型パターン ～

Facebook 規約関連リンクまとめ付～」< http://smmlab.aainc.co.jp/?p=11790> (2013 年 9 月 23

日アクセス) 

 

データ出典 

1) ★★宇宙開発総合スレッド＜47 号機＞★★ <http://unkar.org/r/sky/1366132925 > (2013 年 9

月 23日アクセス) 

2) 【宇宙】イプシロン、“異常判定”の原因判明～ロケットと地上のデータ送受信に 0.07 秒のズレ

／９月の早い時期に再挑戦 <http://unkar.org/r/scienceplus/1377833479> (2013 年 9 月 23 日

アクセス) 

3) イプシロンロケットスレ <http://unkar.org/r/galileo/1371310798 > (2013 年 9 月 23 日アクセ

ス) 

4) TOPSY <http://topsy.com/> (2013年 9月 23日アクセス) 

 

Facebookに関する画像出典 

1) ロゴ <https://www.facebookbrand.com/> (参照日 2013/09/23) 

2) 「JAXA公式ページ」 <https://www.facebook.com/jaxa.jp?fref=ts>  (2013年 9月 23日アク

セス) 

3) 「無印良品公式ページ」 < https://www.facebook.com/muji.jp?fref=ts> (2013年 9月 23日ア

クセス) 

4) 「エストニア観光局公式ページ」 <https://www.facebook.com/estonia.jp?fref=ts> (2013年 9

月 23日アクセス) 

5) 「防衛省海上自衛隊公式ページ」 <https://www.facebook.com/estonia.jp?fref=ts>  (2013年

9月 23日アクセス)  

6) 「ウェスティンホテル大阪公式ページ 」(The Westin Osaka) 

<https://ja-jp.facebook.com/westin.osaka＞  (2013年 9月 23日アクセス) 

 

 

327JAXA × WASEDA プロフェッショナルズ・ワークショップ 2013 ビッグデータを活用した
斬新な企画を提案し、宇宙開発に役立てよう！ 成果報告書

This document is provided by JAXA.



 

 

 

 

 

 

 

補足資料 
１要因分散分析の対応表 

 

 ２ちゃんねる 

宇宙開発総合スレッド 47号機 

【宇宙】イプシロン、“異常判定”の原因判明 

～ロケットと地上のデータ送受信に 0.07秒のズレ／９月の早い時期に再挑戦 

イプシロンロケットスレ 

 

 Twitter 

2013年 8月 27日 10時～11時台 

12時～13時台 

14時～15時台 
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―海外各国宇宙開発機関所属研究者の論文についての分析結果―
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データ収集担当：矢口・前田 
データ分析担当：叶・小石 

 

JAXA×WASEDA  
プロフェッショナルズ・ワークショップ2013 
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今回の分析の目的 
• Ⅰ-1：海外の各国が《宇宙開発のどのようなテーマ 
     を重視しているか》をテキストマイニングを利用して 
     定量的に調査すること 
     Ⅰ-2：そこからJAXAとの協力・競争の観点で有益な 
            提案をすること 
 
• Ⅱ-1：中国の宇宙開発における近年の 
     《関心事項》を定量的に調査すること 
     Ⅱ-2：そこからJAXAとの協力・競争の観点で有益な 
            提案をすること 
 
 4 

はじめに―課題の確認 

JAXA調査国際部からの今回の課題 

 
⇒海外各国の宇宙開発関係の  
 プロジェクト動向を定量的に 
 探ること 

 
3 
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１．情報ソース（文章データ）の選択 
各情報ソース メリット デメリット 

各国議会議事録 
（宇宙開発関連） 

 ・宇宙開発の意向を決定する過程を 
把握できる 

 ・各国のHPからPDF形式でDLが可能 
（大量収集が容易） 

 ・データ量が多く分析に時間がかかる 
 ・発言の量に対して宇宙に関しての 
言及が少ない 
（有意なデータの取捨選択が困難） 

各国宇宙開発機関の 
プレスリリース、 
アニュアルレポート 

 ・JAXA調査国際部様として 
当初予定していた対象 

 ・宇宙開発の動向が 
端的に示されている 

 ・プレスリリースをPDFやテキスト形式 
でDL収集不可（大量収集が困難） 

 ・「建前」の部分が多く、 
宇宙開発の真意がみえにくい 

各国宇宙開発機関の 
所属研究者の論文 
（本文、タイトル、 
要約、キーワード） 

 ・JAXA調査国際部様として 
あまり着目していない観点 

 ・研究動向から各国の傾向を推測可能 
 ・論文データベースによりExcel形式で

DLが可能（大量収集が容易） 

 ・基礎研究も多く含むため、論文全体 
では宇宙開発のおおまかな動向を 
把握するのに向かない 
⇒応用研究（プロジェクト関連） 
の論文に絞れば動向把握が可能 

各研究機関が 
所有している特許 

 ・JAXA調査国際部様として 
あまり着目していない観点 

 ・特許動向から各国の傾向を推測可能 
 ・各国特許庁のHPからExcel形式で 

DLが可能（大量収集が容易） 

 ・基礎研究に係る特許も多く含むため、 
特許全体では宇宙開発のおおまかな 
動向を掴むのに向かない 

 ・国によっては十分なデータ量がない 

6 

 
Ⅰ．海外各国宇宙開発の動向

調査について 
（分析結果・提案） 

5 
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３.論文の収集方法について 
・ ６機関に所属する研究者によって２０１３年に 
 執筆・発表された論文を収集 
 （使用論文データベース：“Scopus※ ”） 
 
・ ６機関HP上のプレス・アニュアルレポートから 
  現在企画・運用しているプロジェクト名を確認 
 
・ 収集した論文から、確認したプロジェクト名が 
  本文、タイトル、抄録、著者・索引キーワード 
  のいずれかに含まれている論文に絞り込む 

※蘭エルゼビア社が提供する世界最大級の論文データベース 
8 

２．分析対象の機関（国家）の選択 
宇宙開発先進国 
  ランキング※１ 

 
１位 アメリカ 
２位 ヨーロッパ 
３位 ロシア※２ 

４位 中国※２ 

５位 日本 
６位 インド 
 
※１米フュートロン社発表の宇宙開発競争力指数2011のランキングより 
※２ロシア・中国に関しては、論文データベース上の論文が極めて 
  少ないため、今回は断念 

分析対象機関（国家） 
 
①NASA（アメリカ） 
②ESA（ヨーロッパ） 
③CNES（フランス） 
④DLR（ドイツ） 
⑤ISRO（インド） 
     ＋ 
⑥JAXA（日本） 

7 
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5.分析のねらい 

目的：海外の各国が《宇宙開発のどのようなテーマ 
     を重視しているか》をテキストマイニングを利用して 
     定量的に調査すること 

               

ある研究分野において、国同士を比較し、 
傾向の違いが分かる分析手法が必要になる 
 
 

10 

4.収集された論文 

0
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600

800

1000

1200

1400

NASA ESA(欧州) CNES(仏) ISRO（印） JAXA DLR（独） 

論文数 

1166 

95 36 42 96 81 
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４．クロス集計表作成（“SPSS Statistics”） 
  ⇒目的：ある分野に対する、重視の度合いの違いを見出すため 

５．クロス集計表をグラフ化（“Excel”） 
  ⇒目的：ある分野に対する、重視の度合いの違いを一目で 
       分かるようにするため 

12 

6.論文への分析手法 
1．テキストマイニング（“SPSS text analytics for Surveys”） 
  ⇒目的：テキスト（自由記述文）を統計解析可能なデータにするため 
  ⇒分析対象：収集論文に付随する著者キーワード、索引キーワード 

 
２．コレスポンデンス分析（“SPSS Statistics”） 
  ⇒目的：あるキーワードを言及している宇宙機関の類似性から、 
       キーワードをグルーピングするため 

 
３．クラスター分析（“SPSS Statistics”） 
  ⇒目的：コレスポンデンス分析のグルーピングを、数値処理により客観性を 
       高めるため 
 

 11 
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キーワードグループ① 
planetary systems（惑星系）  
astrophysics（天体物理学） 

Galaxies  Telescope  x-rays   
dynamics（力学） 

earth observations  clouds 
meteorology(気象学) 

spacecraft 
 ISS 

宇宙探査１ 

気象１ 

宇宙航空１ 

14 

7.分析の結果 

• ８つのキーワードグループ（＝研究テーマごとのグループ）

にわけて、６機関の言及率（＝どれだけ言及しているか）

を比較することができた。 

 
 キーワード
グループ① 

キーワード
グループ② 

キーワード
グループ③ 

キーワード
グループ④ 

キーワード
グループ⑤ 

キーワード
グループ⑥ 

キーワード
グループ⑦ 

キーワード
グループ⑧ 

13 
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グループ①の分析結果・考察 

• 米、欧州、独で差がない。（競争・協力） 
• キーワードグループ①のキーワードに関する
分野を米、欧州、独は重視していると考えら
れる。 

• 仏は宇宙探査の予算が少ないことが反映さ
れていると考えられる。（重視されてない） 

 
 

16 

キーワードグループ①の分析結果 

0
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0.2

0.3

0.4

0.5

0.6

0.7

0.8

0.9

1

NASA ESA(ヨーロッパ) CNES(フランス) ISRO(インド) JAXA DLR(ドイツ) 

キーワードグループ① 

言及率 

＊言及率＝(その国が論文で使ったキーワードの数)/(このグループのキーワードの数) 
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キーワードグループ②の分析結果 

0

0.1

0.2

0.3

0.4

0.5

0.6

0.7

0.8

0.9

1

キーワードグループ② 

言及率 

18 

キーワードグループ② 

sun 
solar wind（太陽風）  

aircraft  
rockets  

Saturn Jupiter 
solar system   

magnetosphere（磁気圏）
magnetic field（磁気） 

moon  

mineralogy（鉱物学） black hole physics 
nucleus（銀河の中心） 

quasars（準星） 

太
陽
系
内 

系
外 

宇宙探査２ 

宇宙航空2 
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キーワードグループ③ 

cosmic rays(宇宙線)  
astronomy（天文学） 

weather forecasting   climate  earth 
Atlantic ocean   aerosol（エアロゾル）   

geostationary satellites（静止衛星）   

気象２ 

宇宙探査３ 

20 

グループ②の分析結果・考察 

• 米、日で差がない（競争・協力） 
• キーワードグループ②のキーワードに関する
分野において米、日が重視 

• 仏は宇宙探査の予算が少ないことが反映さ
れていると考えられる。 

 

19 
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グループ③の分析結果・考察 

• 米、仏、独で差がない（競争・協力） 
• キーワードグループ③のキーワードに関する
分野を米、仏、独が重視している 

• キーワードグループ③のキーワードに関する
分野を日は重視していない 

 

22 

キーワードグループ③の分析結果 
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キーワードグループ④の分析結果 

0
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0.3
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0.6

0.7

0.8
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キーワードグループ④ 

言及率 
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キーワードグループ④ 

mercury   
carbon dioxide   

astrobiology（天文生物学） 
manned space flight 
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キーワードグループ⑤ 

 
solar cycle cmes（コロナ質量放出）  
chromosphere（太陽表面のガス層）  

 forest  sea ice  snow  
atmospheric temperature 

atmosphere  (planets) 
 satellites 

gravity    
asteroids（太陽系内の鉱物）  
cosmology（宇宙論） 

地球観測１ 

太陽観測１ 

26 

グループ④の分析結果・考察 

• 米と独で差がない（競争・協力） 
• キーワードグループ④のキーワードに関する
分野を米、独が重視している 

• 欧州、仏、印、日で差がない 
• キーワードグループ④のキーワードに関する
分野を欧州、仏、印、日はあまり重視していな
い 

25 
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グループ⑤の分析結果・考察 

• キーワードグループ⑤のキーワードに関する
分野を米が重視している 

• 米以外の国は、一部の研究にとどまっている 
• 欧州の値が他の国と比べて、少し高いのは
欧州が地球観測を最重要視していることが反
映されているからだろう 

 

28 

キーワードグループ⑤の分析結果 
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キーワードグループ⑥の分析結果 
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キーワードグループ ⑥ 

言及率 
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キーワードグループ⑥ 

 
 
  

solar radiation 
太陽観測２ 

icesat（氷観測衛星）  
tropical rainfall  
oceanography  tropical 
cyclone  wind  ozone 

地球観測２ 
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キーワードグループ７ 

chemical   space flight 
 

tropics   
geodetic satellites（測地衛星） 

stratosphere（成層圏） 

地球観測３ 

32 

グループ⑥の分析結果・考察 

• 米、仏、印で差がない（競争・協力） 
• キーワードグループ⑥のキーワードに関する
分野を米、仏、印が重視している 

• 欧州が、地球観測を重視しているに矛盾？ 
→地球観測の分野は多岐にわたる 
→欧州は、重視する分野を取捨選択していると
考えられる。 

31 
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グループ⑦の分析結果・考察 

• 米、仏で差がない（競争・協力） 
• キーワードグループ⑦のキーワードに関する
分野米、仏が重視している 

• 欧州の言及率が印、日、独←欧州が地球観
測を最重要視している 

 

34 

キーワードグループ⑦の分析結果 
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キーワードグループ⑧の分析結果 
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キーワードグループ⑧ 

sea level   
hurricanes   
rain  troposphere（対流圏） 

地球観測４ 
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8.結果・考察のまとめ 

ピンクの
セル 

日本のこの分野に対する重視の度合いは高くなく、 
重視している国が多い分野が多く含まれている 

緑の 
セル 

日本のこの分野に対する重視の度合いは高く、 
重視している国が多い分野が多く含まれる 

水色の
セル 

日本のこの分野に対する重視の度合いは高く、 
重視している国が少ない分野が多く含まれる 

黄色の
セル 

日本のこの分野に対する重視の度合いは高くなく、 
重視している国が少ない分野が多く含まれる 

38 

グループ⑧の分析結果・考察 

• 米、仏、印で差がない（競争・協力） 
• キーワードグループ⑧のキーワードに関する
分野を米、仏、印が重視している 

• 欧州、日、独で差がない 
• キーワードグループ⑧のキーワードに関する
分野を欧州、日、独は重視していない 
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提案２（緑のセル） 

• キーワードグループ①に含まれるキーワード
に関する分野において協力関係を築くべき。 

 協力相手としては、米、欧州、独が考えられる。 
 
理由：日本が重視している分野が多く含まれている。   
    同じ分野を、米、欧州、独が重視している。 
    お互い重視している分野において協力すれば、    
    お互いにとって有益になりやすいと考えられる。 

40 

提案１（ピンクのセル） 

• キーワードグループ③，④，⑥，⑦，⑧に 
 含まれるキーワードに関する分野は今後は 
 あまり重視しすぎない方が良い。 
 
理由：競争の観点で考えて、その分野に関して重視 
    している国が、すでに重要な知見を得ており、 
    後追いになるだけの可能性がある。 

39 
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提案４（黄色のセル） 

• キーワードグループ⑤に含まれるキーワード
に関する分野において、今後重視していくべき。 

 
理由：このグループに含まれるキーワードに関する 
    分野を重視している国は少ないので、新たな 
    分野に進出し、新たな知見を他の国よりも早く 
    得られる可能性がある。 

42 

提案３（水色のセル） 

• キーワードグループ②に含まれるキーワード
に関する分野を今後さらに重視し、協力関係
を築くべき。協力相手としては米が考えられる。 

 
理由：同じ分野を重視している国が少なく、今後日本 
    の強みにできる可能性がある。同じ分野を米が 
    重視している。 
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CNSA＝ 

CASIC＝中国航天科工集団 
CASC ＝中国航天科技集団公司 

宇宙開発機関 
政府機構 

国有企業 

１．分析対象の機関の選択 

44 

 
Ⅱ．中国宇宙開発の動向 

調査について 
 （分析結果・提案） 

43 
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３．分析対象・手法 

CNSAのプレスリリース（唯一収集できた情報源） 
↓ 

中国語でしか書かれていない 
↓ 

解析ソフトを使った分析は困難※ 

↓ 
エクセルによってプロジェクトに関する 
単語の頻度（言及数）を数えて比較する 

※テキストマイニング用のツール“SPSS text analytics for Surveys”の解析可能言語は、  
 日・英・独・仏・西語のみ 46 

２．分析のねらい 

目的：中国がどのプロジェクトをどれほど重視し
ているかを知りたい 

↓ 
それぞれのプロジェクトに対する、重視の度合

いの違いが分かる分析手法が必要 

45 
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プロジェクトの言及数とデータの有無 

  2008年 2009年 2010年 2011年 2012年 2013年 

ナビゲーション 
システム 

1 2 1 6 3 × 

月探査 18 × × 37 22 × 

宇宙運送 1 × × 1 8 5 

民間プロジェクト 17 4 13 20 22 11 

有人飛行 × 3 74 17 6 11 

地球観測 × × × 6 × 26 

×はデータがないことを表している 

５．分析結果 

48 

進行中の6つのプロジェクト 
「宇宙白書」(2011年末)より 

ナビゲーショ
ンシステム 月探査 宇宙運

送 

民用 

プロジェクト※ 
有人飛行 地球観測 

４．分析対象の情報ソース 

※ロケット打ち上げ、気象予報、ナビゲーションシステム、衛星の運用など国民の生活に   
 直結する分野を扱う 47 
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2011年の6つのプロジェクトへの 
言及数 

37 

20 
17 

6 6 
1 

0
5

10
15
20
25
30
35
40

50 

すべてのプロジェクトにおいてデータが 
そろっているのは2011年のみであった 

↓ 
2011年のみで、プロジェクト同士の言及数の 

割合を比較 

49 
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７.考察 

• ６つのプロジェクトの中でも重視しているもの
と、そうでないものの差が大きいと考えられる 

• 中国は月探査を最重視していると考えられる 
• 中国の有人飛行が注目されているが、それと
同程度に民用プロジェクトを重視している 

• 国民生活の利便性の向上を図っている 

52 

６．分析結果のまとめ 

• 月探査においては、全体の４割ほどを占めて
いた 

• 民用プロジェクト、有人飛行においては全体
の２割ほどを占めていた 

• ナビゲーションシステム、地球観測において
は１割程度であった 

• 宇宙運送においては、ほとんどなかった 
 

51 
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ご清聴ありがとうございました！ 

54 

８．提案 

１．今後、月探査の分野で協力関係を 
  結んだらどうか(日本も月探査を重要視) 
 
２．有人飛行において中国の言及数が高く、 
  また日本は重視していないので、日本が   
  有人飛行に注力しても後追いになるだけ 
  の可能性がある。 

 
 53 
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海外各国宇宙開発機関所属研究者の論文についての分析結果

 
１．分析の目的 

テキストマイニングや各種の統計解析手法を使い、定量的に海外各国の宇宙開発機

関が注力している研究開発テーマの偏りを判明させる。 
 
２．なぜ論文か 
   今回、上記目的を達成するに当たり、分析対象とする情報ソースは、以下の４つを

選択肢として列挙した。列挙の基準は、公開情報の文章であり、なおかつ海外各国の

宇宙開発の動向を把握できるもの、という２つを満たしていることである。 
そして、各情報ソースのメリット、デメリットを吟味した結果、各宇宙開発機関所

属研究者の論文が、今回の分析に比較的ふさわしい対象であると考えた。 
 

 
 
 

各情報ソース メリット デメリット 

各国議会議事録 

（宇宙開発関連） 

 ・宇宙開発の意向を決定する過程を 

把握できる 

 ・各国のHPからPDF形式でDLが可能 

（大量収集が容易） 

 ・データ量が多く分析に時間がかかる 

 ・発言の量に対して宇宙に関しての 

  言及が少ない 

（有意なデータの取捨選択が困難） 

各国宇宙開発機関

のプレスリリース、 

アニュアルレポート 

 ・JAXA調査国際部様として 

当初予定していた対象 

 ・宇宙開発の動向が 

端的に示されている 

 ・プレスリリースをPDFやテキスト形式 

  でDL収集不可（大量収集が困難） 

 ・「建前」の部分が多く、 

  宇宙開発の真意がみえにくい 

各国宇宙開発機関

所属研究者の論文 

（本文、タイトル、 

要約、キーワード） 

 ・調査国際部として 

あまり着目していない観点 

 ・研究動向から各国の傾向を推測可能 

 ・ScopasによりExcel形式でDLが可能 

（大量収集が容易） 

 ・基礎研究も多く含むため、論文全体 

  では宇宙開発のおおまかな動向を 

  掴むのに向かない 

  ⇒応用研究（プロジェクト関連） 

  の論文に絞れば動向把握が可能 

各研究機関が 

所有している特許 

 ・調査国際部として 

  あまり着目していない観点 

 ・特許動向から各国の傾向を推測可能 

 ・各国特許庁のHPからExcel形式で 

DLが可能（大量収集が容易） 

 ・基礎研究に係る特許も多く含むため、 

特許全体では宇宙開発のおおまかな 

動向を掴むのに向かない 

 ・国によっては十分なデータ量がない 
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３．分析対象の国・機関 
   対象国は、宇宙開発先進国 iの中でも、十分な量の論文検索が可能なアメリカ、欧州、

ドイツ、フランス、インドの４ヶ国＋１地域と、比較対象として日本１ヶ国の計５ヶ

国＋１地域である。 
   その各国で、宇宙研究開発の中心的役割を果たす機関である①NASA（アメリカ）、

②ESA（欧州）、③CNES（フランス）、④DLR（ドイツ）、⑤ISRO（インド）、⑥JAXA
（日本）の６機関を分析対象の機関とした。 

 
４．分析対象の論文 

上記６機関に所属する人物によって執筆・発表された論文の中で、論文データベー

ス“Scopasii”に 2013 年 1 月１日～9 月 10 日付で登録された論文をまず抽出した。そ

こから基礎研究に関する論文を除外し、応用的な研究（各国のプロジェクト関連）に

関する論文を分析対象とした。 
なお基礎研究に関する論文を除外する方法は、まず各機関 HP 上のプレス・アニュ

アルレポートから現在・過去に企画・運用していたプロジェクト名を収集し、そのプ

ロジェクト名が本文、タイトル、抄録、著者・索引キーワードのいずれかに含まれて

いる論文に絞り込む、という手順で行った。 
 

５．分析手法 
 テキスト解析ソフト“SPSS text analytics for Surveysiii”を使用し、論文に付随し

ている著者・索引キーワードを抽出し、全てのキーワードに関して、そのキーワード

の有無を国ごとに集計した。その上で統計解析ソフト“SPSS Statisticsiv”を用いてコ

レスポンデンス分析 vとクラスター分析 viを行い、「同じ研究機関で研究されがちなも

の」という基準でキーワードをグループ分けした。 
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６．分析結果 

＜コレスポンデンス分析＞ 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

次元 特異値 

要約イナー

シャ 

カイ 2 

乗 

有意確

率 

イナーシャの寄

与率 信頼特異値 

説明 累積 

標準偏

差 

相関 

2 3 

1 .606 .367     .391 .391 .043 .064 .018 

2 .489 .239     .255 .646 .045   .225 

3 .368 .135     .144 .790 .057     

4 .328 .108     .115 .905       

5 .299 .089     .095 1.000       

総計   .938 182.944 1.000a 1.000 1.000       

a. 自由度 325 
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＜クラスター分析＞ 
 
下図はキーワードをグルーピングしている様子である。 
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キーワードグループ１ 
含まれる 11 のキーワード： 
宇宙探査１ planetary systems（惑星系）astrophysics（天体物理学）  Galaxies  

Telescope  x-rays  dynamics（力学） 
気象１ earth observations  clouds meteorology(気象学) 
宇宙航空１ Spacecraft ISS 
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＊言及率は、それぞれの国の宇宙機関に所属する研究者が上のキーワードに関する論文を

どれぐらいの割合で出しているかを表している。また、この言及率は各宇宙機関がこれら

のキーワードに関するプロジェクトを重要視しているかどうか推測するための指標にもな

る。 
 
＜結果・考察＞ 

この分野に関して、米、欧州、独で差がない。この分野に関して、米・欧・独のいずれも重視して

いることから、何らかの協力・競争関係にあると考えられる。この分野に関しての仏、印の言

及率が低かった。仏の言及率が低いのは、このキーワードグループに惑星探査に関するキ

ーワードが含まれており、仏では惑星探査に関する予算が少ないことを反映した結果とい

えるだろう。 
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キーワードグループ２ 

含まれる 14 のキーワード： 

宇宙探査２  Saturn  Jupiter  nucleus（銀河の中心）  quasars（準星）  solar system   

black hole physics   magnetosphere （磁気圏）   magnetic field （磁気）   

moon  sun   solar wind（太陽風）   

宇宙航空２ Aircraft  Rockets 

mineralogy（鉱物学） 
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＜結果・考察＞ 
この分野に関して、米、日で差がない。この分野に関して、米・日のいずれも重視して

いることから、何らかの協力・競争関係にあると考えられる。一方、仏、印、独は、この

分野に関してあまり重視していないと考えられる。 
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キーワードグループ３ 
含まれる 8 つのキーワード： 
気象２ weather forecasting  Atlantic ocean climate  aerosol（エアロゾル）    

geostationary satellites（静止衛星）Earth 
宇宙探査３ cosmic rays(宇宙線)  astronomy（天文学） 
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＜結果・考察＞ 
この分野に関して、米、仏、独が力を入れていることが示された。このことから、何ら

かの協力・競争関係にあると考えられる。一方、日は唯一この分野に関してあまり重視し

ていない国であることを示す結果が得られた。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

0
0.1
0.2
0.3
0.4
0.5
0.6
0.7
0.8
0.9

1

キーワードグループ3 

言及率 

369JAXA × WASEDA プロフェッショナルズ・ワークショップ 2013 ビッグデータを活用した
斬新な企画を提案し、宇宙開発に役立てよう！ 成果報告書

This document is provided by JAXA.



 
 

キーワードグループ４ 
含まれるキーワード：mercury  carbon dioxide  astrobiology（天文生物学） 
manned space flight 
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＜結果・考察＞ 
この分野に関して、米、独で差がない。この分野に関して、米・仏、独のいずれも重視

していることから、何らかの協力・競争関係にあると考えられる。一方、欧州、仏、印、

日はこの分野に関して重視していないと考えられる。 
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キーワードグループ５ 
含まれる 13 のキーワード： 
地球観測１  forest   sea ice  snow   atmospheric temperature  atmosphere  

(planets) satellites 
太陽観測 1  solar cycle cmes（コロナ質量放出） chromosphere（太陽表面のガス層） 
gravity    
asteroids（太陽系内の鉱物）  
cosmology（宇宙論） 
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＜結果・考察＞ 
この分野に関しては、米が重視して研究を行っている。一方、仏、印、日、独はこの分

野に関する研究を行ってはいるものの、米ほど重視していない。米以外の各国の中では、

欧州の言及率が高い。これは、このキーワードグループに地球観測に関するキーワードが

含まれており、欧州が地球観測に力を入れていることを反映した結果といえるだろう。 
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キーワードグループ６ 
含まれる 7 つのキーワード 

太陽観測２ solar radiation（太陽風）   

地球観測２ icesat（氷を観測する衛星） tropical rainfall  oceanography  tropical cyclone  

wind  ozone 
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＜結果・考察＞ 
この分野に関して、米、仏、印で差がない。この分野に関して、米、仏、印のいずれも

重視していることから、何らかの協力・競争関係にあると考えられる。一方、欧州、独は

この分野に関する研究を行っていない。 
ヨーロッパでは地球観測を重視しているにもかかわらずこの結果に反映されていない理

由として、そもそも地球観測自体、分野が多岐にわたっていることが考えられる。つまり、

欧州が地球観測を行う分野を取捨選択しており、このグループに含まれるキーワードに関

する分野以外の研究を行っていると考えられる。 
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キーワードグループ７ 

含まれる 5 つのキーワード：   

地球観測３  tropics  geodetic satellites（測地衛星） stratosphere（成層圏）  

chemical   

space flight 
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＜結果・考察＞ 

この分野に関しては、米、仏のいずれも重視していることから、何らかの協力・競争関

係にあると考えられる。一方、印、日、独はこの分野に関する研究論文を出していない。

それ以外では、欧州の言及率が高い。これは、このキーワードグループに地球観測に関す

るキーワードが含まれており、欧州が地球観測に力を入れていることを反映した結果とい

えるだろう 
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グループ８ 

含まれるキーワード： 

地球観測４  sea level  hurricanes  rain  troposphere（対流圏） 
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この分野に関して、米、仏、印で差がない。この分野に関して、米、仏、印のいずれも

重視していることから、何らかの協力・競争関係にあると考えられる。一方、欧州、日、

独はこの分野に関しては、あまり重視していない。 
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＜結果・考察まとめ＞ 
下図は協力・競争の観点で結果をまとめた図である。 
 

 

 
ピンク：日本がこの分野をそれほど重視していない一方で、諸外国は重視している分野が

含まれている。つまり、日本より他国の方が研究は進んでいる可能性がある分野である。 
 
緑：日本のこの分野に対する重視の度合いは高く、諸外国もまた重視している分野が含ま

れる。この分野において、日本と他国は何らかの競争関係や協力関係にある可能性がある。 
 
水色：日本が重視している一方で、諸外国はそれほど重視していない分野が含まれる。日

本は他国より研究が進んでいる可能性がある分野である。 
 
黄色：日本、諸外国ともに重視している国が少ない分野含まれる。つまり、この分野にお

ける競争関係、協力は少ない可能性がある。 
 
 
提案まとめ 
 
ピンク：競争という視点で考えると、その分野に関して重視している国が、すでに重要な

知見を得ており、今後重要視しても後追いになるだけの可能性がある。よって、キーワー

ドグループ３、４、６、７、８に含まれるキーワードに関する分野を今後あまり重視しす

ぎない方が良いと考えられる。 
 
緑：日本が重視している分野が多く含まれている。同じ分野を、米、欧州、独が重視して

いる。お互い重視している分野において協力すれば、お互いにとって有益になりやすいと
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考えられる。よって、キーワードグループ１に含まれるキーワードに関する分野において

協力関係を築くのがよいと考えられる。協力相手としては、米、欧州、独が考えられる。 
 
水色：同じ分野を重視している国が少なく、今後日本の強みにできる可能性がある。また、

同じ分野を米が重視している。よって、キーワードグループ２に含まれるキーワードに関

する分野を今後さらに重視し、協力関係を築くのがよいと考えられる。協力相手としては

米が考えられる。 
 
黄色：このグループに含まれるキーワードに関する分野を重視している国は少ないので、

新たな分野に進出し、新たな知見を他の国よりも早く得られる可能性がある。キーワード

グループ５に含まれるキーワードに関する分野において、今後新たに重視していくのがよ

いと考えられる。 
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中国動向についての補足資料 
 
＜目的＞ 

中国政府が出した宇宙開発に関する計画書によると、中国の宇宙開発は、ナビゲーショ

ンシステム、月探査、宇宙輸送、有人飛行、民間プロジェクト、地球観測の６分野を中心

に行われている。今回は、これら６つのプロジェクトにおいて、それぞれどれほど重視し

ているかを検討する。 
 
＜分析対象・手法＞ 

論文等は入手困難なため、最も入手が容易な情報源である、CNSA（中国の宇宙機関）の

プレスリリースを分析対象として用いた。本文は中国語で記述されていたため、中国出身

の班員を中心に分析作業を進めた。ただし、中国語に対応したテキストマイニングソフト

がないため、Excel を用いて、各プロジェクトについての記事数をカウントする手法を採用

した。 
 

＜データの有無について＞ 
プレスリリースの中に、公開されていないものがあり、2008 年～2013 年のすべての年に

ついて６つのプロジェクトをめぐる状況を比較することができなかった。ひとつのプロジ

ェクトの有無で、結果の見方が大きく異なると考え、唯一、６つのプロジェクトについて

のデータが公開されている 2011 年のデータを扱うことにした。なお、扱っているデータが

２年前のものであるため、現時点では状況が大きく異なっている可能性があることに留意

が必要である。 
 

＜結果考察について＞ 
結果から、2011 年時点では中国は月探査を最重視し、その次に有人飛行を重視している

ことが示唆された。両分野の研究は、国威発揚のために行われていると中国では一般的に

考えられている。 
また、民用プロジェクトも重視していることから、国威発揚だけでなく、国民生活の利

便性の向上も重視していると考えられる。 
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上図：６プロジェクトの言及数を表したグラフ 

＜提案について＞ 
 これまでの分析結果の中（キーワードグループ２参照）に、日本が研究している分野と

して月があった。ならば、月探査を重視している中国と協力関係を築けば、お互いにとっ

て有益であると考えられる。 
 一方、有人飛行においては、日本の重要度はそれほどなく（キーワードグループ４参照）、

中国の後追いになるだけの可能性もあるので、それほど重視する必要がないかもしれない。 
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《 脚注 》 
i フュートロン社が発表している“Space Competitiveness Index”（宇宙開発競争力指数）

の 2011 年版をもとに、上位５ヶ国＋１地域（上位からアメリカ、ヨーロッパ、ロシア、中

国、日本、インド）を宇宙開発先進国と今回の分析では定義した。また、ヨーロッパの中

でも中心的な役割を果たしているフランス、ドイツも分析対象国家に加えた。 
なおロシア、中国に関しては、2 ヶ国の宇宙研究開発の中心的役割を果たしている機関で

ある Roscosmos（ロシア）、CNSA（中国）所属研究者の論文が、論文検索データベース Scopus
上では、統計解析するための十分な量がなかったため、今回の分析対象国家から除外した。 
 
ii “Scopus”とは、エルゼビア社が提供する世界最大級の論文データベース。世界の 5,000
以上の出版社から出版される 21,000 以上の科学・技術・医学・社会科学・人文科学のタイ

トルを網羅している。早稲田大学が提携している論文データベースの中でも最大級。論文

の本文、タイトル、抄録、著者・索引キーワードなど各種データが登録されている。また、

著者の所属機関毎に論文検索・絞り込みが可能。 
 
iii “SPSS text analytics for Surveys”とは、IBM 社が提供するテキスト解析ツール。テキス

ト（自由記述文）を統計解析に利用できるようデータ加工することが可能。 
 
iv “SPSS Statistics”とは、IBM 社が提供する統計解析ツール。各種の統計解析が可能。 
 
v コレスポンデンス分析とは、集計されたデータを多次元空間にマッピングして、データ要

素同士の関係性を視覚的に表現する多変量解析の 1 つ。今回は、一定のキーワードを言及

している宇宙機関の類似性からグルーピングするための分析手法として使用した。 
 
vi クラスター分析は、多変量解析の 1 つで、対象物（データの集まり）をサンプルの類似

度（距離）によって、いくつかのグループ（クラスター）に分けるデータ分析手法。今回

は、コレスポンデンス分析のグルーピングを、数値処理により客観性を高めるための分析

手法として使用した。 
 
 
 
 
《 参考文献 》 
 
・STAS の操作方法について：「STAS 基本操作説明編」「STAS 辞書操作説明編」「STAS 
結果の見方編」(早稲田大学人間科学学術院 尾関美喜先生 提供資料) 
・SPSS の操作方法、統計的解析手法について：「自由記述データに基づくカテゴリデータ

の分析」(尾関美喜先生 提供資料) 
・ISRO(印)の GBP について：ISRO 公式 HP 
 (http://www.isro.org/gbp/aerosol.aspx)（2013/09/14） 
・JAXA の雲エアロゾル放射ミッションについて：JAXA 公式 HP 
 (http://www.jaxa.jp/pr/brochure/pdf/04/sat34.pdf)（2013/09/14） 
・情報システム用語事典 - ITmedia エンタープライズ 
（http://www.itmedia.co.jp/enterprise/subtop/dictionary/）(2013/09/14) 
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分析の目的 

異なるアプローチ 

多種多様な意見を持っている回答者たち ➡ 似た意見を持つ者同士をグループ化 

それぞれのグループに対して、 
JAXAはどのようにアプローチ 
していくべきなのかを考察する 
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分析方法 
＜分析手順＞ 

①STASを用いて、以下にあるようなキーワード毎に自由回答内容
をグループ化 

②そのグループに含まれるキーワードを発言しているかどうかで、
回答者のグループをつくる（クラスター分析） 

③回答者グループのクロス集計 
④回答者の属性を集計する 
⑤発言内容と属性の相関関係をグラフで示し、比較する 
⑥属性の集計・考察 

 

 

 

 

6 

分析方法 
＜分析の対象について＞ 

 ＜ある設問への回答＞ 

JAXAによる首都圏アンケート調査のうち、以下の２つの問いに対する回答を対象と
した。 

 

 

 

 

 

 

 
 ＜属性データ＞ 

回答者の性別・年代・婚姻の有無・月収・家族構成・職業・購読新聞 

 ＜アンケートの回答者＞ 

首都圏に在住の計617人 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問
今後の日本の宇宙活動、宇宙開発に関して、あなたの意見にもっとも近いものを
１つだけお選び下さい。

もっと積極的に活動を推進すべき
現状程度の活動を維持すべき
活動を縮小すべき
活動を中止すべき

問11－１  
問11で選択した理由は何ですか。選択した理由をお答えください。（自由回答）

5 
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分析結果①  
興味対象ごとのグループ分けについて 
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グループ１：期待 
グループ２：諸外国 
グループ３：その他 
グループ４：宇宙利用 
グループ５：宇宙開発 
グループ６：広告活動 
グループ７：無関心 
グループ８：予算費用 
グループ９：現状維持 

 

分析結果①  
興味対象ごとのグループ分けについて 

期待していない
ロケット
衛星探査機
地球外生命体
人類
漠然と必要
産業企業

日本
実験研究
軍事防衛
宇宙探査
科学技術
未来
宇宙環境 
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分析結果②  
宇宙開発への態度と、興味対象との関係について（２） 

現状維持派の傾向 
 
宇宙開発活動に関して、 
「現状のままで良い」と考える人のうち、 
 
・21％は現在のペースでの宇宙開発の 
継続を望んでいる。 

・19％は宇宙開発に無関心である。 
・19％は開発費用について関心を 
持っている。 

 

12 

分析結果②  
宇宙開発への態度と、興味対象との関係について（１） 

左図は、その中でも積極推進派の 
回答者について、彼らの興味対象 
の分布を示したものである。 
 
「宇宙開発を推進するべきだ」と 
考える人のうち、 
・10％は宇宙開発に関して期待感を  
持っている。 

・18％は諸外国の宇宙開発に関連 
したテーマに興味を持っている。 

国民の意識調査の問11を用いて、 
今回は回答者を以下の３グループ
に分類した。 
⑴積極推進派 
⑵現状維持派 
⑶活動縮小・停止派 

11 
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分析結果②  
宇宙開発への態度と、興味対象との関係について（３） 

活動縮小・停止派の傾向 
 
宇宙開発活動に関して、 
「収束させていったほうが良い」 
と考える人のうち、 
 
・40％は開発費用について関心を 
持っている。 

・16％は宇宙開発の成果がどのように 
利用されるのか、という点について 
関心を持っている。 
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分析結果③  
興味対象の違いを生む要因（２） 

 
それぞれの分野について、 
大きな男女差があるとは言い難い。 
 
 
性別という要素は興味対象の決定に 
影響を及ぼさない。 

16 

分析結果③  
興味対象の違いを生む要因（１） 

 
積極推進派は[諸外国]や[その他] 
といった分野に興味を抱いている。 
 
 
国民は、他国との協力・競争関係を 
肯定的に受容 

現状維持派の関心は、 [無関心]と 
[現状維持]に対してほぼ同等 
 
 
現状維持派は宇宙開発を肯定的に支持 
しているのではない 
単に宇宙開発に対して無関心なだけ 

宇宙開発に関して消極的な人ほど 
費用予算に言及 
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分析結果③  
興味対象の違いを生む要因（４） 

 
全体的に、既婚者の方が若干 
未婚者より宇宙開発に関心がある。 
更に家族構成と照らし合わせると、 
子供を持たない場合は費用予算に 
より関心を抱いている。 
 
 
子を持つ既婚者 
現在の宇宙開発の成果を子の世代が 
享受すると考える 
 
子を持たない既婚者 
自分達が成果を享受できないものに 
関してシビアに考えている 
 

18 

分析結果③  
興味対象の違いを生む要因（３） 

 
年齢が高いほど宇宙開発の費用予算
に対する関心が高い。 
 
 

の活動は、年齢の高い層には
行き届いていない。 

17 
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分析結果③  
興味対象の違いを生む要因（６） 

 
[宇宙開発]と[宇宙利用]の2つに関して、 
収入が興味対象の決定に大きく関係 
している。 
 
 
収入だけではその層の特性を見極める 
ことができないため、差があるという 
ことはわかるものの、それ以上のこと 
は考察できなかった。 

20 

分析結果③  
興味対象の違いを生む要因（５） 

 2人家族は[費用予算]に関心を 
抱いている。また、2人家族の大半は 
夫婦のみの家族であると考えられる。 
 
 
宇宙開発は実生活への還元を感じ 
にくいため、より還元されていること 
を実感しやすい社会保障などに予算を 
使ってほしい。 

19 
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分析結果③  
興味対象の違いを生む要因（８） 

 経営者は費用予算に関して 
高い関心を抱いている。 
 
 
自身の仕事と同じように 
費用対効果に関してシビアに 
考えている。 

22 

分析結果③  
興味対象の違いを生む要因（７） 21 
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分析結果③  
興味対象の違いを生む要因（10） 

スポーツ紙の購読層は、[諸外国] 
について非常に関心がある 
 
 
スポーツ新聞が[諸外国]分野への関心 
に大きく寄与している可能性 
・スポーツ紙には日本と海外のスポーツ 
対戦の記事が多い 
・宇宙開発についても同様に、国家同士の 
競争という側面を強調して報道？ 

24 

分析結果③  
興味対象の違いを生む要因（９） 23 
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 以上の特徴を持つ人ほど、宇宙開発予算費用に関してシビアな見解を持っている。 

 彼らの意見には、「宇宙開発は費用対効果が低そうだから、他の費用対効果が高
いことにお金を使うべきだ」というものが多い。 

 これは総じて、「宇宙開発が日常生活に役立っている」ことを実感出来てないこ
とが原因である。 

 

考察 
＜予算費用について＞ 

年齢が高い人 子を持たない
既婚者 経営者 宇宙活動 

消極派 

JAXAは、特に以上の層の人々に対して、 
積極的に活動の成果を伝えるべきである。 

26 

目次 
分析の目的
分析方法 
分析結果① 興味対象ごとのグループ分けについて 
分析結果② 宇宙開発への姿勢と、興味対象との関係     
                         について 
分析結果③ 興味対象の差を引き起こす原因について 
考察と提案 
 

25 

This document is provided by JAXA.



402 宇宙航空研究開発機構特別資料  JAXA-SP-13-019

提案② 
 広報を行う場所に関しては・・・ 

必ずしも宇宙関連の施設で行う必要はない。 

 

 

 
 JAXAの活動への興味に関して、男女差は見られなかった。 

 男性もしくは女性に特化したイベントを行っても効果が少ないと考えられる。 

 

 

ショッピングモールなどの人の往来が多く、集客力のある場所で広報してはどうか。 
子供が楽しめる内容にすれば、子持ちの既婚者の参加も見込める。 

カップルを対象とした場所・内容の広報を行うのがよい。 

28 

 JAXAは現在、定期的なシンポジウム・筑波宇宙センターの一般公開などを行って
いる。しかし、今回のような結果が出てしまった原因は、集客力の限界や宇宙セ
ンターの立地にあると考えられる。 

 

 
 JAXAの活動の成果を伝える際に、日常生活との関連性を感じにくい内容になって

しまっている可能性がある。 

例「宇宙輸送機こうのとりは、世界に誇れる日本の技術の粋です。」 

 

 

 
 次世代ではなく、今現在の利益還元を望む層に対しては・・・ 

 

 

 

 

提案① 

宇宙について知る機会を増やすため、常時宇宙について知ってもらう場所を、 
都内の立地の良い場所に設置するとよい。 

より実生活に関連した開発の紹介に特化するとよい。 
例「今あなたがスマホで見ている天気予報は、JAXAの気象衛星のデータに基づいています。近日打ち上
げの最新衛星により、天気予報の精度は更に向上します。」 

JAXAの活動が高齢社会の課題解決に役立っていることを宣伝するとよい。 

27 
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1. 分析目的 

今回の分析は、日本国民が宇宙開発に対してどういった意見を持つ傾向があるかを知り、

また、その意見に影響を与えている要因（性別、年齢など）を発見することである。日

本国民が持つ意見の傾向を知ることができれば、JAXA は宇宙開発の目的を、その意見

から新たに見出すことができるかもしれない。また、その要因を発見できれば、国民一

人ひとりに効果的なアプローチができるようになると考えられる。 
 

1. 分析方法 
1.1 分析対象 

JAXA の首都圏アンケート調査(①調査地域：首都圏 30km 圏内 ②調査方法：訪問

面接聴取法 ③調査対象：15～59 歳の男女 ④調査対象者数：640 サンプル ⑤調

査実施期間：2013 年 1 月 25 日～2013 年 2 月 3 日)の、問 11「今後の日本の宇宙活

動、宇宙開発に関して、あなたの意見にもっとも近いものを、１つだけお選び下さ

い。」「1 もっと積極的に活動を推進すべき 2 現状程度の活動を維持すべき 3 活
動を縮小すべき 4 活動を中止すべき」（宇宙活動に対する態度）と、「問 11 で選

択した理由は何ですか。選択した理由をお答えください。（自由回答）」の自由記述

を分析した。また、回答者の属性（性別、年齢、既婚未婚、世帯人数、職業、収入、

定期購読新聞）を集計した。なお、アンケートの回答者数は、617 件である。 
 

1.2 分析手順 
分析に際しては、テキストマイニングソフト IBM Text Analytics for Surveys（以

下 STAS と呼ぶ）と、汎用統計ソフト IBM SPSS を使用した。 
以下に分析手順を示す。 
JAXA が集計した、問 11 のアンケート（エクセル） 
↓ 
STAS で読み込めるように加工 
↓ 
STAS で、自由回答内の単語を抽出 
↓ 
以下＊１にあるようなキーワードに関して言及しているかで、自由回答内容を振り

分ける（どのカテゴリーにも振り分けることができない回答が、11 件あり、分析に

使用したのは、617 件である。） 
↓ 
01 データに出力（SPSS で読み込めるように）（エクセル） 
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↓ 
あるキーワードに関して言及しているかいないかで、回答者のグループをつくる

（クラスター分析） 
↓ 
グループごとに、言及するキーワードに特徴があるか、統計的に示す 
↓ 
グループごとに名前を付ける（ex:宇宙利用に関して言及しているグループなど）① 
↓ 
回答者の属性を集計する② 
↓ 
① と②の相関関係をグラフで示す（回答に影響与える要因を探るため） 
↓ 
①のクロス集計と集計・作成した属性データの考察 
↓ 
考察に基づいた提案（JAXA が国民にする効果的なアプローチ方法） 
＊１ 使用したキーワード：教育子供 諸外国 有人宇宙 日本 科学技術 ロケ

ット 衛星探査機 人類 産業企業 宇宙環境 実験研究 軍事防衛 宇宙探査 
宇宙利用 宇宙開発 環境（宇宙環境除く） 広告活動 無関心 費用予算 現状

維持 期待 期待していない 未来 地球外生命体 漠然と必要  
     
2. 分析結果 

あるキーワードに関して、言及しているか否かでクラスター分析(Ward 法)を行ったと

ころ、回答者のグループが９つできた。それぞれのグループの発言傾向をクロス集計表

にまとめた結果が、以下の表 3.1～3.25 である。 
表 3.1 を例にとると、黄色でマークしてある箇所と、青色でマークしてあるところが

ある。黄色でマークしている箇所は、他の回答者グループより「期待」について言及し

ている人が多いことを表している。つまり、表 3.1 では、回答者グループ１には、他の

グループより、「期待」について言及している人が多い。青色でマークしている箇所は、

ある回答者のグループ内のほとんどの人が「期待」について言及していることを表して

いる。したがって、回答者グループは他のどの回答者グループより、期待について言及

している人が集まっており、なおかつ、それがグループのほとんどを占めるので、回答

者グループ１は「期待」について言及しているグループであるということができる。 
一方、表 3.2 では、回答者グループ３において、「期待していない」と言う人が、他

のグループより、多く集まっているが、それがグループのほとんどを占めるわけではな

い。したがって、他のグループの比較における回答者グループ３の特徴として、JAXA
に対して期待していない点があげられるが、期待していない人のグループと言い切るこ
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とは難しい。 
以上のように、表 3.1～3.25 の結果をまとめると以下のようになった。尚、（）内は、

グループ内全体ではないが、一部の発言傾向を表している。下の回答者グループ１を例

にとると、「期待」という言葉と「教育子供」や「未来」という言葉を回答の中に同時

に使用した回答者が何人かいたということである。 
 

回答者グループ１：期待（教育子供、未来） 
回答者グループ２：諸外国（有人宇宙、宇宙旅行、日本、科学技術） 
回答者グループ３：なし（期待していない、ロケット、衛星探査機、地球外生命体、人

類、漠然と必要、産業企業、宇宙環境、日本、実験研究、軍事防衛、宇宙探査、科学技

術、未来） 
回答者グループ４：宇宙利用（環境） 
回答者グループ５：宇宙開発 
回答者グループ６：広告活動（教育子供） 
回答者グループ７：無関心 
回答者グループ８：費用予算 
回答者グループ９：現状維持 
 
以下、それぞれの回答者グループの名前を[:の後の言葉]と表記する。たとえば、クラス

ター１は、[期待]と表記する。 
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表 3.1 「期待」に関するクロス集計 

 

 

 
 

0 1

度数 1a 33b 34

調整済み残

差

-23.1 23.1

度数 59a 0b 59

調整済み残

差

2.0 -2.0

度数 168a 1b 169

調整済み残

差

3.5 -3.5

度数 51a 0a 51

調整済み残

差

1.9 -1.9

度数 36a 2a 38

調整済み残

差

.2 -.2

度数 44a 0a 44

調整済み残

差

1.7 -1.7

度数 64a 0b 64

調整済み残

差

2.1 -2.1

度数 82a 0b 82

調整済み残

差

2.4 -2.4

度数 65a 0b 65

調整済み残

差

2.1 -2.1

度数 570 36 606

6

7

8

9

合計

各サブスクリプト文字は、列の比率が .05 レベルでお互いに有意差がない 期

待 のカテゴリのサブセットを示します。

期待

合計

Ward Method 1

2

3

4

5

値 自由度

漸近有意確

率 (両側)

Pearson の

カイ 2 乗
536.930

a 8 .000

尤度比 236.152 8 .000

線型と線型

による連関

80.955 1 .000

有効なケー

スの数

606

カイ 2 乗検定

a. 8 セル (44.4%) は期待度数が 5 未満です。最小

期待度数は 2.02 です。
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表 3.2 「期待していない」に関するクロス集計 

 

 

 

0 1

度数 34a 0a 34

調整済み残

差

.9 -.9

度数 59a 0a 59

調整済み残

差

1.2 -1.2

度数 155a 14b 169

調整済み残

差

-6.1 6.1

度数 51a 0a 51

調整済み残

差

1.1 -1.1

度数 38a 0a 38

調整済み残

差

1.0 -1.0

度数 44a 0a 44

調整済み残

差

1.1 -1.1

度数 64a 0a 64

調整済み残

差

1.3 -1.3

度数 82a 0a 82

調整済み残

差

1.5 -1.5

度数 65a 0a 65

調整済み残

差

1.3 -1.3

度数 592 14 606合計

各サブスクリプト文字は、列の比率が .05 レベルでお互いに有意差がない 期

待していない のカテゴリのサブセットを示します。

Ward Method 1

2

3

4

5

6

7

8

9

期待していない

合計

値 自由度

漸近有意確

率 (両側)

Pearson の

カイ 2 乗
37.057

a 8 .000

尤度比 36.623 8 .000

線型と線型

による連関

8.590 1 .003

有効なケー

スの数

606

カイ 2 乗検定

a. 9 セル (50.0%) は期待度数が 5 未満です。最小

期待度数は .79 です。
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表 3.3 「宇宙利用」に関するクロス集計 

 

 

 

0 1

度数 33a 1a 34

調整済み残

差

1.4 -1.4

度数 59a 0b 59

調整済み残

差

2.7 -2.7

度数 166a 3b 169

調整済み残

差

4.2 -4.2

度数 2a 49b 51

調整済み残

差

-21.5 21.5

度数 37a 1a 38

調整済み残

差

1.5 -1.5

度数 40a 4a 44

調整済み残

差

.2 -.2

度数 64a 0b 64

調整済み残

差

2.8 -2.8

度数 82a 0b 82

調整済み残

差

3.2 -3.2

度数 63a 2a 65

調整済み残

差

1.9 -1.9

度数 546 60 606

7

8

9

合計

各サブスクリプト文字は、列の比率が .05 レベルでお互いに有意差がない 宇

宙利用 のカテゴリのサブセットを示します。

宇宙利用

合計

Ward Method 1

2

3

4

5

6

クロス表

値 自由度

漸近有意確

率 (両側)

Pearson の

カイ 2 乗
467.138

a 8 .000

尤度比 281.405 8 .000

線型と線型

による連関

5.745 1 .017

有効なケー

スの数

606

a. 3 セル (16.7%) は期待度数が 5 未満です。最小

期待度数は 3.37 です。

カイ 2 乗検定
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表 3.4 「諸外国」に関するクロス集計 

 

 

 

0 1

度数 32a 2a 34

調整済み残

差

1.1 -1.1

度数 0a 59b 59

調整済み残

差

-22.2 22.2

度数 167a 2b 169

調整済み残

差

5.0 -5.0

度数 49a 2a 51

調整済み残

差

1.8 -1.8

度数 38a 0b 38

調整済み残

差

2.3 -2.3

度数 39a 5a 44

調整済み残

差

.1 -.1

度数 64a 0b 64

調整済み残

差

3.1 -3.1

度数 81a 1b 82

調整済み残

差

3.2 -3.2

度数 65a 0b 65

調整済み残

差

3.1 -3.1

度数 535 71 606合計

各サブスクリプト文字は、列の比率が .05 レベルでお互いに有意差がない 諸

外国 のカテゴリのサブセットを示します。

Ward Method 1

2

3

4

5

6

7

8

9

諸外国

合計

値 自由度

漸近有意確

率 (両側)

Pearson の

カイ 2 乗
497.720

a 8 .000

尤度比 342.044 8 .000

線型と線型

による連関

80.787 1 .000

有効なケー

スの数

606

カイ 2 乗検定

a. 2 セル (11.1%) は期待度数が 5 未満です。最小

期待度数は 3.98 です。
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表 3.5 「教育子供」に関するクロス集計 

 

 
 

0 1

度数 26a 8b 34

調整済み残

差

-8.1 8.1

度数 58a 1a 59

調整済み残

差

.4 -.4

度数 167a 2a 169

調整済み残

差

1.3 -1.3

度数 51a 0a 51

調整済み残

差

1.2 -1.2

度数 38a 0a 38

調整済み残

差

1.0 -1.0

度数 40a 4b 44

調整済み残

差

-2.9 2.9

度数 64a 0a 64

調整済み残

差

1.3 -1.3

度数 82a 0a 82

調整済み残

差

1.6 -1.6

度数 65a 0a 65

調整済み残

差

1.4 -1.4

度数 591 15 606

7

8

9

合計

各サブスクリプト文字は、列の比率が .05 レベルでお互いに有意差がない 教

育子供 のカテゴリのサブセットを示します。

教育子供

合計

Ward Method 1

2

3

4

5

6

値 自由度

漸近有意確

率 (両側)

Pearson の

カイ 2 乗
79.343

a 8 .000

尤度比 44.821 8 .000

線型と線型

による連関

12.621 1 .000

有効なケー

スの数

606

a. 9 セル (50.0%) は期待度数が 5 未満です。最小

期待度数は .84 です。

カイ 2 乗検定
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表 3.6 「ロケット」に関するクロス集計 

 

 
 

0 1

度数 33a 1a 34

調整済み残

差

-1.0 1.0

度数 59a 0a 59

調整済み残

差

.9 -.9

度数 164a 5b 169

調整済み残

差

-2.6 2.6

度数 51a 0a 51

調整済み残

差

.8 -.8

度数 38a 0a 38

調整済み残

差

.7 -.7

度数 44a 0a 44

調整済み残

差

.7 -.7

度数 64a 0a 64

調整済み残

差

.9 -.9

度数 81a 1a 82

調整済み残

差

-.1 .1

度数 65a 0a 65

調整済み残

差

.9 -.9

度数 599 7 606合計

各サブスクリプト文字は、列の比率が .05 レベルでお互いに有意差がない ロ

ケット のカテゴリのサブセットを示します。

Ward Method 1

2

3

4

5

6

7

8

9

ロケット

合計

値 自由度

漸近有意確

率 (両側)

Pearson の

カイ 2 乗
9.518

a 8 .300

尤度比 11.493 8 .175

線型と線型

による連関

2.592 1 .107

有効なケー

スの数

606

カイ 2 乗検定

a. 9 セル (50.0%) は期待度数が 5 未満です。最小

期待度数は .39 です。
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表 3.7 「環境」に関するクロス集計 

 

 
 

0 1

度数 34a 0a 34

調整済み残

差

.3 -.3

度数 59a 0a 59

調整済み残

差

.5 -.5

度数 169a 0a 169

調整済み残

差

.9 -.9

度数 49a 2b 51

調整済み残

差

-4.7 4.7

度数 38a 0a 38

調整済み残

差

.4 -.4

度数 44a 0a 44

調整済み残

差

.4 -.4

度数 64a 0a 64

調整済み残

差

.5 -.5

度数 82a 0a 82

調整済み残

差

.6 -.6

度数 65a 0a 65

調整済み残

差

.5 -.5

度数 604 2 606

7

8

9

合計

各サブスクリプト文字は、列の比率が .05 レベルでお互いに有意差がない 環

境 のカテゴリのサブセットを示します。

環境

合計

Ward Method 1

2

3

4

5

6

値 自由度

漸近有意確

率 (両側)

Pearson の

カイ 2 乗
21.837

a 8 .005

尤度比 9.973 8 .267

線型と線型

による連関

.289 1 .591

有効なケー

スの数

606

a. 9 セル (50.0%) は期待度数が 5 未満です。最小

期待度数は .11 です。

カイ 2 乗検定

413JAXA × WASEDA プロフェッショナルズ・ワークショップ 2013 ビッグデータを活用した
斬新な企画を提案し、宇宙開発に役立てよう！ 成果報告書

This document is provided by JAXA.



 

 
 
表 3.8 「衛星探査」に関するクロス集計 

 

 
 

0 1

度数 34a 0a 34

調整済み残

差

.5 -.5

度数 59a 0a 59

調整済み残

差

.7 -.7

度数 164a 5b 169

調整済み残

差

-3.6 3.6

度数 51a 0a 51

調整済み残

差

.7 -.7

度数 38a 0a 38

調整済み残

差

.6 -.6

度数 44a 0a 44

調整済み残

差

.6 -.6

度数 64a 0a 64

調整済み残

差

.8 -.8

度数 82a 0a 82

調整済み残

差

.9 -.9

度数 65a 0a 65

調整済み残

差

.8 -.8

度数 601 5 606合計

各サブスクリプト文字は、列の比率が .05 レベルでお互いに有意差がない 衛

星探査機 のカテゴリのサブセットを示します。

Ward Method 1

2

3

4

5

6

7

8

9

衛星探査機

合計

値 自由度

漸近有意確

率 (両側)

Pearson の

カイ 2 乗
13.037

a 8 .111

尤度比 12.878 8 .116

線型と線型

による連関

3.022 1 .082

有効なケー

スの数

606

カイ 2 乗検定

a. 9 セル (50.0%) は期待度数が 5 未満です。最小

期待度数は .28 です。
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表 3.9 「地球外生命体」に関するクロス集計 

 

 
 

0 1

度数 34a 0a 34

調整済み残

差

.3 -.3

度数 59a 0a 59

調整済み残

差

.5 -.5

度数 167a 2b 169

調整済み残

差

-2.3 2.3

度数 51a 0a 51

調整済み残

差

.4 -.4

度数 38a 0a 38

調整済み残

差

.4 -.4

度数 44a 0a 44

調整済み残

差

.4 -.4

度数 64a 0a 64

調整済み残

差

.5 -.5

度数 82a 0a 82

調整済み残

差

.6 -.6

度数 65a 0a 65

調整済み残

差

.5 -.5

度数 604 2 606

7

8

9

合計

各サブスクリプト文字は、列の比率が .05 レベルでお互いに有意差がない 地

球外生命体 のカテゴリのサブセットを示します。

地球外生命体

合計

Ward Method 1

2

3

4

5

6

値 自由度

漸近有意確

率 (両側)

Pearson の

カイ 2 乗
5.189

a 8 .737

尤度比 5.125 8 .744

線型と線型

による連関

1.203 1 .273

有効なケー

スの数

606

a. 9 セル (50.0%) は期待度数が 5 未満です。最小

期待度数は .11 です。

カイ 2 乗検定
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表 3.10 「有人宇宙」に関するクロス集計 

 

 
 

0 1

度数 34a 0a 34

調整済み残

差

.2 -.2

度数 58a 1b 59

調整済み残

差

-3.0 3.0

度数 169a 0a 169

調整済み残

差

.6 -.6

度数 51a 0a 51

調整済み残

差

.3 -.3

度数 38a 0a 38

調整済み残

差

.3 -.3

度数 44a 0a 44

調整済み残

差

.3 -.3

度数 64a 0a 64

調整済み残

差

.3 -.3

度数 82a 0a 82

調整済み残

差

.4 -.4

度数 65a 0a 65

調整済み残

差

.3 -.3

度数 605 1 606合計

各サブスクリプト文字は、列の比率が .05 レベルでお互いに有意差がない 有

人宇宙 のカテゴリのサブセットを示します。

Ward Method 1

2

3

4

5

6

7

8

9

有人宇宙

合計

値 自由度

漸近有意確

率 (両側)

Pearson の

カイ 2 乗
9.287

a 8 .319

尤度比 4.674 8 .792

線型と線型

による連関

1.369 1 .242

有効なケー

スの数

606

カイ 2 乗検定

a. 9 セル (50.0%) は期待度数が 5 未満です。最小

期待度数は .06 です。
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表 3.11 「宇宙旅行」に関するクロス集計 

 

 
 

0 1

度数 34a 0a 34

調整済み残

差

.2 -.2

度数 58a 1b 59

調整済み残

差

-3.0 3.0

度数 169a 0a 169

調整済み残

差

.6 -.6

度数 51a 0a 51

調整済み残

差

.3 -.3

度数 38a 0a 38

調整済み残

差

.3 -.3

度数 44a 0a 44

調整済み残

差

.3 -.3

度数 64a 0a 64

調整済み残

差

.3 -.3

度数 82a 0a 82

調整済み残

差

.4 -.4

度数 65a 0a 65

調整済み残

差

.3 -.3

度数 605 1 606

7

8

9

合計

各サブスクリプト文字は、列の比率が .05 レベルでお互いに有意差がない 宇

宙旅行 のカテゴリのサブセットを示します。

宇宙旅行

合計

Ward Method 1

2

3

4

5

6

値 自由度

漸近有意確

率 (両側)

Pearson の

カイ 2 乗
9.287

a 8 .319

尤度比 4.674 8 .792

線型と線型

による連関

1.369 1 .242

有効なケー

スの数

606

a. 9 セル (50.0%) は期待度数が 5 未満です。最小

期待度数は .06 です。

カイ 2 乗検定
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表 3.12 「人類」に関するクロス集計 

 

 
 

0 1

度数 34a 0a 34

調整済み残

差

.5 -.5

度数 59a 0a 59

調整済み残

差

.7 -.7

度数 165a 4b 169

調整済み残

差

-3.2 3.2

度数 51a 0a 51

調整済み残

差

.6 -.6

度数 38a 0a 38

調整済み残

差

.5 -.5

度数 44a 0a 44

調整済み残

差

.6 -.6

度数 64a 0a 64

調整済み残

差

.7 -.7

度数 82a 0a 82

調整済み残

差

.8 -.8

度数 65a 0a 65

調整済み残

差

.7 -.7

度数 602 4 606合計

各サブスクリプト文字は、列の比率が .05 レベルでお互いに有意差がない 人

類 のカテゴリのサブセットを示します。

Ward Method 1

2

3

4

5

6

7

8

9

人類

合計

値 自由度

漸近有意確

率 (両側)

Pearson の

カイ 2 乗
10.412

a 8 .237

尤度比 10.285 8 .246

線型と線型

による連関

2.414 1 .120

有効なケー

スの数

606

カイ 2 乗検定

a. 9 セル (50.0%) は期待度数が 5 未満です。最小

期待度数は .22 です。
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表 3.13 「漠然と必要」に関するクロス集計 

 

 
 

0 1

度数 34a 0a 34

調整済み残

差

.8 -.8

度数 59a 0a 59

調整済み残

差

1.1 -1.1

度数 158a 11b 169

調整済み残

差

-5.4 5.4

度数 51a 0a 51

調整済み残

差

1.0 -1.0

度数 38a 0a 38

調整済み残

差

.9 -.9

度数 44a 0a 44

調整済み残

差

.9 -.9

度数 64a 0a 64

調整済み残

差

1.2 -1.2

度数 82a 0a 82

調整済み残

差

1.3 -1.3

度数 65a 0a 65

調整済み残

差

1.2 -1.2

度数 595 11 606

7

8

9

合計

各サブスクリプト文字は、列の比率が .05 レベルでお互いに有意差がない 漠

然と必要 のカテゴリのサブセットを示します。

漠然と必要

合計

Ward Method 1

2

3

4

5

6

値 自由度

漸近有意確

率 (両側)

Pearson の

カイ 2 乗
28.970

a 8 .000

尤度比 28.625 8 .000

線型と線型

による連関

6.715 1 .010

有効なケー

スの数

606

a. 9 セル (50.0%) は期待度数が 5 未満です。最小

期待度数は .62 です。

カイ 2 乗検定
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表 3.14 「産業企業」に関するクロス集計 

 

 

0 1

度数 34a 0a 34

調整済み残

差

.9 -.9

度数 59a 0a 59

調整済み残

差

1.2 -1.2

度数 156a 13b 169

調整済み残

差

-5.9 5.9

度数 51a 0a 51

調整済み残

差

1.1 -1.1

度数 38a 0a 38

調整済み残

差

.9 -.9

度数 44a 0a 44

調整済み残

差

1.0 -1.0

度数 64a 0a 64

調整済み残

差

1.3 -1.3

度数 82a 0a 82

調整済み残

差

1.4 -1.4

度数 65a 0a 65

調整済み残

差

1.3 -1.3

度数 593 13 606合計

各サブスクリプト文字は、列の比率が .05 レベルでお互いに有意差がない 産

業企業 のカテゴリのサブセットを示します。

Ward Method 1

2

3

4

5

6

7

8

9

産業企業

合計

値 自由度

漸近有意確

率 (両側)

Pearson の

カイ 2 乗
34.352

a 8 .000

尤度比 33.947 8 .000

線型と線型

による連関

7.963 1 .005

有効なケー

スの数

606

カイ 2 乗検定

a. 9 セル (50.0%) は期待度数が 5 未満です。最小

期待度数は .73 です。
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表 3.15 「広告活動」に関するクロス集計 

 

 
 

0 1

度数 33a 1a 34

調整済み残

差

1.2 -1.2

度数 59a 0b 59

調整済み残

差

2.5 -2.5

度数 167a 2b 169

調整済み残

差

4.0 -4.0

度数 50a 1a 51

調整済み残

差

1.8 -1.8

度数 34a 4a 38

調整済み残

差

-.4 .4

度数 0a 44b 44

調整済み残

差

-22.5 22.5

度数 64a 0b 64

調整済み残

差

2.6 -2.6

度数 82a 0b 82

調整済み残

差

3.0 -3.0

度数 65a 0b 65

調整済み残

差

2.6 -2.6

度数 554 52 606

7

8

9

合計

各サブスクリプト文字は、列の比率が .05 レベルでお互いに有意差がない 広

告活動 のカテゴリのサブセットを示します。

広告活動

合計

Ward Method 1

2

3

4

5

6

値 自由度

漸近有意確

率 (両側)

Pearson の

カイ 2 乗
510.312

a 8 .000

尤度比 288.627 8 .000

線型と線型

による連関

4.506 1 .034

有効なケー

スの数

606

a. 4 セル (22.2%) は期待度数が 5 未満です。最小

期待度数は 2.92 です。

カイ 2 乗検定
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表 3.16 「無関心」に関するクロス集計 

 

 

0 1

度数 33a 1b 34

調整済み残

差

2.2 -2.2

度数 59a 0b 59

調整済み残

差

3.6 -3.6

度数 167a 2b 169

調整済み残

差

6.2 -6.2

度数 46a 5a 51

調整済み残

差

1.3 -1.3

度数 36a 2a 38

調整済み残

差

1.9 -1.9

度数 36a 8a 44

調整済み残

差

-.4 .4

度数 0a 64b 64

調整済み残

差

-19.3 19.3

度数 79a 3b 82

調整済み残

差

3.3 -3.3

度数 52a 13a 65

調整済み残

差

-.9 .9

度数 508 98 606合計

各サブスクリプト文字は、列の比率が .05 レベルでお互いに有意差がない 無

関心 のカテゴリのサブセットを示します。

Ward Method 1

2

3

4

5

6

7

8

9

無関心

合計

値 自由度

漸近有意確

率 (両側)

Pearson の

カイ 2 乗
390.698

a 8 .000

尤度比 324.668 8 .000

線型と線型

による連関

67.016 1 .000

有効なケー

スの数

606

カイ 2 乗検定

a. 0 セル (0.0%) は期待度数が 5 未満です。最小

期待度数は 5.50 です。
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表 3.17 「宇宙環境」に関するクロス集計 

 

 
 

0 1

度数 34a 0a 34

調整済み残

差

.3 -.3

度数 59a 0a 59

調整済み残

差

.5 -.5

度数 167a 2b 169

調整済み残

差

-2.3 2.3

度数 51a 0a 51

調整済み残

差

.4 -.4

度数 38a 0a 38

調整済み残

差

.4 -.4

度数 44a 0a 44

調整済み残

差

.4 -.4

度数 64a 0a 64

調整済み残

差

.5 -.5

度数 82a 0a 82

調整済み残

差

.6 -.6

度数 65a 0a 65

調整済み残

差

.5 -.5

度数 604 2 606

7

8

9

合計

各サブスクリプト文字は、列の比率が .05 レベルでお互いに有意差がない 宇

宙環境 のカテゴリのサブセットを示します。

宇宙環境

合計

Ward Method 1

2

3

4

5

6

値 自由度

漸近有意確

率 (両側)

Pearson の

カイ 2 乗
5.189

a 8 .737

尤度比 5.125 8 .744

線型と線型

による連関

1.203 1 .273

有効なケー

スの数

606

a. 9 セル (50.0%) は期待度数が 5 未満です。最小

期待度数は .11 です。

カイ 2 乗検定

423JAXA × WASEDA プロフェッショナルズ・ワークショップ 2013 ビッグデータを活用した
斬新な企画を提案し、宇宙開発に役立てよう！ 成果報告書

This document is provided by JAXA.



 

 
 
表 3.18 「日本」に関するクロス集計 

 

 

0 1

度数 34a 0b 34

調整済み残

差

2.4 -2.4

度数 42a 17b 59

調整済み残

差

-3.7 3.7

度数 140a 29a 169

調整済み残

差

-1.7 1.7

度数 46a 5a 51

調整済み残

差

.8 -.8

度数 33a 5a 38

調整済み残

差

.0 .0

度数 35a 9a 44

調整済み残

差

-1.4 1.4

度数 64a 0b 64

調整済み残

差

3.3 -3.3

度数 66a 16a 82

調整済み残

差

-1.8 1.8

度数 65a 0b 65

調整済み残

差

3.4 -3.4

度数 525 81 606合計

各サブスクリプト文字は、列の比率が .05 レベルでお互いに有意差がない 日

本 のカテゴリのサブセットを示します。

Ward Method 1

2

3

4

5

6

7

8

9

日本

合計

値 自由度

漸近有意確

率 (両側)

Pearson の

カイ 2 乗
44.551

a 8 .000

尤度比 63.032 8 .000

線型と線型

による連関

6.431 1 .011

有効なケー

スの数

606

カイ 2 乗検定

a. 1 セル (5.6%) は期待度数が 5 未満です。最小

期待度数は 4.54 です。
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表 3.19 「実験研究」に関するクロス集計 

 

 
 

0 1

度数 34a 0a 34

調整済み残

差

.9 -.9

度数 57a 2a 59

調整済み残

差

-.8 .8

度数 160a 9b 169

調整済み残

差

-3.7 3.7

度数 51a 0a 51

調整済み残

差

1.1 -1.1

度数 38a 0a 38

調整済み残

差

.9 -.9

度数 43a 1a 44

調整済み残

差

-.1 .1

度数 64a 0a 64

調整済み残

差

1.2 -1.2

度数 82a 0a 82

調整済み残

差

1.4 -1.4

度数 65a 0a 65

調整済み残

差

1.2 -1.2

度数 594 12 606

7

8

9

合計

各サブスクリプト文字は、列の比率が .05 レベルでお互いに有意差がない 実

験研究 のカテゴリのサブセットを示します。

実験研究

合計

Ward Method 1

2

3

4

5

6

値 自由度

漸近有意確

率 (両側)

Pearson の

カイ 2 乗
17.114

a 8 .029

尤度比 20.574 8 .008

線型と線型

による連関

6.728 1 .009

有効なケー

スの数

606

a. 9 セル (50.0%) は期待度数が 5 未満です。最小

期待度数は .67 です。

カイ 2 乗検定
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表 3.20 「軍事防衛」に関するクロス集計 

 

 
 

0 1

度数 34a 0a 34

調整済み残

差

.6 -.6

度数 59a 0a 59

調整済み残

差

.8 -.8

度数 163a 6b 169

調整済み残

差

-4.0 4.0

度数 51a 0a 51

調整済み残

差

.7 -.7

度数 38a 0a 38

調整済み残

差

.6 -.6

度数 44a 0a 44

調整済み残

差

.7 -.7

度数 64a 0a 64

調整済み残

差

.8 -.8

度数 82a 0a 82

調整済み残

差

1.0 -1.0

度数 65a 0a 65

調整済み残

差

.9 -.9

度数 600 6 606合計

各サブスクリプト文字は、列の比率が .05 レベルでお互いに有意差がない 軍

事防衛 のカテゴリのサブセットを示します。

Ward Method 1

2

3

4

5

6

7

8

9

軍事防衛

合計

値 自由度

漸近有意確

率 (両側)

Pearson の

カイ 2 乗
15.670

a 8 .047

尤度比 15.480 8 .050

線型と線型

による連関

3.632 1 .057

有効なケー

スの数

606

カイ 2 乗検定

a. 9 セル (50.0%) は期待度数が 5 未満です。最小

期待度数は .34 です。
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表 3.21 「宇宙探査」に関するクロス集計 

 

 
 

0 1

度数 34a 0a 34

調整済み残

差

1.9 -1.9

度数 51a 8a 59

調整済み残

差

-1.3 1.3

度数 130a 39b 169

調整済み残

差

-7.6 7.6

度数 48a 3a 51

調整済み残

差

.8 -.8

度数 38a 0b 38

調整済み残

差

2.0 -2.0

度数 41a 3a 44

調整済み残

差

.5 -.5

度数 64a 0b 64

調整済み残

差

2.6 -2.6

度数 82a 0b 82

調整済み残

差

3.0 -3.0

度数 64a 1b 65

調整済み残

差

2.2 -2.2

度数 552 54 606

7

8

9

合計

各サブスクリプト文字は、列の比率が .05 レベルでお互いに有意差がない 宇

宙探査 のカテゴリのサブセットを示します。

宇宙探査

合計

Ward Method 1

2

3

4

5

6

値 自由度

漸近有意確

率 (両側)

Pearson の

カイ 2 乗
69.846

a 8 .000

尤度比 79.693 8 .000

線型と線型

による連関

29.138 1 .000

有効なケー

スの数

606

a. 4 セル (22.2%) は期待度数が 5 未満です。最小

期待度数は 3.03 です。

カイ 2 乗検定

427JAXA × WASEDA プロフェッショナルズ・ワークショップ 2013 ビッグデータを活用した
斬新な企画を提案し、宇宙開発に役立てよう！ 成果報告書

This document is provided by JAXA.



 

 
 
表 3.22 「科学技術」に関するクロス集計 

 
 
 

0 1

度数 34a 0a 34

調整済み残

差

1.6 -1.6

度数 49a 10b 59

調整済み残

差

-3.4 3.4

度数 144a 25b 169

調整済み残

差

-5.1 5.1

度数 48a 3a 51

調整済み残

差

.2 -.2

度数 38a 0a 38

調整済み残

差

1.7 -1.7

度数 42a 2a 44

調整済み残

差

.6 -.6

度数 64a 0b 64

調整済み残

差

2.2 -2.2

度数 82a 0b 82

調整済み残

差

2.6 -2.6

度数 65a 0b 65

調整済み残

差

2.3 -2.3

度数 566 40 606合計

各サブスクリプト文字は、列の比率が .05 レベルでお互いに有意差がない 科

学技術 のカテゴリのサブセットを示します。

Ward Method 1

2

3

4

5

6

7

8

9

科学技術

合計

値 自由度

漸近有意確

率 (両側)

Pearson の

カイ 2 乗
48.991

a 8 .000

尤度比 60.294 8 .000

線型と線型

による連関

26.329 1 .000

有効なケー

スの数

606

カイ 2 乗検定

a. 7 セル (38.9%) は期待度数が 5 未満です。最小

期待度数は 2.24 です。

428 宇宙航空研究開発機構特別資料  JAXA-SP-13-019

This document is provided by JAXA.



 

 
 
表 3.23 「費用予算」に関するクロス集計 

 

 
 

0 1

度数 34a 0b 34

調整済み残

差

2.9 -2.9

度数 55a 4b 59

調整済み残

差

2.5 -2.5

度数 151a 18b 169

調整済み残

差

3.3 -3.3

度数 49a 2b 51

調整済み残

差

2.9 -2.9

度数 28a 10a 38

調整済み残

差

-1.2 1.2

度数 44a 0b 44

調整済み残

差

3.4 -3.4

度数 64a 0b 64

調整済み残

差

4.1 -4.1

度数 0a 82b 82

調整済み残

差

-20.0 20.0

度数 65a 0b 65

調整済み残

差

4.2 -4.2

度数 490 116 606

7

8

9

合計

各サブスクリプト文字は、列の比率が .05 レベルでお互いに有意差がない 費

用予算 のカテゴリのサブセットを示します。

費用予算

合計

Ward Method 1

2

3

4

5

6

値 自由度

漸近有意確

率 (両側)

Pearson の

カイ 2 乗
417.978

a 8 .000

尤度比 387.225 8 .000

線型と線型

による連関

66.909 1 .000

有効なケー

スの数

606

a. 0 セル (0.0%) は期待度数が 5 未満です。最小

期待度数は 6.51 です。

カイ 2 乗検定
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表 3.24 「宇宙開発」に関するクロス集計 

 

 
 

0 1

度数 30a 4a 34

調整済み残

差

-.2 .2

度数 54a 5a 59

調整済み残

差

.6 -.6

度数 162a 7b 169

調整済み残

差

3.3 -3.3

度数 42a 9a 51

調整済み残

差

-1.6 1.6

度数 0a 38b 38

調整済み残

差

-18.2 18.2

度数 44a 0b 44

調整済み残

差

2.4 -2.4

度数 64a 0b 64

調整済み残

差

3.0 -3.0

度数 79a 3b 82

調整済み残

差

2.3 -2.3

度数 65a 0b 65

調整済み残

差

3.0 -3.0

度数 540 66 606合計

各サブスクリプト文字は、列の比率が .05 レベルでお互いに有意差がない 宇

宙開発 のカテゴリのサブセットを示します。

Ward Method 1

2

3

4

5

6

7

8

9

宇宙開発

合計

値 自由度

漸近有意確

率 (両側)

Pearson の

カイ 2 乗
347.186

a 8 .000

尤度比 226.783 8 .000

線型と線型

による連関

4.764 1 .029

有効なケー

スの数

606

カイ 2 乗検定

a. 3 セル (16.7%) は期待度数が 5 未満です。最小

期待度数は 3.70 です。
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表 3.25 「現状維持」に関するクロス集計 

 

 
 

0 1

度数 34a 0b 34

調整済み残

差

2.5 -2.5

度数 59a 0b 59

調整済み残

差

3.3 -3.3

度数 165a 4b 169

調整済み残

差

5.3 -5.3

度数 51a 0b 51

調整済み残

差

3.1 -3.1

度数 35a 3a 38

調整済み残

差

1.2 -1.2

度数 40a 4a 44

調整済み残

差

1.1 -1.1

度数 64a 0b 64

調整済み残

差

3.5 -3.5

度数 70a 12a 82

調整済み残

差

.0 .0

度数 0a 65b 65

調整済み残

差

-20.7 20.7

度数 518 88 606

7

8

9

合計

各サブスクリプト文字は、列の比率が .05 レベルでお互いに有意差がない 現

状維持 のカテゴリのサブセットを示します。

現状維持

合計

Ward Method 1

2

3

4

5

6

値 自由度

漸近有意確

率 (両側)

Pearson の

カイ 2 乗
440.454

a 8 .000

尤度比 348.226 8 .000

線型と線型

による連関

181.035 1 .000

有効なケー

スの数

606

a. 1 セル (5.6%) は期待度数が 5 未満です。最小

期待度数は 4.94 です。

カイ 2 乗検定
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表 3.26 「未来」に関するクロス集計 

 

 
  

0 1

度数 27a 7b 34

調整済み残

差

-2.2 2.2

度数 57a 2a 59

調整済み残

差

1.7 -1.7

度数 129a 40b 169

調整済み残

差

-7.3 7.3

度数 43a 8a 51

調整済み残

差

-1.6 1.6

度数 37a 1a 38

調整済み残

差

1.5 -1.5

度数 44a 0b 44

調整済み残

差

2.2 -2.2

度数 64a 0b 64

調整済み残

差

2.8 -2.8

度数 82a 0b 82

調整済み残

差

3.2 -3.2

度数 65a 0b 65

調整済み残

差

2.8 -2.8

度数 548 58 606合計

各サブスクリプト文字は、列の比率が .05 レベルでお互いに有意差がない 未

来 のカテゴリのサブセットを示します。

Ward Method 1

2

3

4

5

6

7

8

9

未来

合計

値 自由度

漸近有意確

率 (両側)

Pearson の

カイ 2 乗
77.488

a 8 .000

尤度比 91.881 8 .000

線型と線型

による連関

42.609 1 .000

有効なケー

スの数

606

カイ 2 乗検定

a. 4 セル (22.2%) は期待度数が 5 未満です。最小

期待度数は 3.25 です。

432 宇宙航空研究開発機構特別資料  JAXA-SP-13-019

This document is provided by JAXA.



 

次の図 3.1～図 3.7 は、回答者の属性、宇宙活動に対する態度（「積極推進」「現状維

持」「活動消極」）と自由回答の内容の関係を知るために、それぞれの属性を持つ回答者

が、どの回答者グループに分布しているかを示したグラフである。グラフの縦軸は割合

（（*ある属性に含まれている*＆*ある回答者グループ*の人数/ある属性の人数）

× 100[%]）である。つまり、図 3.1 を例にとると、９つの回答者グループに分散してい

る「積極推進」のすべての人を足し合わせると 100[%]になる。 
 
図 3.1 について、[諸外国]、[その他]において「積極推進」が多かった。また、[無関

心]には現状維持が多く、[費用予算]には、「活動消極」、「現状維持」、「積極推進」の順

に多かった。 
男女では、回答の特徴に、違いはほとんど見受けられなかった(図 3.2)。 
 [費用予算]に言及する割合を年代別にみると、10 代は少なく、50 代は多かった(図

3.3)。家族構成別にみると 2 人世帯の回答者の割合が若干多く(図 3.5)、職業別にみると

経営者と自由業の差が大きいのが目立った(図 3.7)。 
 [無関心]、[費用予算]、[現状維持]に言及する未婚者と既婚者の割合に若干の違いが見

られた。[無関心]、[現状維持]を言及するのは、未婚者の割合が多く、[費用予算]を言及

するのは、既婚者の割合が多かった(図 3.4)。 
図 3.8 から、[諸外国]に言及する人には、スポーツ新聞の購読者が多く、[その他]にお

いて、東京新聞とスポーツ新聞の差が大きいことが示唆された。 
 

 
図 3.1 属性データ（宇宙開発の是非）と回答者グループ 
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図 3.2 属性データ（性別）と回答者グループ 

 

図 3.3 属性データ（年代）と回答者グループ 
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図 3.4 属性データ（未婚か既婚）と回答者グループ 

 

図 3.5 属性データ（世帯人数）と回答者グループ 
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図 3.6 属性データ（収入）と回答者グループ 

 
図 3.7 属性データ（職種）と回答者グループ 
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図 3. 8 属性データ（定期購読新聞）と回答者グループ 
 

3. 考察 
・図 3.1 より、他国との協力・競争関係を築くことは、国民にプラスのこととして受け

入れられていると考えられる。しかし、自由回答の中では、「日本の高い技術力を海外

にアピールするため」や「アメリカに負けてほしくないから」などの意見が多く見られ、

これらの回答者は必ずしも、宇宙と諸外国を結び付けて考えているわけではなく、単に

他国に負けてほしくないから積極推進と答えた可能性がある。また、図 3.8 から、スポ

ーツ新聞が、[諸外国]の発言に与える影響は大きいと考えられる。スポーツ紙には、日

本チームと海外チームの対戦の記事や、日本人アスリートの海外での活躍の記事も多く、

宇宙開発を国と国の間の競争と考えているかもしれない。多くの回答記述から、「JAXA
は宇宙開発において世界に誇るべき高い技術を持っているのはわかる」というのが、こ

れらの回答者の意見であると考えられる。 
図 3.1 より、[無関心]と[現状維持]に対する反応はほとんど同じであり、自由回答の

なかには「よくわからないけれど、今のままでいい」という意見が多く、無関心と現状

維持はつながっていると考えられる。したがって、現状維持は無関心の表れとして受け

止める必要がある。 
 

・図 3.2 より、性別が、宇宙開発に対する態度に与える影響は、少ないと考えられる。 
 
・図 3.1より、宇宙開発に関して消極的な人ほど費用予算に言及しやすいと考えられる。

また、図 3.3 より、年齢が高いほど、宇宙開発の費用予算に対する関心が高いと考えら

れる。そして、図 3.7 より、指導的立場にある人は、費用予算に関する関心が高いと考

えられる。さらに、図 3.4 と図 3.5 より、結婚しているが、子供がいない人たちも、費

用予算に関する関心が高いと考えられる。以上の人たちの実際の自由回答には、「何を
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やっているか分からないのに、お金がかかりすぎる。」という意見が多くみられた。彼

らは、「JAXA の活動の成果をあまり知らず、自分たちの生活に還元されていない気が

するから、自分たちの生活に何か役立つことにお金を使って欲しい」と考えているのだ

ろう。年齢が高い人、既婚者は、「自分たちに還元されているかどうかわからないもの

にお金をかけるより、自分たち還元されているのが実感しやすい、社会保障にお金を使

って欲しい」という意見であると考えられる。また、経営者は、費用対効果を考えて回

答している可能性がある。実際の彼らの記述の中には「他のことにお金を使うべき」と

いう回答が多く、「宇宙開発は費用対効果が低そうだから、他の費用対効果が高いこと

にお金を使うべきだ」というのが彼らの意見であると考える。いずれにしても、問題は

JAXA の活動の成果が伝わってないことが原因だと考えられる。 
 
・図 3.4 より、既婚者の方が若干未婚者より宇宙開発に関心があるといえる。上記した

ように、既婚者でも子どもを持たない人は費用予算に関心がある。今回の調査では、既

婚者の子どもの有無は直接的なデータとして出てこないが、子どもを持った既婚者は

JAXA の活動に関心がある可能性が高い。原因としては、JAXA が行っている子供向け

のイベントに子どもを連れて参加して、JAXA に対する理解を深めたとも考えられる。

しかし最も大きな原因は、宇宙開発の成果によって子どもが将来生きる未来がより良い

ものになって欲しいという期待だと考える。つまり、彼らは現在の費用の効果を子供世

代が受け取ることを許容している。これは、将来の効果を受け取れない既婚者の中でも

子どもを持っていないであろう人が費用対効果に厳しい意見を述べていることからも

伺える。 
 
 

4. 提案 
以上の結果から、国民は JAXA が行っている活動内容や、その目的、そして、それが

どう自分たちの生活に還元されているかよくわかってないことが推察される。したがっ

て、それらを伝えることが JAXA の今後の課題であると思われる。 
既婚者が、子供向けイベントに、子供をつれて行くことで、既婚者が宇宙について知

る機会を持ち、結果的に、未婚者より JAXA の活動に関心を持つということから考えて、

宇宙について知る機会を人々が持ちやすいようにすれば良いと思われる。 
JAXA は現在、シンポジウムなど定期的に行い、開発の成果を発表したり、時には宇

宙飛行士を招くことで、よりたくさんの人を集め、多くの人に伝えようとする企画を行

ってきた。また、筑波宇宙センターなど一般公開などしている。それにもかかわらず今

回のような結果が出たのは、人を集めるにも限界があったり、来場してもあまり理解で

きず、よくわからないままで帰ってしまったりすること、さらには筑波宇宙センターの

立地に問題がある可能性が考えられる。そうした点を考慮すると、宇宙について知って
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もらう機会を増やすために、常時宇宙について知ってもらう場所を、都内の交通便が良

い場所に設置するとよいかもしれない。さらには、宇宙に関して無関心の人にも、時間

に余裕がある時に来てもらえるように、娯楽施設が集まっているような場所に設置すれ

ば、ついでに立ち寄るかもしれない。 
JAXA について紹介するその場所において、JAXA の開発の目的、成果、そして、そ

れが自分たちの生活にどう役に立っているかを紹介すると効果的であると考えられる。

例えば、「宇宙輸送機こうのとりは、世界に誇れる日本の技術の粋です。」というものよ

り（諸外国のグループには効果的だが）、「いま、あなだがスマートフォン見ている天気

予報は、JAXA の気象衛星からのデータから出したものです。近日打ち上げられる最新

衛星により、天気予報の精度はさらに向上します。」「現在、国際宇宙ステーションで開

発されている医療技術が応用されれば、さらに健康的なからだを維持しやすくなりま

す。」というように、実生活と関連付け易い開発に特化した紹介にすれば、人々は宇宙

開発が自分の生活に役立っていると実感しやすくなるだろう。特に未来の効果を受け取

れない人に向けては、JAXA の活動が高齢社会の課題解決に役立っていることを宣伝す

るのはどうか。彼らも高齢の親を持ち、自分自身も高齢者になる。自分の生活水準が

JAXA の活動により向上することに実感を持ってもらえると考える。 
実生活と関連付け易い開発に特化した紹介の仕方であれば、必ずしも専用の建物であ

る必要はなく、例えばショッピングモールの一角でも効果は十分あると考えられる。ま

た、子供の遊び場として設置すれば、子供だけではなく、既婚者に対しての効果も見込

むことができる。また、JAXA の活動に対する男女差は見られなかったので、カップル

が来たくなるような場所でも若い世代に効果があるかも知れない。 
また今回の調査では、子どもの有無による関心の違いは可能性でしかないので、次回

以降の調査でアンケート項目に子どもの有無を加えるとより詳しい分析が可能である。

宇宙開発は、今は役に立っているかどうかわからないが、未来の子供達には、大変役に

立つものになるであろうと考える人も多いので、子どもの有無による関心の違いを切り

口とした分析も有用であると考える。 
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＜補足資料２ [その他]に分類された回答者グループの再分析＞ 
 
1. 分析目的 

先の分析で、606 の回答者のうち、169 名が[その他]の回答者グループに振り分けられ

た。[その他]のグループというのは、グループ全体に一貫した意見がなく、さまざまな

意見が述べられた回答者グループである。そこで、[その他]のグループの中の回答者を

分け、どのような属性を持つ人が、どういった意見を持つ傾向にあるかを分析した。 
2. 分析方法 

回答者があるキーワードを発言しているか否かでグループ分けし、そのグループにはど

のような属性を持つ人が多いかを集計した。その後、グラフで、属性とキーワードの関

係を調べた。 
3. 分析結果 

[その他]の回答者グループ内の回答者を、クラスター分析によってグループ分けしたと

ころ、８つのグループに分かれた。グループに分けた後、それぞれのグループの回答の

特徴を、クロス集計によって調べたところ以下のようになった。 
回答者グループ１：日本（地球外生命体） 
回答者グループ２：期待していない（ロケット） 
回答者グループ３：科学技術 
回答者グループ４：実験研究（衛星探査、人類） 
回答者グループ５：宇宙探査 
回答者グループ６：未来 
回答者グループ７：漠然と必要 
回答者グループ８：産業企業 
尚、（）内は、グループ内全体ではないが、一部の発言傾向を表している。 
また、クロス集計の結果は以下の表 3.1～の通りである。 
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表 3.1 「期待していない」に関するクロス集計 

 

 
表 3.2 「ロケット」に関するクロス集計 

 

 
 
 

期待していない 合計
0 1

Ward Method 1 度数 24a 1a 25
調整済み残差 0.8 -0.8

2 度数 2a 13b 15
調整済み残差 -11.5 11.5

3 度数 22a 0a 22
調整済み残差 1.5 -1.5

4 度数 21a 0a 21
調整済み残差 1.5 -1.5

5 度数 31a 0a 31
調整済み残差 1.9 -1.9

6 度数 31a 0a 31
調整済み残差 1.9 -1.9

7 度数 11a 0a 11
調整済み残差 1 -1

8 度数 13a 0a 13
調整済み残差 1.1 -1.1

合計 度数 155 14 169

ロケット 合計
0 1

Ward Method 1 度数 25a 0a 25
調整済み残差 0.9 -0.9

2 度数 11a 4b 15
調整済み残差 -5.7 5.7

3 度数 22a 0a 22
調整済み残差 0.9 -0.9

4 度数 20a 1a 21
調整済み残差 -0.5 0.5

5 度数 31a 0a 31
調整済み残差 1.1 -1.1

6 度数 31a 0a 31
調整済み残差 1.1 -1.1

7 度数 11a 0a 11
調整済み残差 0.6 -0.6

8 度数 13a 0a 13
調整済み残差 0.7 -0.7

合計 度数 164 5 169
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表 3.3 「衛星探査機」に関するクロス集計 

 

 
表 3.4 「地球外生命体」に関するクロス集計 

 

 
 
 

衛星探査機 合計
0 1

Ward Method 1 度数 25a 0a 25
調整済み残差 0.9 -0.9

2 度数 15a 0a 15
調整済み残差 0.7 -0.7

3 度数 22a 0a 22
調整済み残差 0.9 -0.9

4 度数 16a 5b 21
調整済み残差 -6 6

5 度数 31a 0a 31
調整済み残差 1.1 -1.1

6 度数 31a 0a 31
調整済み残差 1.1 -1.1

7 度数 11a 0a 11
調整済み残差 0.6 -0.6

8 度数 13a 0a 13
調整済み残差 0.7 -0.7

合計 度数 164 5 169

地球外生命体 合計
0 1

Ward Method 1 度数 23a 2b 25
調整済み残差 -3.4 3.4

2 度数 15a 0a 15
調整済み残差 0.4 -0.4

3 度数 22a 0a 22
調整済み残差 0.6 -0.6

4 度数 21a 0a 21
調整済み残差 0.5 -0.5

5 度数 31a 0a 31
調整済み残差 0.7 -0.7

6 度数 31a 0a 31
調整済み残差 0.7 -0.7

7 度数 11a 0a 11
調整済み残差 0.4 -0.4

8 度数 13a 0a 13
調整済み残差 0.4 -0.4

合計 度数 167 2 169
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表 3.5 「人類」に関するクロス集計 

 

 
表 3.6 「漠然と必要」に関するクロス集計 

 

 
 
 

人類 合計
0 1

Ward Method 1 度数 25a 0a 25
調整済み残差 0.8 -0.8

2 度数 15a 0a 15
調整済み残差 0.6 -0.6

3 度数 22a 0a 22
調整済み残差 0.8 -0.8

4 度数 17a 4b 21
調整済み残差 -5.4 5.4

5 度数 31a 0a 31
調整済み残差 1 -1

6 度数 31a 0a 31
調整済み残差 1 -1

7 度数 11a 0a 11
調整済み残差 0.5 -0.5

8 度数 13a 0a 13
調整済み残差 0.6 -0.6

合計 度数 165 4 169

漠然と必要 合計
0 1

Ward Method 1 度数 25a 0a 25
調整済み残差 1.4 -1.4

2 度数 15a 0a 15
調整済み残差 1.1 -1.1

3 度数 22a 0a 22
調整済み残差 1.3 -1.3

4 度数 21a 0a 21
調整済み残差 1.3 -1.3

5 度数 31a 0a 31
調整済み残差 1.6 -1.6

6 度数 31a 0a 31
調整済み残差 1.6 -1.6

7 度数 0a 11b 11
調整済み残差 -13 13

8 度数 13a 0a 13
調整済み残差 1 -1

合計 度数 158 11 169
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表 3.7 「産業企業」に関するクロス集計 

 

 
表 3.8 「宇宙環境」に関するクロス集計 

 

 
 
 

産業企業 合計
0 1

Ward Method 1 度数 25a 0a 25
調整済み残差 1.6 -1.6

2 度数 15a 0a 15
調整済み残差 1.2 -1.2

3 度数 22a 0a 22
調整済み残差 1.5 -1.5

4 度数 21a 0a 21
調整済み残差 1.4 -1.4

5 度数 31a 0a 31
調整済み残差 1.8 -1.8

6 度数 31a 0a 31
調整済み残差 1.8 -1.8

7 度数 11a 0a 11
調整済み残差 1 -1

8 度数 0a 13b 13
調整済み残差 -13 13

合計 度数 156 13 169

宇宙環境 合計
0 1

Ward Method 1 度数 25a 0a 25
調整済み残差 0.6 -0.6

2 度数 15a 0a 15
調整済み残差 0.4 -0.4

3 度数 22a 0a 22
調整済み残差 0.6 -0.6

4 度数 20a 1a 21
調整済み残差 -1.6 1.6

5 度数 30a 1a 31
調整済み残差 -1.2 1.2

6 度数 31a 0a 31
調整済み残差 0.7 -0.7

7 度数 11a 0a 11
調整済み残差 0.4 -0.4

8 度数 13a 0a 13
調整済み残差 0.4 -0.4

合計 度数 167 2 169
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表 3.9 「日本」に関するクロス集計 

 

 
表 3.10 「実験研究」に関するクロス集計 

 

 
 
 

日本 合計
0 1

Ward Method 1 度数 1a 24b 25
調整済み残差 -11.3 11.3

2 度数 15a 0a 15
調整済み残差 1.8 -1.8

3 度数 18a 4a 22
調整済み残差 -0.1 0.1

4 度数 20a 1a 21
調整済み残差 1.6 -1.6

5 度数 31a 0b 31
調整済み残差 2.8 -2.8

6 度数 31a 0b 31
調整済み残差 2.8 -2.8

7 度数 11a 0a 11
調整済み残差 1.6 -1.6

8 度数 13a 0a 13
調整済み残差 1.7 -1.7

合計 度数 140 29 169

実験研究 合計
0 1

Ward Method 1 度数 25a 0a 25
調整済み残差 1.3 -1.3

2 度数 15a 0a 15
調整済み残差 1 -1

3 度数 22a 0a 22
調整済み残差 1.2 -1.2

4 度数 12a 9b 21
調整済み残差 -8.2 8.2

5 度数 31a 0a 31
調整済み残差 1.5 -1.5

6 度数 31a 0a 31
調整済み残差 1.5 -1.5

7 度数 11a 0a 11
調整済み残差 0.8 -0.8

8 度数 13a 0a 13
調整済み残差 0.9 -0.9

合計 度数 160 9 169
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表 3.11 「軍事防衛」に関するクロス集計 

 

 
表 3.12 「宇宙探査」に関するクロス集計 

 

 
 
 

軍事防衛 合計
0 1

Ward Method 1 度数 25a 0a 25
調整済み残差 1 -1

2 度数 15a 0a 15
調整済み残差 0.8 -0.8

3 度数 22a 0a 22
調整済み残差 1 -1

4 度数 15a 6b 21
調整済み残差 -6.6 6.6

5 度数 31a 0a 31
調整済み残差 1.2 -1.2

6 度数 31a 0a 31
調整済み残差 1.2 -1.2

7 度数 11a 0a 11
調整済み残差 0.7 -0.7

8 度数 13a 0a 13
調整済み残差 0.7 -0.7

合計 度数 163 6 169

宇宙探査 合計
0 1

Ward Method 1 度数 22a 3a 25
調整済み残差 1.4 -1.4

2 度数 15a 0b 15
調整済み残差 2.2 -2.2

3 度数 22a 0b 22
調整済み残差 2.8 -2.8

4 度数 20a 1b 21
調整済み残差 2.1 -2.1

5 度数 0a 31b 31
調整済み残差 -11.2 11.2

6 度数 27a 4a 31
調整済み残差 1.5 -1.5

7 度数 11a 0a 11
調整済み残差 1.9 -1.9

8 度数 13a 0b 13
調整済み残差 2.1 -2.1

合計 度数 130 39 169
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表 3.13 「科学技術」に関するクロス集計 

 

 
表 3.14 「未来」に関するクロス集計 

 

 
 
 

科学技術 合計
0 1

Ward Method 1 度数 25a 0b 25
調整済み残差 2.3 -2.3

2 度数 15a 0a 15
調整済み残差 1.7 -1.7

3 度数 0a 22b 22
調整済み残差 -12.1 12.1

4 度数 18a 3a 21
調整済み残差 0.1 -0.1

5 度数 31a 0b 31
調整済み残差 2.6 -2.6

6 度数 31a 0b 31
調整済み残差 2.6 -2.6

7 度数 11a 0a 11
調整済み残差 1.4 -1.4

8 度数 13a 0a 13
調整済み残差 1.6 -1.6

合計 度数 144 25 169

未来 合計
0 1

Ward Method 1 度数 21a 4a 25
調整済み残差 1 -1

2 度数 15a 0b 15
調整済み残差 2.3 -2.3

3 度数 20a 2a 22
調整済み残差 1.7 -1.7

4 度数 20a 1b 21
調整済み残差 2.2 -2.2

5 度数 31a 0b 31
調整済み残差 3.4 -3.4

6 度数 0a 31b 31
調整済み残差 -11.1 11.1

7 度数 9a 2a 11
調整済み残差 0.4 -0.4

8 度数 13a 0b 13
調整済み残差 2.1 -2.1

合計 度数 129 40 169
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次に、回答者グループと属性の相関関係を示したグラフを図 3.1 に示す。なお、今回は

属性に年代を使用した。横軸は回答者グループ、縦軸はある属性がどのグループ分布す

るかの割合ある。 

 

図 3.1 回答者の年代と回答者グループの関係 
 

図 3.1 より、[日本]に関して言及しているのは、50 代の割合が 10 代より多い。一方、

[宇宙探査]に言及しているのは、10 代の割合の方が、50 代の割合より多い。また、[期
待していない]に言及しているのは、40 代が他の世代より多く、[実験研究]に言及して

いるのは、10 の世代が他の世代より多い。ところが、20 代は、[産業企業]に関して、

ほとんど言及していない。 
 

4. 考察 
以上の結果から、年齢が高いほど、[日本]に言及しており、実際の 50 代の回答には「日

本の将来のため」という記述が多くみられたことから、自分の代わりに次の社会を築い

てく世代を気にかけているように思われる。また、年齢が低いほど、宇宙の「未知」の

部分を知りたいという興味関心が強いと考えられる。また、それは 10 代が宇宙に関係

する[実験研究]に他の世代より関心が高いことからもわかる。 
40 代の[期待していない]という回答者の回答を見ると、「失敗のリスクがあるから」

0

5

10

15

20

25

30

35

40

回
答
者
の
分
布
割
合
（
％
）

 

回答者グループ 

１０代 
２０代 
３０代 
４０代 
５０代 

448 宇宙航空研究開発機構特別資料  JAXA-SP-13-019

This document is provided by JAXA.



 

という、失敗やリスクの回答が多く見られた。これは、20 年ほど前に起きた、NASA
のスペースシャトルチャレンジャー号の事故の衝撃が、彼らにとって大きなものであっ

たことが影響しているかもしれない。 
 

5. 提案 
年代に合わせたアプローチであれば、年齢が高めの人には、JAXA の現在の活動が、

今後どういったことに役に立つのかという紹介が効果的であると思われる。また、若い

世代向けには、ダークマターやそれを観測する実験など、好奇心を掻き立てる内容が効

果的かもしれない。そして、40 代のような、リスクや失敗を懸念する世代には、JAXA
には、これまでの経験値と研究知見に培われた技術があり、うまくいくことがほとんど

であることをアピールすることが、効果的であると思われる。 
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おわりに 

 

早稲田大学と宇宙航空研究開発機構(JAXA)の間で「プロフェッショナルズ・ワークショ

ップ」を開始して、今回で 4 回目になります。今年のワークショップの課題は「宇宙開発

利用に対する国民意識の調査手法の研究」です。 

研究内容は本文に詳細に記述されているので、その紹介は割愛させていただきますが、

昨今、巷で流行りの「ビッグデータをテキストマイニング手法を駆使して解析」するもの

です。一般の方々の見解、メディア関係者の見解を総ざらいして「宇宙開発利用に対する

国民意識」を探ろうとの野心的な課題です。この課題の難度の高さは、JAXA 情報化研究の

枠組みで、「宇宙開発利用に対する国民意識の調査手法と情報発信に関する調査研究」とし

て、ほぼ同じ内容の研究を今年度から「萌芽研究」として開始したことからも類推できま

す。つまり、JAXA の立場からも、未踏の地におそるおそる足を踏み込んだと表現してもお

かしくない課題です。 

参加した学生達は、8 月から 10 月の暑い 3 か月間、新しい世界に目をつむって飛び込む

ような勢いで、頑張ってくれました。週に一回、行った報告会では、議論の激しさに汗を

かくばかりでなく、涙を流す場面もありました。特に、追い込みの時期には、徹夜も続い

たと聞いております。そして、ワークショップの最終段階では、JAXA から世界への情報発

信窓口であるプレゼンテーションルームにて、早稲田大学の副総長と JAXAの担当理事、そ

の他多数の JAXA職員の出席のもと、最終報告を行っています。学生達の心地よい緊張感が

伝わってくる雰囲気の中、理路整然と研究成果を報告してくれたことが印象深く残ってい

ます。  

今回のワークショップの総てが、学生達の有形無形の財産となって、今後の活動に役立

つことは疑いありません。学生達のキャリアーの起点になってくれれば望外の喜びですし、

10 年後に「こんなこともあったんだ」と懐かしく思い出してくれるだけでも嬉しいことで

す。我々も、今回の成果を基にして、JAXA 情報化活動の有力なツールに発展させたいと考

えております。 

早稲田大学教職員の皆さん、JAXA 職員の皆さん、ご協力、有難うございました。そして

早稲田大学学生の皆さん、ワークショップの成就、おめでとうございます。 

 

平成 24年 1月 22日 

 

JAXA情報システム部長 

中村 泰 
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編集後記 
 
 本報告書は、2013 年度 JAXA×WASEDA プロフェッショナルズ・ワークショップにお

いて、JAXA ならびに早稲田大学関係者が執筆した資料と、参加した学生の報告資料をまと

め、継続活動の成果に関する資料を加えたものです。 
 夏の初めに、「プロプロ（本プログラムの呼称）の夏は熱い」と、早稲田大学職員の関係

者が口にしていました。今となっては、その夏は、はるか遠い、わずか一瞬の記憶のよう

に感じられます。しかし、この報告書の厚さは、このプロジェクトにかかわった JAXA 関

係者ならびに早稲田大学の学生と教職員が、共に全力で駆け抜けた、熱い夏が確かにあっ

たことを物語っています。 
 今回の課題は、JAXA と早稲田大学の取り組みが始まって以来最高の難易度とも、今年度

のプロフェッショナルズ・ワークショップの全講座の中で最も難しいとも言われたもので

した。それほどの難題に取り組む中で、学生達は、仲間の大切さ、自分達に期待をかけて

支えてくれる人々の存在の大きさを学びました。そして最後は、必死で努力した課題の達

成を喜んでくれる人々を前にした時の、達成感と感慨の大きさを仲間と共有するという経

験をしました。それらは、彼らの将来にわたって、かけがえのない財産となるでしょう。 
このような成果は、本ワークショップに関わった全ての方の尽力に支えられたものであ

り、さらに各関係者を周囲で支援をして下さった方々の存在なくして遂げられないもので

した。皆様の尽力と支援に、心より御礼申しあげます。 
 また、本報告書の編集に際し、ご協力を賜りました関係者の方々にも、厚く御礼申し上

げます。 
2014 年 1 月 22 日 

早稲田大学人間科学学術院 助教 
尾関美喜 
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